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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。




本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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◇　プロローグ　◇









　クリスタルのシャンデリアからこぼれ落ちたまろやかな光の粒つぶが、床ゆかに埋うめ込まれた工芸ガラスの装そう飾しよくに乱反射して煌きらめいている。シティホテルのロビーの端はしで、青あお柳やぎ怜れ衣いはそれをぼんやり眺ながめながら、つけていたワイヤレスイヤホンを外した。

　イヤホンを通して、彼の浮うわ気きの証しよう拠こを摑つかんだ。数カ月前から疑う気持ちはあったけれど、覚かく悟ごをしていたかと問われたらよく分からない。彼のことを信じたい自分もいた。

　今、彼はこのホテル内の客室で、女と愛しあっている。

　まぶたを閉じても光の残像が散って、静かに考えをまとめきれない。指が震ふるえるほど動どう揺ようしているし、全身がとてつもない悲しみでいっぱいだ。しかし、これ以上は時間を無む駄だにしなくていいんだと、安あん堵どする自分もいる。不思議だけど、怒いかりという感情は、きっともっとあとからやってくるのだろう。

　怜衣は深呼吸のようなため息をひとつついて、まぶたを上げた。

　クリスマスに合わせてデコレーションされたロビーを、人種、性別、年ねん齢れいも様々な人間が行き交かい、通り過ぎる。しあわせや希望に満ちている者、裏切りや噓うそを内包している者、それに気付かないふりをしている者、または何ひとつ気付いていない憐あわれな者。怜衣はその間を駆かけ、今まさにホテルを出て行こうとしている男の腕うでを摑んで引きとめた。

「あんたの彼女、おれの彼氏と浮気してるよ」

　エントランス付近で呼びとめられて振ふり向いた男は、そう告げた怜衣の顔を、澄すんだ眸ひとみでじっと見つめてくる。

　あんたがさっきまでそこのラウンジで仕事の打ち合わせをしていた彼女は、おれの彼氏が待つ上の階の部屋に戻もどって今いま頃ごろ──……。

「…………きみの、彼氏……？」

　その男の表情は驚おどろいているのでも、ショックを受けているのでもない。よその国の人にいきなり外国語で話しかけられた人みたいに、怜衣の言葉をまるで理解していないようだった。

　男は遠目にもはっとするくらい顔が整っている印象だった。目の前に立つ彼の身長は怜衣より十センチ以上高く、二十三歳の怜衣よりは年上に見える。優やさしげな目元、穏おだやかな人ひと柄がらを窺うかがわせるかたちの眉まゆの間からすっと伸のびた鼻筋で、無駄に主張のない上品な顔立ちだ。

　恋こい人びとが浮気をしているとも知らず仕事の話などしていたかわいそうなこの人の境きよう遇ぐうは、自分と同じな気がした。

「聞く？」

　ワイヤレスイヤホンを男に差し出すと、彼の目線はゆっくりと怜衣の手元へ落ちた。

　このイヤホンをつければ、ロックミュージックやクリスマスソングじゃなくて、彼女の浮気をこの男に突つきつけるものが聞こえてくることだろう。

「……聞くって……」

「浮気の証拠になる音声。彼女のあえぎ声とか。おれの彼氏のスマホにマイク仕込んでるから丸聞こえ」

　どこかぼんやりしている男に、怜衣は具体的な説明をつけ加えた。

　男は怜衣の手のひらにあるイヤホンから目を上げたが、無言だ。怜衣の登場があまりにも唐とう突とつで、言っている内容を信じる気がないのか。それとも現実を受けとめきれずに、分かりたくないと脳が拒きよ否ひしているのか。しかしこんなえぐい説明を聞いても、世の中の汚きたないものを映したことがないような濁にごりのない眸をしている。

　怜衣はかまわず続けた。

「このホテルの、どの部屋かまでは知らない。一度おれの彼氏とふたりで一いつ緒しよに部屋に入って、彼女は一階のラウンジであんたと仕事の話をするために下りてきた。あんたと会ったあと、彼女は彼氏が待つ部屋にまた戻ったんだよ。出てくるのもふたり同時ってことはないかも。……どうする？」

　すべてマイクが拾った音声から把は握あくした内容だ。怜衣の彼は彼女を部屋から送り出す際『彼に浮気がバレないように』というようなことを楽しげに言い、彼女は『気付くわけない』と答えていた。

　男はわずかに睫まつ毛げを震わせてイヤホンを見つめ、やがて「……いや」と首をただ横に振った。「どうもしないし、見み逃のがす」なのか、「とにかくそんなもの聞きたくない」なのか。

　怜衣は用がなくなったイヤホンと終わった恋心の両方を、脇わきにあったゴミ箱にまとめて投げ捨て、茫ぼう然ぜんとしたままの男をそこに残してあとは迷いなくホテルを出た。

　ハイヤーやタクシーが横付けしている正面玄げん関かんを抜ぬけて、大通りまでのアプローチをずんずん歩く。

　最悪のクリスマスイブになった。自分の他ほかにも女を抱だいている男に縋すがりつく気はない。あの男とは今すぐ別れる、とそれしか頭にない。

　つきあって一年。好きだった。ノンケの男に惚ほれて、恋人になってくれたときは嬉うれしかったし、しあわせだった。それが、いつからなのか知らないが、他の女と寝ねていた男と自分もセックスしていたかと思うと腹の底から吐はき気がしてくる。

　怜衣は女性を恋れん愛あいや性愛の対象にしないだけで、嫌けん悪おなどしたことはない。でも女性との浮気で裏切られたという思いが、たしかに怜衣を二重に抉えぐり、痛めつけている。

　自分も女だったらよかったのか。いや、そういう問題じゃないはず──……考えも感情もすっきりとまとまらないが、排はい気きガスを撒まき散らして走る違い反はん車や濁った色の空を見上げたら、美しくつくりあげられた煌めきよりも、ホテルの外にあるこっちのほうが自分にとってのリアルだと痛感した。そういうことだろうな、と納なつ得とくできた。

　身分の違ちがう彼が夢みたいな時間をひとときくれたんだ、と都合よく解かい釈しやくしよう──そう最後は多少乱暴に締しめくくる。アパレルを経営している彼は羽は振ぶりもよかったし、食べるものも訪おとずれる場所も、怜衣にははじめてのことが多かった。

　クリスタルの光で彩いろどられたあちらに怜衣の居場所はなく、不似合いな世界でしかなかったのだ。女はひとめでそれと分かるブランドのバッグとパンプスだった。浮気されていた同じ穴の狢むじなの彼が身に着けていたチェスターコートも、ふれたらその手ざわりで上質のハイブランドだと分かったし、着き倒たおしたダウンブルゾンの怜衣だけがあの空間で浮ういていた。

　なんでもいいからそんなふうに分かりやすい理由を自分でくっつけると、もういいや、と思えた。本人に浮気の理由を訊きいて無様に泣き喚わめいたりするより、そのほうがずっといい。

「帰ろう」

　普ふ通つうに、雑多で、息苦しくなく、肩かたの力を抜いて落ち着ける場所に。








◆　１　◆









　彼の浮気発覚から一年──。

　怜衣は椅い子すから立ち上がれずに「うぐぐ」と奥歯を嚙かみしめ、向かいでにまにましている男の顔を、前まえ髪がみの隙すき間まからきつく睨にらんだ。

「神かん薙なぎさんっ……、といてっ……」

「えー、どうしよっかなぁ～」

　いわゆるなんでも屋である『万よろず屋やかんなぎ』の社長、神薙（先日四十歳になった）は、いつも楽しそうに怜衣を暗示にかける。「怜衣がかわいいから、つい」というのが彼の弁だ。

　ショートミディアムの黒くろ髪かみに口くち髭ひげを生やし、ダンディな雰ふん囲い気きの俳優みたいな見目なのに、軟なん派ぱなキャラなのが玉に瑕きず。しかしよく見ると目の奥は笑っていないところが最高に怖こわい。

　抵てい抗こうすればするほど身体からだは岩のように固まってくる。今、怜衣がかけられているのは随ずい意い的に姿勢を変へん更こうできなくなる催さい眠みん術の一種、カタレプシーの暗示だ。

「だって今日は早く帰りたいん……ですってばぁっ！」

「バレンタインだからデートなんです、ならまだ検討の余地はあるけど『ドラマを見たい』とかそんなアホな理由で職務放ほう棄きするってどうなの？」

　すると怜衣の左斜はす向むかいに座る『万屋かんなぎ』事務担当で紅一点の美み羽う（二十七歳）が髪を結ゆわき直しながら「見逃したドラマは課金すればあとから見れるよ」とよけいなフォローを入れてきた。ドラマうんぬんは帰りたいための方便なのだから、解決策は助けにならない。

　ついでにいうとそういう金の使い方は怜衣のポリシーに反する。タイムパーキングとか、ミネラルウォーターにできるだけ金を出したくないのと同じ。平たくいえばケチ、良く言えば倹けん約やく家なのだ。

「園児をお迎むかえに行って送り届けるってだけの仕事を大げさに『職務』って」

　怜衣の反論を聞いて神薙は肩を竦すくめ、呆あきれ顔で頰ほお杖づえをついた。

「この仕事に就ついて三年なのに、いまだに分かってないな、怜衣。小さな仕事をこつこつと、だよ。そこから旨うま味みのあるシッターの仕事が舞まい込むかもしれんだろうが。ダイヤモンドは河かわ床どこの砂じや利りの中にまじってんだよ」

「だってそもそもがその仕事、真ま知ちが行く予定だったやつでしょ……ていうか金銀宝石を狙ねらうならおれじゃなくて崑こんさんか神薙さんが行けばいいじゃん」

　いちばんの稼かせぎ頭がしらでオールマイティーな中ちゆう堅けん社員・崑（五十二歳）は本日、『庭木伐ばつ採さい』『新居用家電購こう入にゆうにつきそい、量りよう販はん店てんで値切り交こう渉しよう』『依い頼らい人の孫に将しよう棋ぎを教える』『カップルの食事中にクラシックギターでジャズを演奏』という多種多様な仕事を梯子はしごしている。

「崑ちゃんは別の仕事に回した。俺はほら、ちょっと保育園には不向きな格好してるし」

　神薙はジャカード織りの派手なジャケットのラペルを摘つまんで見せてくる。

「カーテンみたいで変……わーっ、ごめんなさいっ、素す敵てきです、めっちゃおしゃれです！」

　デスクに置いたまま固まった手の甲こうに油性ペンで大きく『うんこマーク』を描かかれてしまった。このマークひさしぶりに見たな、とちょっと笑いそうになったとき、神薙のスマホにＬＩＮＥメッセが入り、「あ……真知だ。病院で、咽いん頭とう炎えんだったって」と呟つぶやいている。

「え……真知、病院に行ってるんですか？」

　真知は口数が少なく愛あい想そもないが、怜衣にとってこのよろず屋で唯ゆい一いつの後こう輩はい。ちなみに三つ年下の二十一歳だ。

　怜衣の問いかけに神薙は「けっこう熱が出てたから早退させた」とのんきに返す。

「それ先に言って！　もー、分かりました。その仕事、おれが行きます」

「怜衣は後輩思いの優やさしい子だね」

　指先で眉み間けんをぽんと突かれ、ようやく身体の強こわ張ばりがとけた。







『万屋かんなぎ』は東京都世せ田たが谷や区く北きた沢ざわ、最も寄よりの下しも北きた沢ざわ駅南口から続く商店街の中程ほどに位置する『神薙ビル』の二階に事務所を構える。

　犯罪に関かかわる仕事以外はなんでも引き受けます、が売り文句で、舞い込んでくる依頼は本当にほとんど断らない（と神薙が言っているだけで実際のところどうなのか怜衣は把は握あくできないのだが）。

　社長の神薙を筆頭に、中堅の崑、若手の真知、女性事務員の美羽、そして怜衣の五人がレギュラーメンバーで、他ほかに契けい約やく及および日ひ雇やといのアルバイトが多数。仕事の多くをそういったピンチヒッターと外注業者も使って回しているのが「なんでも引き受けます」のからくりだ。

　ビルの一階はサファリパークにいそうな動物柄がらのニットをずらりと吊つるした洋品店、両りよう隣どなりは不動産屋と全国チェーンの居酒屋、ビルの向かいは古いラブホテル、その右手にとんかつ屋と左手に百円均一ショップ、もうひとつ隣はしゃれた帽ぼう子し屋。ちなみに、神薙ビルの三階はよろず屋の商売道具その他を保管する物置で、社長である神薙の根城と化している。

　怜衣はぐるぐるに巻いたマフラーに口元まで埋うずまり、ポリエステルが九割強を占しめるダウンジャケットのポケットに両手を突っ込んで、下北沢駅に急ぎ足で向かった。

　二月十四日、現在時刻は十九時半、東京都心の気温は二度。日中も五度より上がらない寒い一日だった。

　ごちゃごちゃとした狭せまい通り沿いの店には『バレンタインデー』の文字が躍おどる。

　見たいドラマがある、は噓うそだが、今日はバレンタインだから人と会う予定があった。

　──相手は五歳の姪めいだけど。

　今朝、姉から「怜衣にもチョコレートあげるって言ってるから」と連れん絡らくが入り、仕事上がりに永えい福ふく町ちように寄るつもりでいた。神薙にそれを言わなかったのはバレンタインデーに年とし頃ごろの若者が急いで帰る本当の理由を知られたら、「衝しよう撃げきの失恋からもう一年以上経たつのに枯かれてるな」と記録更こう新しん中の恋愛日照りをからかわれるのが面めん倒どうだったからだ。

　何時に行けるか分からないまま小さな子どもを待たせるのは忍しのびないので、『仕事が終わらないからまた後日』と事務所を出る前に姉へメッセージを送信しておいた。

　怜衣の二十四年の人生において、バレンタインデーは昔から縁えんがない。恋こい人びとたちの年中行事とされるクリスマスも同じく。意中の彼がチョコレートをくれた女の子と手を繫つないで帰る場面を目撃するとか、デートを当日朝にキャンセルされるとか。最悪だったのは、自分の彼氏の浮うわ気き調査をして証しよう拠こを摑つかんだクリスマスイブ、一年と二カ月前のことだ。

　一年以上経ってもなお、何かの折にこうして思い出せば怜衣の胸はちりっと痛むが、それは別れた男のことを想おもって……ではない。

　怜衣と同じ、あの瞬しゆん間かんまで恋人の裏切りに気付いていなかった人。

　彼は、あのあとどうしたのだろうか。別れただろうか。それとも許しただろうか。浮気された者同士という同族意識もあったし、ショックと動どう揺ようで頭が混乱していたとはいえ、あの突とつ撃げきでいらぬ波風を立ててしまった可能性は高い──などとあとから自省しても、時間は巻き戻もどらないが。

　怜衣自身は、あの日の失恋を引き摺ずっていない。しかし、新しい恋が始まればいいなと願う反面、男同士の恋れん愛あいってやっぱ難しいのかな、と恋愛そのものをちょっと諦あきらめかけている部分もある。ひとりに慣れたのと、ただのやせ我が慢まんも少し。

　怜衣の周りには長続きしている同性カップルだっている。見る目があるかないかの話かもしれない。加えて、ツキが落ちたのか、恋愛アンテナの感度が鈍にぶったのか、あれから怜衣はぱったりモテなくなった。十代の頃に「かわいい」と褒ほめちぎってちやほやしてくれていた人たちは、いったいどこへ行ったのだろう。

　怜衣は駅のホームに到とう着ちやくした電車に乗り込み、すぐに降りるので扉とびら付近に立った。

　扉の強化ガラスに自分の顔が映っている。ダークブラウンのミディアムマッシュの前髪からサイドにかけてを、手ぐしで軽く整えた。「体操のおにいさんになったつもりで行け」との神薙のアドバイスには「今いま更さら何をどうしろと」と思ったが、できるかぎり爽さわやかに見えるようにささやかながら努力する。

　二十四歳はお肌はだやもろもろの曲がり角、生まれるのより死んでいく細さい胞ぼうが上回る。若さに溢あふれ、肌にも髪にも張りと艶つやのある二十一歳の真知を見れば「あぁ……おれ年食った」と思う。神薙や美羽の前でそんなことを言うと目で殺されるから心の中で呟くが、寄る年波に勝てないのは事実だ。

　ガラスに顔を近付ける。黒い眸ひとみ、細い鼻先……そこに映る自分を見て、もうずいぶんキスしてないな、と考えた。神薙による「無理やりハグ！」がごく最近のスキンシップだと気付いてげんなりする。きらいじゃないけど好みじゃない、という話。

　ため息をついて、今一度、手元のメモを広げた。目的の保育園は京けい王おう井いの頭かしら線で二駅先、駒こま場ば東大前駅から徒歩五分だ。

『ご依頼主・高こう遠えん千ち尋ひろ様。二十時に駒場あいいく保育園へ、高遠ルリちゃん（四歳児クラス）をお迎えに。そのあとは神しん泉せん駅近くのブックカフェで一時間ほど夕食をとりつつ待機ののち、ご依頼主様から連絡が入り次し第だい、神泉町のご自宅へ』となっている。

　メモにクリップ留めしてあるのは『保護者代理　園児引取許可証』だ。保護者以外の、たとえば祖父母であっても、園が把握していない人物には児童を引き渡わたさない決まりらしい。事前にこうした申しん請せいが必要なのは、子どもを連れ去るというような物ぶつ騒そうな事件が多いからだ。

　では、たとえば保護者が急な残業などでお迎えに行けない場合はどうするのだろうか。怜衣には具体的な解決策は想像できないけれど、子どものお迎えひとつとっても面倒なことがいっぱいなのは察して余りある。パパやママはたいへんだ。

　約束の時間の三分前に『駒場あいいく保育園』に着いたとき、残っていた園児はふたりだけだった。

「高遠さんの代理でルリちゃんのお迎えにまいりました」

　応対に現れた保育士に挨あい拶さつをして、身分証と許可証を提示する。保育士の女性は怜衣と目を合わせて「連絡いただいてます」とにっこり微笑ほほえんだ。怜衣も笑え顔がおで会え釈しやくして返す。

　保育士に「ルリちゃーん、お迎えですよー」と呼ばれて現れたのは、明るいキャラメルブラウンのツインテールがかわいい女の子だった。ぱっちりとした大きな目で、眸はグリーンとグレーが混じったような色をしている。

　──あれっ、ハーフ？

　ルリが怜衣をちらっと見上げて「こんばんは」と小さな声で挨拶してくれたので、怜衣は屈かがんで「こんばんは。おうちに帰ろうね」と返した。人見知りらしく、ちゃんと目を合わせてくれないがこういうものだ。姪の面倒を見ることもあるので、同じ年頃の女の子と接するのは慣れている。

　保育士から「これは保護者の方へのお知らせのプリントと、お昼ひる寝ね用のシーツ、着き替がえた肌着が入ってます」と袋ふくろを渡されて受け取った。

「あ、それと、ルリちゃんの体操帽のゴムが伸のびてるのでつけ替えてあげてください、とパパにお伝えいただけますか？」

「体操帽のゴム？」

　パパに、も気になったけれど、体操帽のゴムとはどの部分なのかぴんとこない。

　すると保育士はルリが持っている手て提さげバッグの中から体操帽を取り出した。赤と白のリバーシブルの帽子だ。そのあご紐ひもがべろべろに伸びている。

「なるほど。分かりました」

「ちょっと前から気になってたんですけど、今週に入ってもゴムがこのままだったんで」

　保育士の苦笑いに調子を合わせつつ、「忙いそがしかったんでしょう」とフォローをして園をあとにした。

「ルリちゃん、暗いし危ないから、手繫ごうか」

　右手の指先をきつねさんのかたちにしてぱくぱくと動かしてみせる。少し間があって、こくんと頷うなずいてくれた。ほっとしたものの、繫ごうと出した怜衣の手を見てルリが固まっているのに気付き、怜衣は「ああっ」と声を上げた。神薙が描かいたでっかい『うんこマーク』が手の甲こうに鎮ちん座ざしている。

　怜衣が「これ油性ペンだから消えないんだよね」と苦笑いしながらそこをこすってみせると、ややあってルリが「きゃはっ」と噴ふき出した。

「おにいさんの手、うんこがついてる」

　ルリの言い方に怜衣も思わず笑ってしまう。

「ごめん、ばっちいよね。いやだよね。反対の手で繫ごうか」

「ううん、そっちでいいよ」

　そう言ってくれたくせに、実際に手を握にぎったら「きゃあっ」と笑顔で叫さけばれた。

　図はからずも、神薙のラクガキがルリの緊きん張ちようをほぐしてくれたようだ。神薙のいたずらにこっそり感謝しつつ、ルリと一いつ緒しよに怜衣も笑う。

　ルリがつけているいちごの種が描かれた赤い手袋を「いちご。これかわいいね」と褒めたら、照れたように微笑んで「ママがフランスで買ってくれたの」とおしえてくれた。

「フランス？　お仕事かな。旅行？」

「住んでる」

「え？　あ、ママはフランスにいるの？　離はなれて暮らしてるの？」

「うん。離り婚こんする前から、外国でずっとお仕事してる」

　子どもの口から出てきた『離婚』を一いつ瞬しゆん受けとめきれずに、怜衣は返答に詰つまってしまった。

　怜衣の姪が「お友だちのパパとママ、りこんしたんだって。りこんってなぁに？」と訊きいてきたことがある。この子はきっと、離婚の意味をもう知っている。

「あ……そうなんだ……。ママ、忙しいんだね」

　さっき保育士が「パパにお伝えいただけますか？」と言ったのにはようやく合が点てんがいった。

　今日会ったばかりの他人の自分が、相手は子どもだからと軽々しく分かったようなことを言うのもどうかと思うし、なんと声をかけたらいいのかまとまらない。

　この年とし頃ごろの子どもがママと離れて暮らすのは相当さみしいんじゃないだろうか──などと考えあぐねて沈ちん黙もくが続いた。

「……行こっか」

「うん」

　どこからか犬の鳴き声が響ひびいてきて、繫いだルリの指にきゅっと力がこもる。怜衣の手のひらにすっぽり収まる小さな手だ。

　駒場東大前駅に向かってふたりで歩く。

　こうえんるり、と名前が入った手提げバッグをさして「それ持ってあげようか？」と声をかけると、「いい。パパにあげるバレンタインの箱が入ってるの」と断られた。これはいいけどこれはだめ、というルールや線引きを、小さな子どもでも持っている。とくに女の子はその理由がはっきりしている印象だ。

　バレンタインの箱、がよく分からないけれど、保育園でつくったものかもしれない。

「じゃあきっとパパ喜ぶね」

　その怜衣の言葉に、ルリはなぜか黙だまったままだった。







　一駅先の神泉駅で降りて、指定のブックカフェに入った。店内には児童書も置いてあり、明るくて親子連れでも入りやすそうな雰ふん囲い気きだ。

　園で十七時頃に軽食を食べたらしく、保護者の指示どおりにキッズメニューの『野菜たっぷりスープとチキンドリア』のセットを注文しようとすると、ルリから「お野菜のじゃなくてコーンスープがいい」とリクエストされた。

「え……あー、どうしようかな」

　わざわざ指示されているなら、それに意味があるはずだ。たとえば食物アレルギーだったらたいへんなことになる。

「ルリはアレルギーないよ。パパはトマトとかお野菜がいっぱい入ってるのが身体からだにいいからそれにしなさいって言うの。でもルリはトマトの煮にたのは本当はきらいなの。コーンスープが好き。サラダもついてるからコーンスープにして。パパもほんとはどっちでもいいの」

「あ……あー、そういうことね」

　ちょっと迷ったけれど、理由が明確なのでコーンスープに変へん更こうする。

　席に着いて絵本を読んで待っていると料理が運ばれてきて、ルリが食事をとっている横で怜衣はカフェラテを飲んだ。

「おにいさん、お名前はなんていうの？　何歳？　どこに住んでるの？」

　急に始まった質しつ問もん攻ぜめに、怜衣は微笑んだ。

「怜衣です。青柳怜衣。二十四歳だよ。おうちは下北沢と三さん軒げん茶ぢや屋やの真ん中ぐらいかな」

「なんで『れい』ってお名前なの？」

　そういえば姪めいも幼よう稚ち園えんで「自分の名前の意味をおうちの人に訊いてみましょう」と言われたと話してたっけ。

　ポケットに入れていたメモ用紙の裏に漢字を書きながら説明する。

「えーっとね、怜には『かしこい』って意味があって、衣は『優やさしく包みこむ』ってイメージなんだって。そんな人になってね、っていう気持ちが込められてるよ」

　今度は逆に「ルリちゃんは？」と問いかけた。

「瑠る璃り色いろのルリだよ」

「あー、地球の色って意味かな」

「違ちがうよ。らぴすらずりの色のこと」

「ら……？」

　──聞いたことある気がするけど、なんだっけ。

「はんきせき。じぇむストーンとか、ぷれしゃすストーンとか、知らない？」

　うまく発音できていなかったり、初耳の言葉だったりで、ルリの話している内容がまったく理解できずに、怜衣は「え？　え？」と聞き返してしまう。

「パパはジュエリーデザイナーで職人さんなの。ラピスラズリははんきせきなの。最高の幸運を呼び寄せるの」

「職人さん、へぇ……」

　頭の中でルリの言葉を反はん芻すうしても後半が吞のみ込めず、怜衣はスマホを手に取った。

　さっきから繰くり返される『はんきせき』をスマホのブラウザを使って検けん索さくする。

「あぁ、半貴石ね……奇き跡せきかと思った」

　分かったような口ぶりで呟つぶやいたけれど、今度は『半貴石』が謎なぞワードだ。続けて検索するはめになる。

　怜衣は検索結果で辿たどりついた説明文を読み上げた。

「ダイヤモンド、ルビー、サファイア、エメラルドが『プレシャスストーン』つまり『貴石』で、それ以外のローズクォーツ、アメジスト、ターコイズなどを『ジェムストーン』や『半貴石』と呼ぶ──あぁ、なるほど天然石とかパワーストーンってことかな」

「パパは半貴石でジュエリーをつくるの。きらきらで、夢みたいにかわいいよ」

　ルリの言葉のチョイスこそかわいくて、こちらがほわりとほぐされる心地ここちになる。

「へぇ……夢みたいにかわいいなんて、見てみたいな」

　怜衣の反応にルリは嬉うれしそうに笑っている。「あ、あとちょっとだ」と完食を応おう援えんすると、ルリは残り少なくなったチキンドリアをスプーンで懸けん命めいに搔かき集め始めた。

　半貴石──数珠じゆずのブレスレットや、色とりどりの磨みがき石をアクセサリーショップで見たことがある。成功、集中力、安定など願がん掛かけの意味もあり、比ひ較かく的てき安価なために学生でも買いやすいイメージだ。なんとなく、冬でも日焼けしたドレッドヘアーのおにいさんが売っている姿を思い描えがいてしまったのは、下北沢に天然石を卸おろしている店があって、その店員（中南米系の人）を見かけるからかもしれない。

　ところでこれから会う予定のパパはちゃんと日本語が通じるのだろうか、と心配になった。

　ジュエリーデザイナーで職人さん、という和洋折せつ衷ちゆうな情報なので、頭にハチマキを巻いた中南米系の男性がローズクォーツの指輪を鍛冶かじ屋やみたいにトンカチする画えが浮うかんでいる。

「ルリちゃんのパパは日本の人？」

「うん。ママはフランス人と日本人のハーフなの。だからルリはクォーターっていうの」

　物を知らなすぎな大人だと判定されてしまったらしい。

　ちょっと笑いながら頷いたとき、スマホに着信が入った。『万よろず屋やかんなぎ』の事務所からだ。

　用件を聞いて通話を終え、スマホはポケットに突つっ込んだ。

「ルリちゃん。パパから『ごはん食べたら帰ってきて』だってよ。あ、そのグラタン皿の端はしっこにこびりついてる、チーズとホワイトソースが焦こげたとこおいしいよね」

　ルリは「食べたことない」と目を瞬またたかせている。

「取ってあげよっか？」

　スプーンで刮こそぎ取って食べさせてやると、ルリは「おいしいっ」と大きな目をさらに大きくしていた。







　ルリを送り届けた先は、あと十分も歩けば渋しぶ谷やのど真ん中に着く、都心の渋谷区神泉町。

　ナチュラルウッドと鋼板と窯よう業ぎよう系外がい壁へき材のしゃれた外観が目を惹ひく、「おれが一生働いても建てらんないわー」と羨せん望ぼうのまなざしで見上げるほど立派な一いつ軒けん家やだった。

「こんばんは。『万屋かんなぎ』で、す……」

　玄げん関かんドアが開いて現れたスリーピーススーツ姿の男性と目が合ったあと、怜衣は言葉が続かなかった。ここに到とう着ちやくする前に想像していたイメージとは程ほど遠とおい、すらりとした長身の眉び目もく秀しゆう麗れいな男が現れたからというだけではない。

　男もドアを開けた格好のまま、怜衣の顔を見て動きがとまっている。

　目の前に立っているのは、あのクリスマスイブに怜衣が「あんたの彼女、おれの彼氏と浮うわ気きしてるよ」と手しゆ榴りゆう弾だんみたいな暴ばく露ろを投げつけてしまった男だ。

　他人の空似、勘かん違ちがい、など頭をよぎるが、あのときとは見違えるほどドレスアップしているこの人の顔を、怜衣は間違いなく覚えていた。

　相手も驚おどろきもあらわに息を吞み、言葉をなくしている。動どう揺ようが見て取れるが、あのときと同じに、彼の独特ともいえるノーブルな雰囲気を乱すことはない。

　お互たがいに声も出せずに固まっていたものの、ややあって、「高遠ルリの、父親です」と先に会え釈しやくされた。怜衣のほうは頭が真っ白になってしまい、「あ……」と声が漏もれるだけ。そんな怜衣を彼は遠えん慮りよがちに見てくる。

　はっとして、こちらも会釈して返すので精いっぱいだ。

　──ルリちゃんの父親。彼が依い頼らい人の高遠千尋。

　奇き妙みような沈ちん黙もくが続く。　>>>♥

「ただいま」

　ルリの声で怜衣も彼も我に返った。「おかえり。ルリ、今日はごめんな、迎むかえに行けなくて」と彼が詫わびるとルリは「ううん」とだけ答え、上がり框がまちに腰こし掛かけて靴くつを脱ぬいでいる。

「え……と、じゃあ、おれはこれで」

　あのときのことを謝るべきかという考えが頭をよぎったけれど、子どもの前だ。とにかく帰ろう、と半歩下がったとき、ルリが「えっ？」と声を上げた。

「パパのジュエリー、見せる約束でしょ？」

　ここまでの道すがら、たしかにルリとそういう話をした。

　ルリはパパのジュエリーがどんなに素す敵てきなのかを一いつ生しよう懸けん命めいに語ってくれたのだ。「パパのジュエリーはダイヤモンドよりきれいなのよ」とか「パパは女の子をきれいに輝かがやかせる魔ま法ほう使つかいなのよ」とか「手づくりだから、世界にたったひとつしかないの」とか。今日はその仕事関係のパーティーに出席していて、それでお迎えに来られなかったのだと、よろず屋を頼たよった理由もおしえてくれた。

　だからブックカフェでも言ったけれど、怜衣は「へぇ、それは見てみたいな」と答えた。ルリも「じゃあ見せてあげるね」と嬉しそうで。ルリが本当にそうしたいのなら、玄関先ででもちょっと見せてもらえたらいいかな、ぐらいの気軽な気持ちで答えたのだ。適当な噓うそをついたつもりはない。

　すぐ傍そばに立つ高遠千尋の顔を見られないで、怜衣はルリと目を合わせる。ルリと怜衣が彼の知らないところで交かわした勝手な約束を、きっと快く思っていないだろう。

「あー、でも……」

　しかし彼女に、「パパはおれに見せたくないんじゃないかなぁ」なんて言えない。

「怜衣くん、その荷物も持ったままだし」

　そう言ってルリが指したのは、怜衣が手に提さげている袋ふくろだ。お昼ひる寝ね用のシーツなど、園から預かったものが入っている。すっかり気が動転して、持ち帰るところだった。

「あっ、すみません。これはプリントと、シーツと、着き替がえだそうです。あと、体操帽ぼうのゴムが伸のびてるからつけ替えてくださいって保育士さんが……」

　ルリが自分の手提げバッグの中から体操帽を取り出して、「これ」と千尋に見せている。千尋はべろべろに伸びたゴムを見て「あぁ……」と漏らし、複雑そうな顔をした。困っているようだから、もしかすると裁さい縫ほうが苦手なのかもしれない。

　そのタイミングでルリが「今日つくったパパにあげるバレンタインの箱……」と取りだすと、千尋はそれを「あとで」と制し、ルリはがっかりした顔で再び手提げバッグにしまった。

　ルリの様子も気になるけれど、怜衣自身それどころじゃない。

　傍に立っている父親の千尋にこの袋を渡わたせばいいのに、怜衣は両手で持ったまま固まっていた。千尋と目を合わせられず、スリーピースのベストの胸辺りまでしか視線を上げられない。

「荷物……お手数おかけしました」

　千尋が袋の持ち手を摑つかんで引き取ってくれて、今度こそ帰るチャンスとばかりに「じゃあ」と言いかけたら、ルリが「怜衣くん、待っててね！」と部屋に駆かけて行ってしまった。

「ええっ？　ちょ……」

　ちらりと窺うかがうと、千尋も困こん惑わくしている。

　玄関先でいきなり千尋とふたりきりにされてしまい、気まずいことこの上ない。

「あ、あの、すみません。か、帰ります」

「でも娘むすめと……約束したんでしょう？」

　思いのほか、柔やわらかな声で問われてふらふらと顔を上げ、無防備に千尋と目を合わせてしまった。

　怖こわい顔で睨にらまれているかと思いきや、そんなことはなかった。

　苛いら立だちや疎うとましさなど負の感情がいっさい滲にじんでいない。はじめて会ったときも、このくもりのない眸ひとみが印象的だった。千尋のディープブラウンの眸にすっと心を持っていかれ、捕つかまえられたような心地がする。

　この人だって困るだろうし、娘をうまく宥なだめてくれるだろう──と縋すがる思いでいると、まさかの言葉が返ってきた。

「……どうぞ」

「えっ？」

「せめて、もう少し中に。ドアが閉められないし、夜風が……」

　彼が腕うでと左半身で玄関ドアを押さえてくれていたのだと、この段階でやっと気付いた。開けたままのドアからびゅうびゅうと冷たい風が入ってくる。

「あぁっ、すみません、気付かなくて」

　もう三和土たたきとの境目なんて中ちゆう途と半はん端ぱなところに立っていられない。

　怜衣は「すみません」と頭をちょこっと下げて、足を一歩中に踏ふみ入れドアを背に立った。

　いくらなんでも、もうこれ以上知らん顔はしていられない。

「あ、あの……」

　ドアを閉めた千尋とあらためて向き合うと、彼は静かに怜衣を見つめている。

「……おととしのクリスマスイブ、お会いしましたよね……」

「……ええ……」

　人違いならいいのに、とぎりぎりまで思っていた。問いかけておいて、肯こう定ていされるとそこから先が言葉にならない。

　──一年二カ月前のクリスマスイブのあの日、じつはこの人は既き婚こん者で、つまり、元カレが浮気していた相手はこの人の奥さんだったのではないだろうか。だからふたりの子であるルリちゃんも当然いて、あれが原因で離り婚こんしたとしたら……。

　考えれば考えるほど罪悪感でいっぱいになり、ここにはいられない、と思う。

　結婚していたなんて知らなかった、ではすまされない。自分があの瞬しゆん間かんに黙だまってさえいれば、この人の家庭まで壊こわすという結末には至らなかったかもしれないのだ。

　怜衣は意を決し、ようやく口を開いた。

「お嬢じようさんとここまで来る間にママの話になって、離婚したって聞いて。聞き出すつもりはなかったんですけど……すみません」

「……そんなこと話したんですか」

　家庭内の事情に立ち入りすぎだと責められている気がして、怜衣はもう一度神妙な相そう貌ぼうで謝った。

「いえ、あなたを責めてるわけじゃなくて……娘はわりと人見知りするので」

　そっと窺うと、たしかに千尋の表情に苛立ちなどは見えない。

　話が逸それたけれど、ここまできたら確かめたい気持ちが勝った。

「あのときの……あれは、彼女じゃなくて、もしかして、ルリちゃんのママで、奥さんだったんですか……？」

　違ってたらいいのに、と泣きそうな気分で問うと、彼は口元に薄うすく笑えみを浮うかべている。

「だからって、きみのせいじゃないから」

　そんなふうに簡潔に『妻だった』と肯定された。

　しかし『きみのせいじゃない』なんて、そんなはずはない。この人はきっと、結果を人のせいにしないという、大人のふるまいを怜衣に示しているだけだ。

　知らなければ、なかったことと同じ──そんな不条理が世の中にはたくさんある。その不条理の裏で、懸命にしあわせを守っている人だっているのだ。怜衣は、そのしあわせを守っていけたかもしれない人のものを、一瞬の感情で壊したことになる。

「いや、でも……」

「きみに気をつかってるわけでも、綺き麗れい事を言ってるのでもない」

　千尋は穏おだやかな口調で語っているように見えた。だけど鵜う吞のみにはできない。

　玄げん関かん口で揉もめていると、ルリが大きな箱を抱かかえて部屋から出てくるのが見えた。

　大人ふたりの事情を汲くみ取れないルリが「パパー、手伝って」と助けを求めてくる。千尋がルリに「そこで待ってなさい」と声をかけ、しょうがないなというように、ふふ、と笑った。

「もう少し中へどうぞ」

「そんな……」

「娘があんなふうにちょっと強ごう引いんにわがままを言うのは珍めずらしくて……よほどあなたのことを気に入ったんでしょう。ちょっと見ていただければ、きっと納なつ得とくします。五分くらいも、だめですか？」

　このあとも忙いそがしいとか次の予定が、という噓が使えない。しかも子どものお願いで、約束もしている。

「僕はあれをきみのせいだとは思っていない。今は、よろず屋さんのきみと、ただの依い頼らい人で、それだけです。……あ、規約違い反はんとか？　延長料金かかりますか？」

　千尋の至し極ごくまじめな問いかけに「いらないです」と答えるので精いっぱいだ。

　三和土に立つ怜衣のもとへふたりが戻もどり、碁ご盤ばんのように仕切りがついたジュエリーボックスを上がり框がまちに置いた。ボックスは二段になっているから、たしかに子どもが抱えるには重そうだ。

　一年二カ月前の因いん縁ねんの件は頭からいったん排はい除じよする。小さな子どもと交わした約束だけ果たして帰ろうと決意し、会え釈しやくして、誘いざなわれた上がり框に腰こし掛かけた。

　仕切りの中にはリングやネックレス、ブレスレット、ペンダントトップなどがたくさん並んでいる。中にはカットが何も施ほどこされていないプレーンな状態の磨みがき石も。

　そこには、怜衣が『天然石やパワーストーン』というものから想像していたものとはまったく違うジュエリーが並んでいた。

「これぜんぶルリのなの。もっとおっきくなったらつけていいよってパパがくれたの」

　三角形やダイヤ形の小平面フアセツトカットが全面に施された半貴石は、まるでキャンディーみたいな色と大きさで、カット面のひとつひとつに光を受けて鮮あざやかに輝いている。貴石のダイヤモンドとは違うけれど、ぎらぎらしたかんじではなく、あくまでも上品で、可か憐れんだ。惹ひきつけられて目が離はなせない。

　ダイヤモンドはその存在感と輝かがやきで近寄りがたさがあるけれど、半貴石にはついふれたくなるような親近感も覚えた。

「それはね、ぶりおれっとカットっていうの。きれいでしょ？　こっちは、枕まくらのかたちだからクッションカットっていうんだよ」

　怜衣がじっと見ていたペンダントトップを指して、ルリが難しい専門用語で説明してくれる。しかし、他ほかのものは「あとはいろいろ」と急にざっくりするところが子どもらしい。

　アクリルの水すい彩さい絵の具で染まった水を凍こおらせたみたいな透とう明めい感かんのあるピンク、生クリームを混ぜたようなミルキーピンク、リップグロスを思わせる艶つややかなフューシャピンク……とピンクだけでも様々だ。

　他にも森林を思わせる深みのあるブルーグリーン、芳ほう醇じゆんな香かおりのするブランデーみたいなセピアブラウン、こっくりと甘いミルクティーのようなアイボリーなど、宝ほう飾しよく品ひんに興味がない怜衣でも、どれも目を奪うばわれる美しさだった。

「これは大人になったらつける用で、ルリでもつけられるのはこっちよ」

　そう言ってルリが開けた二段目の抽斗ひきだしには、子ども用の小さなジュエリーが並んでいる。

　花を模かたどっていたり、星のかたちだったり。それらにはアクリルのおもちゃではぜったいに出せない本物の輝きがあって、おそらく子どもでも「こっちがきれい！」と感じることだろう。

「なんか、想像超こえてた。天然石ってまん丸のとか数珠じゆず繫つなぎのやつ、石を磨いただけのものしか見たことなくて。ほんと、夢みたいにかわいくて、きれいだね」

　ルリの言葉をそのまま借りて表現すると、彼女の目がひときわ大きくなる。

「怜衣くん、つけてみて！」

「え？」

「怜衣くんはお肌はだが白いからきっとすごく似合うよ」

「えええっ？　ま、まさか。こういうのは女の子の特権っていうかさ」

「ルリが選んであげる」

　すっかりアドバイザーの気分になっているルリは「どれがいいかなぁ～」と見み繕つくろうのに夢中で、怜衣の声なんか届かない。

　助けを求めて背後を振ふり返るけれど、千尋は別段、迷めい惑わくそうでも嬉うれしそうでもなくて、加えてとめてくれる様子でもない。

　ルリが選んだのは春の新緑を思わせるグリーンアメジストの、雫しずくのかたちをしたネックレスだった。よけいな装飾を省き、小指のさきほどのサイズの石に、ミル打ちの極細22金チェーンを直接通しているため、華きや奢しやで透明感がある。そのかたちと色から、若葉から落ちる雨あま粒つぶが頭に浮かんだ。

「つけてあげるからルリのほうに背中向けて」

　ぐるぐるに巻いていたマフラーをルリに取られ、何度目かの救いを求めて千尋のほうに目をやるが、やはり無言で見守られている。

　こういう装飾品に今まで興味が湧わかず、シルバーのアクセサリーすら買ったことがないから、身につけるということだけでもなんだか気き恥はずかしい。

　懸命にうしろでごそごそしてくれているのは伝わるけれど、なかなかうまくいかないのか「あれっ、できない」と呟つぶやく声が聞こえた。ネックレスの留め具は小さくて、子どもの指でつけるには難しいのだろう。

　すると見かねた千尋が、怜衣の背後に回って膝ひざをつくのがけはいで分かった。

　妙みような緊きん張ちようが加わって耳が熱くなり、胸もやたらどきどきする。

「動かないで」

　千尋の冷ややかな指が頸けい椎ついの辺りにわずかにふれた。びくっとしてしまい、「冷たかったね」と声をかけられても、怜衣は何も返せない。

　──な、なんでこんなことになってんだろ。

「できたよ。怜衣くん、こっち向いて」

　ルリに呼ばれ、ふたりがいるほうへ身体からだを捻ひねる。

　怜衣はまるで叱しかられた犬みたいに膝に両手をついてふたりを上うわ目め遣づかいで窺うかがった。どんな顔をしていたらいいのかも分からない。

　屈かがんでいる千尋と目が合うと、彼の黒目がわずかに大きくなり、怜衣もうっかり視線が逸らせなくなった。千尋に並んで立つルリは「わぁっ、素す敵てき！」と手をたたいている。千尋のほうはあいかわらず無言なので、どう思っているのかまったく読めない。

　──つけてくれたんだし、怒おこってはいないんだろうけど……嬉しそうでもない、よな。

　当然だ。愛まな娘むすめの願いを親として受け入れているだけなのだろうし。

「ほら、怜衣くん、やっぱり似合うよ」

　そう言われても自分の姿は見えない。状じよう況きようやもろもろを考えると複雑な気持ちだ。

「こういうの、つけたのはじめてで……」

「そっか。だよね。男の子だもんね。でも怜衣くんならちっとも変じゃないよ。かわいいし、すごく似合ってるもん」

　そう言ってにこにこと笑うルリは、自身の見立てに満足したらしい。

　怜衣はＶネックの襟えりに沿って落ちるネックレスのゴールドチェーンを指で摘つまんでみた。

　ころりとしたドロップ形の半貴石は、部屋の明かりなど光を集めて揺ゆれている。細かな凹おう凸とつのカット面が怜衣の肌の色や服の色を反射し、複雑なグリーンの色味を生み出すようだ。

「……こんなに綺麗な石、はじめて見た」

　語ご彙いが少ないからだけじゃなく、あまりにも美しいものを前にすると、それを言葉で飾かざれなくなる。自分ではうまく表現できそうにもないから、素直な感想を口に出した。

　アクセサリー全ぜん般ぱんに興味がなかったはずなのに、なぜだか惹かれる。

　しかし怜衣もルリくらいの子どもの頃ころ、海で綺麗な石を拾って集めていたから、惹かれるのは人間の本能で、元来こういうものが好きな生きものなのかもしれない。

　嬉しそうなルリの隣となりで沈ちん黙もくしたままの千尋を、怜衣はそっと見上げた。

　──この人が、これをつくったんだ……。

　ふと、千尋からずっと見つめられっぱなしだということに気付いて、目のやり場に困ってしまう。

「ルリちゃんと同じ歳としのおれの姪めいっ子もこういうきらきらしたものがすごく好きで、髪かみ飾かざりとかよくおねだりされるよ」

　緊張から逃のがれたくて姪の話題を振ると、「ルリも大好き！」とにこにこした。

　落ち着かない心地ここちは続いている。

「あ、あの、そろそろ……事務所に戻らないといけないですし」

　つけていたグリーンアメジストのネックレスを自分で外して千尋に返すと、ルリから「これあげる」と子ども用のリングをひとつ手て渡わたされた。

「ルリと同じ歳のその女の子にプレゼント」

「あ、おれの姪っ子に？　え、でも……」

「怜衣くんと仲良しになったから」

　それで『姪にプレゼント』という結論に至るまでの過程についてはさっくり省かれているけれど、ルリの嬉しい気持ちが添そえられているのは伝わる。

　千尋のほうを見ると「わがままにつきあっていただいたし、こんなものでよかったら」と会釈され、怜衣は手のひらのリングを見下ろした。ピンクのストロベリーキャンディーみたいな色の石がリングの土台に嵌はめ込まれている。

「子ども用のもので、細かい加工はしていないタイプですから。ツメで留めず、クンダンというセッティング技術で石を嵌めています」

　なるほど、石の周辺がぐるりと金属で覆おおわれている。しかし子ども用とはいえ天然石だ。

「赤みの強い石ですが、ルビーじゃないですし」

　この大きさで貴石のルビーだったら「気が遠くなるほど高額なんだろう」と漠ばく然ぜんと想像できても、宝飾品に疎うとい怜衣にはあまりにも漠然としたフォローの言葉に思える。

　それでも『これは子ども用』と強調され、怜衣も少し気軽な気持ちで「じゃあ……姪にいただきます」とお礼を述べた。

　玄げん関かんの外まで千尋が見送りに出てきたから、短時間の契けい約やくで終しゆう了りようするよろず屋に対して、なんて律りち義ぎな人なんだと恐きよう縮しゆくしてしまう。

「寒いですし、もうあの、ほんとにここで」

「…………」

　千尋が何か言いたげに見えたので、怜衣は「うっ」と身構えた。一年二カ月前の因いん縁ねんを子どもの前ではぶちまけられなかったので、外まで追いかけてきたのかと思ったのだ。

　緊張して小さくなっていると、千尋がややあって口を開いた。

「きみも……別れたの？」

「え？」

「あのときの彼と」

　責めるのではなく、千尋は柔にゆう和わな表情と声で問いかけてきた。

　──どうしてそんなこと訊きくんだろう……。

　思いも寄らない質問をされて、目がちかちかする。

「あ……はい。別れました……すみません」

　ここで「すみません」もずいぶんおかしいけれど、この人は怜衣の別れ話に巻き込まれた被ひ害がい者しやだと思うからだ。

　千尋は小さく、ため息のように笑った。

「あれはきっかけにすぎなくて、うちだって、あんなことがなくても遅おそかれ早かれ終わってた。きみのせいじゃないから謝らなくていいよ。今日、偶ぐう然ぜんにうちの事情を知っただろうけど、もうぜんぶ忘れて」

　忘れてと言われても忘れられそうになく、衝しよう撃げきの事実を知ったら、頷うなずくことだってできない。

「彼と別れて、今、ちゃんとしあわせになれてる？」

　どうだろうか。しあわせってなんだろうか。彼氏がいること？　毎日波風なくそれなりに普ふ通つうに暮らせていること？　前者だったらノーだし、後者ならイエスだ。でも千尋は「彼と別れて」と言ったのだから、新しい恋れん愛あいはしているかという意味をたぶんに含ふくんでいる。

　無言のままでいると、千尋が「僕は……」と話を続けたから視線を上げた。

「僕は娘むすめとふたりでしあわせだと思ってる。強がってるわけじゃなくて、本当に今は穏おだやかな毎日なんだ。だからきみも、自分をしあわせにしてね」

　もう自分を許しなさい。恋こいを諦あきらめちゃいけない──と言われたようで、驚おどろきで声も出ない。

「駅まで街灯が暗いところもあるから、気をつけて」

　最後まで柔やわらかに、優やさしい言葉をかけてくれる千尋を茫ぼう然ぜんと見つめてしまう。頰ほおが震ふるえる。

　そのとき、ポケットの中のスマホが着信音を響ひびかせて、怜衣ははっと我に返った。

「きょ、今日は『万よろず屋やかんなぎ』をご利用いただきありがとうございました。失礼します」

　深く頭を下げ、踵きびすを返して、あとはもう振ふり返らずにただ足を前に出して歩く。

　胸がざわざわとして、きゅっとして、なんだか苦しい。まぶたが熱を帯びる。

　通話ボタンをタップして応答すると神薙からで、予定より時間がかかってるようだから、という安否確かく認にんの電話だった。

「今ちょうど終わって……戻もどります」

『どうした？　なんかあったのか』

　怜衣の声に覇は気きがないのを、わずかな会話でも察知される。神薙はチャラッとした男だけど、社員思いの経営者だ。怜衣の周りの人は誰だれも彼もが優しくて、なのに、どうして自分はこんなにからからに渇かわいていて、日々にしあわせを感じていないんだろう、と思う。

「いえ……なんでもないっていうか……ぐああ、だめだ」

　目に熱いものが漲みなぎって、ついにぼろりとこぼれた。手の甲こうで涙なみだを拭ぬぐうと、そこに神薙のいたずら描がきがあって笑ってしまう。

　ひとりが気楽でいいや、なんて本当は思っていなかった。ずっと心の中に重いかたまりがあって、浮ふ上じようできずにいたのだ。失恋と、その衝撃で巻き添ぞえにしてしまった彼のことも、決してお気楽に扱あつかえないものだった。

　どうしたらしあわせになれるのか。素す直なおに、しあわせになりたい。

「神薙さん、すごいびっくりの再会があったんだ。事務所に帰ってから話すよ」

　通話を終えてスマホをポケットに戻し、そこに手を突つっ込んだまま夜道を歩く。

　きんと冷えた夜に、吐と息いきは白く、空の星はぴかぴかと輝かがやいて見える。

　一年二カ月前の失恋以降、恋の面めん倒どうくささや不自由さ、裏切りや傷つけられることから逃にげて、諦めていた。

　あのクリスマスイブを境にとまってしまっていた時計の針を動かしてくれたのは、あの日に自分が傷つけたはずの男だった。







　下北沢駅にほど近い『万屋かんなぎ』から徒歩十分、世田谷区代だい沢ざわにあるアパートが怜衣の自宅だ。住宅街に近くて静かだが、電車の最も寄より駅までがちょっと遠い。ルリに分かりやすいよう「おうちは下北沢と三軒茶屋の真ん中ぐらいかな」と説明したけれど、三軒茶屋駅まで歩けば二十分くらいかかる。

　アパートに帰り、夜風ですっかり冷えた身体からだを風ふ呂ろであたためたあと、怜衣はルリがくれたリングを手にノートパソコンのブラウザを起動させた。

　ジュエリーデザイナーであり職人だという『高遠千尋』について、ネット上になんらかの情報が落ちていないかと思ったからだ。

　検けん索さく結果で最初に表示されたのは俗ぞくにいう『まとめ』の記事。インターネット上に氾はん濫らんする情報を文字どおり分かりやすくまとめたページだった。

　怜衣は目を瞬しばたたかせた。

「CohenChihiroコーエン・チヒロ……」

　彼の名前をつけたブランドが存在するようだ。とりあえずその記事をクリックする。

　目に飛び込んできたのは『今世界中のセレブが注目するメイドインジャパンブランド、コーエン・チヒロのジュエリーが素敵すぎる！』の文字だった。

「世界のセレブ……ええ……？」

　思わず画面に顔を寄せ、記事の上から順に目を通す。

『コーエン・チヒロとは』の記事は、彼のプロフィールやブランドの成り立ち、話題になった経けい緯いについて書かれていた。

「高遠千尋、……あ、あの人三十歳なんだ……芸術大学在学中にインドで採さい掘くつされた天然石に魅み了りようされ、自身のブランドを立ち上げる。日本国内では銀ぎん座ざデパート内のショップ、一部セレクトショップ、フランス・パリのメゾンで購こう入にゆう可能……」

　今度は眉まゆを寄せた。たしかに、怜衣が見たことのある天然石を扱うショップにあるようなアクセサリーとは違ちがっていたけれど、まとめ記事の表題にしても内容にしても、想像の斜ななめ上をいっている気がしたのだ。

　実じつ年ねん齢れいと見目には大差なく、そこは驚かない。フランス・パリだの、メゾンだのと書かれていると、数時間前に会っていたあの人とこの記事の内容が少し乖かい離りしているかんじがする。渋谷の立派な一いつ軒けん家やに住んでいるのだから庶しよ民みんではないだろうけど、怜衣が受けた印象とはだいぶ違う言葉がそれ以降もまだ続いている。

「四年前の映画祭で、人気の若手ハリウッド女優が当時まだ無名ブランドだったコーエン・チヒロのネックレス、イヤリング、リングをつけていたことから密ひそかに注目された。ハンドメイドで生産数があまりにも少ないため、以降、コーエン・チヒロのジュエリーは高こう騰とうしつづけている──……」

　怜衣は手のひらにころんと転がるリングを見て、ひたいにじわっと汗あせが滲にじむ心地ここちがした。

　まとめ記事には『コーエン・チヒロ』のジュエリーの写真がいくつか貼はられていて、千尋の家の玄げん関かん先さきで見たようなリング、ペンダントトップもある。

「映画祭……ハリウッド女優……高騰……。いくらすんのこれ」

　映画祭もハリウッドも、テレビの向こうでしかお目にかかれない世界だ。

　怜衣の手のひらにあるリングは子ども用だと告げられ、『数百円では買えない、ちょっと豪ごう華かなおもちゃのリングかな』くらいの認識で「ありがとうございます」といただいてきてしまったが。

　貰もらったものの相場を調べるなんて無ぶ粋すいなまねはしたくないけれど、こんな記事を見てしまったらもう知らん顔はできない。

　まとめ記事に値段は表示されていなくて、検索結果から通つう販はんページを探す。海外の通販サイトが比ひ較かく的てき上のほうにあり、そこを開いて怜衣は目を剝むいた。商品紹しよう介かいページは痒かゆいところに手が届く仕様で、金額は自動的にドルを変へん換かんした円で表示されている。

「え？　よんじゅう……四十八万円？」

　０の数をもう一度確認する。

　指一本の巾はばより少し小さめのピンクトルマリンのリングが四十八万円。その隣となりのアクアマリンのデザインリングは十八万円。ざっと見たところ、いちばん安くて22金のピアスが八万円、天然石が贅ぜい沢たくに使われたネックレスなど百万円近い。

「ひっ……わ……、ええええっ？」

　興奮のあまりノートパソコンの画面を摑つかんでしまった。

「待て待て待て待て。子ども用ってどれ……」

　しかしどれだけ探してもその海外の通販サイトには掲けい載さいされていない。どうにか見つけたブランドの公式ホームページはフランス語と英語表記で、自動翻ほん訳やくしてようやく『キッズ・ベビージュエリーは日本国内では銀座デパートでのみ取り扱い』ということが分かった。

　こういう商品は、『子ども用』と謳うたっていても、おもちゃでなく本物ならば価値も価格も大人のものと大差ないのが普通だ。

「子ども用っていうか……子どもサイズ、ってだけじゃないのか、これ」

　赤みの強い石ですが、ルビーじゃないですし──なんて。これはルビーかルビーじゃないかという問題ではない。庶民の金銭感覚では到とう底てい理解できないほどに高額なジュエリーブランドのリングを、あっさりいただいて帰ってきてしまった自分が恐おそろしい。しかし。

「ほんのちょっと関かかわったってだけで、あっちもどういう感覚してんだよ……」

　子どもから子どもへのプレゼントも、セレブの間ではこのくらいは普ふ通つうなのだろうか。

「パンがないならケーキを食べればいいじゃない、ってナチュラルに言ってしまいそうな人種にはじめて会った…………これはあした返そう」

　指先で摘つまんだリングを部屋の明かりに翳かざす。

　光を内包して艶つやめくキャンディーカラーのリングを怜衣はしばらく眺ながめていた。







　翌日も朝から夜まで仕事に追われ、千尋の家に着いたのは二十時を過ぎた頃ころだった。

　神薙に事情を話せば連れん絡らく先をおしえてくれただろうけど、前もって電話などしたところで「子ども用なのでお気になさらず」ときのうの会話を繰くり返すだけだと思ったから、直接アポなしで飛び込むことにしたのだ。

　よし、と決意して、チャイムを鳴らす。「万屋かんなぎの者です」と名乗ると、ややあって玄げん関かんが開き──現れた千尋は怜衣の顔を見て「え？」と声を上げた。

　千尋はきのうのブリティッシュな雰ふん囲い気きのスーツ姿と異なり、シャツの上にカウチン、ワークパンツ、そしてマスクにエプロンという格好だ。パーティー仕様だった髪かみ形がたも今日はずいぶんリラックスしたダウンスタイルだし、作業中だったのか、エプロンのあちこちが粉だらけ。これまでに見たどの千尋とも違って、よりプライベートな空気に包まれているから、妙みようにどきっとしてしまう。

「お、仕事中、だったんでしょうか、すみません」

「あぁ……いえ、もう終わろうと思ってたところで」

　そう言いながら千尋がマスクを顎あごの辺りまで下げて「？」と訪問の意味を伺うかがうような顔をする。怜衣はすかさず斜め掛がけのボディバッグから封ふう筒とうを取り出した。

「これっ……あの、……おれ、きのういただいたとき、何も知らなくて」

「きのう？」

　千尋はぴんときていないらしく、目の前に突き出された封筒をただ見ている。

　こんな高価そうなもの受け取れない──それしか考えずに来てしまい、今いま更さらながら自分のしていることを思い返して顔がかあっと熱くなる。

　人から貰ったものを突き返す、というのもずいぶん不ぶ躾しつけだし、こういう行動に至った発ほつ端たんはこのリングの値段を調べたからで、そうなったのは『高遠千尋』についてネット検索したからだ。恥はずかしい行動の多段攻こう撃げきに、誰だれより自分がダメージを受けている。

「ごめんなさい。おれ、こういうのに疎うとくて、知らなかったから」

　連絡もなしに勢いで来て、本人を前にすると急にどぎまぎしてきた。しかも同じ言葉の繰り返しで、話が相手に伝わらない。

「あの……よろず屋さんは、まだお仕事中ですか？」

「いえ、終わってから来たので」

「とりあえず中に入りませんか？」

　びゅおおおおと木こ枯がらしが吹ふいている。

　一いつ瞬しゆんためらったものの、千尋に誘さそわれるまま昨晩と同じにまた玄関の内側へ入ってしまった。

「いきなり来て、すみません……」

「いや、それはいいんで……。で、その封筒は？」

「あ……」

　まだ中身を説明していなかったことにやっと気付いた、というありさまだ。

「きのう、高遠さんに『子ども用だ』って言われて、おれ、あまり深く考えずに気軽に受け取ってしまって……」

　怜衣が封筒を開けて、千尋の前にそっと手のひらを出して見せたとき。

「怜衣くんっ？」

　千尋の背後から聞こえた声に怜衣はびくっとして、リングをのせていた手を結んで再び引っ込め、自分のダウンジャケットのポケットに隠かくした。

　これは千尋というより、ルリから貰ったものだ。子どもの前で返すなんて言えない。

「あー……あのっ」

　さすがに言いたいことが伝わったようで、千尋が怜衣の顔を窺うかがい、そっと人差し指をくちびるの前に立てて『ナイショ』と合図してきた。

「怜衣くん、どうしたの？」

　何も気付いていない、子どもの無む邪じや気きな目が怜衣を見上げてくる。

「ルリちゃん、こんばんは」

　罪悪感を閉じ込めながらルリに笑え顔がおを向けると、千尋が驚おどろきの弁解を始めた。

「今日少しだけ、彼にシッターさんをお願いしようと思ってね。驚かせたくて、ルリには内ない緒しよにしてた」

　怜衣は「え？」と声を上げそうになったが、千尋の目が「僕に話を合わせて」と言っているように感じる。

　するとルリは「あっ、分かった！」と何か閃ひらめいた様子だ。何が分かったのだろう、と怜衣が困こん惑わくしていると、ルリが自分なりの見解を続ける。

「パパ、体操帽ぼうのゴムをつけ替かえきれないから、怜衣くんを呼んだんでしょっ？」

　怜衣が千尋と目を合わせると、彼は少し気まずそうにはにかんだ。

　そういえばきのう、保育園から「体操帽のゴムが伸のびてる」と指し摘てきされてルリが持ち帰っていた。今日は保育園には持って行かなかったのだろうか。

「パパだって、できないってことはない……と思うんだけど。他ほかの子たちは、ママが綺き麗れいに縫ぬってくれるんだろうなって考えたら……。あの……」

　千尋が縋すがるように怜衣を見つめてくる。

「よろず屋さんは、裁さい縫ほうできますか？」

「…………つまり、おれが体操帽のゴムをつけ替えればいいんですか？」

　怜衣の問いに千尋が遠えん慮りよがちに「もし、可能なら……」と頷うなずいたタイミングで、千尋のスマホの着信音が鳴り始めた。

　千尋が「すみません、ちょっと電話なんで待っていただけますか」とひとこと詫わびて、即そく座ざに応答する。

　納期の件、などと話しているから仕事関係なのだろう。

　ルリから「きのうのリング、渡わたしてくれた？」と問われて、怜衣は内心で「ううっ」と呻うめきながら「今日もお仕事が忙いそがしくてまだ会えてないんだ」とどうにか言い訳する。

「すみません、よろず屋さん。少しだけ上がっていただいてもいいですか」

「えっ？」

　千尋はスマホをいったん保留にして「電話が長引きそうなんです」とスリッパを一組、上がり框がまちに置いたから、怜衣は面めん食くらった。戸と惑まどっていると「中で、ちょっとだけ待ってください」と焦あせった口調でお願いされる。

　あれよあれよという間に、ルリに手を引かれ、電話中の千尋に身み振ぶり手振りで案内され、リビングに通されてしまった。

　──ななななな何が起こってんだこれ。

　チャコールグレーの壁かべに、床ゆかやダイニングテーブルはナチュラルウッド、壁に合わせた色のＬ字ソファーが配置された広いリビングダイニングに足を踏ふみ入れた。見慣れているのが八帖じようフローリングという怜衣からすると、いったい何平米あるのか見当もつかない。右奥にはコの字形のペニンシュラキッチンが見える。

　Ｌ字ソファー前のローテーブルに、縫いかけの体操帽が置きっぱなしだ。

「ここでかけてお待ちください」

　千尋は早口でそう言って、怜衣をソファーの辺りに案内したあと「すみません」のポーズで手を合わせ、キッチンの調理台の辺りで電話の応対に戻もどってしまった。

　──まいったなぁ……。

　指されたソファーの座面にのろりと腰こしをおろすと、ルリは怜衣の隣となりに座った。

「ルリちゃんのパパ、忙しそうだね」

「……だから、あんまり遊べないの。いつも『あとでね』って言われる」

　ルリがぽつんと漏もらした。横顔がさみしそうだ。

　そういえばきのうもルリが見せようとした保育園での制作物を千尋が「あとで」と先延ばしにしていた。親に対して「今見てほしい、相手をしてほしい、話を聞いてほしい」と求める子どもにとっては、小さなストレスになっているのかもしれない。

　ソファーの脇わきにはルリが昨晩も持っていた通園用の手て提さげバッグが置いてあり、その中から体操服が飛び出している。

「ルリちゃん。パパはお裁縫できるの？」

　ルリは目を瞬またたかせて「見たことない」と答えた。

「でもほら、体操服には名前のタグが縫いつけてあるし、この手提げバッグは手づくりじゃないかな。おばあちゃんとか、近くにいる？」

「おばあちゃんはいないよ。それぜんぶ大おお西にしさんがやってくれたの」

「大西さん？」

「九月まで来てたお手伝いさん。でも来なくなっちゃった。パパが『もうおうちには誰も入れない』って言ってたし」

　どきっとしてしまった。

　もうおうちには誰も入れない──では今、怜衣が上がり込んでいるこの状じよう況きようは、千尋にとって相当なイレギュラーじゃないのだろうか。

「え……じゃあ、今はお手伝いさんとかいないの？　九月から……パパがおうちのことぜんぶひとりでやってるの？　ごはんとかも？」

「うん。簡単だし栄養たっぷりだから、お鍋なべが多いよ。でもルリ、ハンバーグとかクリームシチューとか食べたいなー。エビフライも好き！　あ、からあげはお肉屋さんのを買ってくるからおいしいよ」

「…………」

　働きながら男手ひとつで小さな子どもを育てるのは容易ではないだろう。

　これほど立派な家を持ち、配はい偶ぐう者しやがいないのなら、家事代行サービスを利用していてもおかしくない。昨晩はたまたま人手がなくて、急きゆう遽きよよろず屋にお願いしなきゃならなかっただけだろうと思っていた。

　以前来ていたお手伝いさんとの間に何かあったのかもしれないが、『もうおうちには誰だれも入れない』という結論が、この親子にとって最善の策なのだろうか。

　──まぁ、だからって何も口出しできないけど。

　しかし咄とつ嗟さの辻つじ褄つま合わせとはいえ、千尋は「裁縫できますか？」と怜衣に訊きいてきた。まさか玄げん関かん口でやらせるつもりはなかっただろうから、いっときとはいえ他人を室内へ入れる気持ちになったのかもしれない。かわいい娘むすめのためにも。

　怜衣は体操帽を手に取った。

　片側だけ縫ったのかと思いきや、二針でとまった状態。それもゴムの縫いつけ部分が蟀谷こめかみの辺りに当たって地味に痛くなりそうなつけ方だ。よほどこの裁縫に手こずっていたらしい。

「体操帽のゴム、ほんとにおれがつけてもいいかな。これくらいだったら五分もあればできる」

「怜衣くん、お裁縫が得意なのっ？　男の子なのにっ？」

　ルリの質問に「男の子だってお裁縫や料理ができるほうが、女の子と助け合えるからいいでしょ？」と返すと、「ほんとね！」と表情を輝かがやかせる。

「どんなお料理できるの？」

「えー、そうだなぁ……そんな特別なものはできないけど、独り暮らしだからチャーハンとか、野菜炒いためとか二日続けて食べるカレーとか……」

　ひとりだとどうしても時短で簡単にできてしまうメニューのローテーションになりがちだ。

　──彼氏がいればがんばっちゃうんだけどなぁ。

　普ふ段だんの食生活をそのまま話したらルリのテンションが明らかに下がり、慌あわてて「ときどきはからあげ、ビーフシチュー、オムレツとか……あ、パスタも作るよ」とつけ足す。

「ルリもオムレツ好き！　あとね、パスタはトマトじゃないのがいいっ」

「あー、トマトの煮にたのはきらい、だったね──あ、煮物で思い出した。使っていない無加水鍋がシンク下の収納棚だなに置きっぱなしだ……」

「むかすい？」

「お水を入れなくても煮込み料理ができちゃうやつ。ルリちゃんが好きなクリームシチューなんか作るとおいしいよ」

　ルリは眸ひとみをきらきらさせて「食べたぁ～い！」と右手を挙げた。

　それからけっきょく千尋は四十分ほどして電話を終わらせ、ふたりのもとへ戻った。

　電話に予想以上に時間がかかってしまったため、千尋はしきりに「すみません」と謝ってくる。裁縫を終わらせたあとルリのお絵え描かきにつきあっていた怜衣は、フローリングに座ったまま「いいえ」と首を振った。

「こちらこそ、高遠さんに断りもなく裁縫箱の中身を借りたんですけど」

　怜衣がゴムを縫ぬいつけた体操帽ぼうを差し出すと、受け取った千尋はぱっと顔を明るくした。

「ありがとうございます。どうしようかと思ってたので、助かりました」

「二針縫ってあったのを一度取ってしまったんですけど……勝手なことしてすみません」

「いえっ……あぁ、よかった。ルリ、ほら見て。よろず屋さんが綺き麗れいに縫ってくれたよ」

　それに対し、ルリは「パパ。よろず屋さんじゃなくて、怜衣くんだよ」と訂てい正せいを入れている。

「……そうだね。怜衣くん、だ」

　千尋にはじめて名前を声にされて、怜衣の胸はどくっと大きく跳はねた。千尋もちらりとこちらを窺うかがってくる。

　そういえば彼にはちゃんと名乗っていなかった。だからといってここで今いま更さら「青柳です」と申し出るのは、名前呼びを拒きよ否ひしたみたいで感じが悪いかも……などと考えて、とりあえず愛あい想そ笑いを返す。

　ルリは電話が終わるまで待っていた間の、怜衣について報告を始めた。「お裁縫もじょうずだけどお絵描きもじょうずよ」だとか「お料理が得意なんだって」だとかだ。話した内容をやや誇こ張ちようされていたりして、怜衣は苦笑いするしかない。

「あっ、ルリ。もう寝ねる時間だよ。歯を磨みがいておいで」

　あと十分ほどで二十一時。たしかに幼児は寝る時間だ。ルリは「ええーっ、怜衣くん来てくれたのに」と不満そうに短くぼやいて、しぶしぶリビングを出ていく。

　その姿を見届けて、千尋が「本当に申し訳なかったです」と怜衣にまた謝ってきた。これじゃあどちらが謝りに来たのか分からない。

「慌てて帰る用もなくて、暇ひまでしたから」

「思いのほか通話時間がかかったし、裁さい縫ほうまでさせてしまったので、よろず屋さんの料金を払はらいます」

「えっ？　いや、まさか。高遠さんのところへ伺うかがってるのを、うちの社長も知りません。勢いでいきなり来てしまったりして、謝るのはこちらのほうで」

　今日の訪問の意味を何も知らないルリに対し、千尋に辻褄合わせの噓うそをつかせたのは他ほかならぬ怜衣だ。千尋の申し出を丁てい重ちようにお断りする。

　謝り合戦になってしまい、ふたりで向き合って、どちらも苦笑いする。

　どれくらいか経たって、怜衣を見守るような表情の千尋に気付いた。

「きみは、まっすぐな人なんですね」

「……え？」

「うちのジュエリーについて、ネットか何かで調べたんでしょう？　知らん顔だってできるのに、こうしてわざわざ『受け取るわけにいかない』と返しに」

「不ぶ躾しつけなことして、すみません……」

『コーエン・チヒロ』のジュエリーというか、『高遠千尋』について知りたかったのだ。怜衣にとってそのふたつは違ちがうけれど、ブランドのデザイナーである彼にとっては同じ意味になるのかもしれない。

「いえ、興味を持っていただけたなら光栄です」

　好意的に解かい釈しやくしてくれていそうな返しをされるが、怜衣の気まずさは変わらない。

「でも安心して。本当に昨晩きみに受け取っていただいたリングは子ども用です」

　あいかわらず千尋はあれを『子ども用』だと言うが。

「子ども用っていっても、あれだって天然石ですよね。なのにおれは無知で、ちょっと豪ごう華かなおもちゃかな……ぐらいの解釈で。ほんとに失礼ですし、恥はずかしいです」

　怜衣が恥はじを忍しのんで正直に打ち明けると、千尋は「まいったな……」と呟つぶやいた。

　何がまいったのだろうか。怜衣は千尋の言葉を待った。

「簡単に言うと、半貴石とはいえ天然石には鑑かん定てい士しが決めたランクがあるんです。あなたがネットで見たのは、透とう明めい度が高くて稀き少しようなものだったり、品質が最高ランクのものだったり……そういう特別なものです」

　怜衣には手が届かないほど高額だったけれど、世界中のセレブや女性たちが魅み了りようされ、憧あこがれるジュエリーだというのはなんとなく理解できた。

　色やかたちが様々で、『コーエン・チヒロ』のジュエリーはひとつとして同じものがないから、ふたつ、みっつと集めたくなるらしい。

　詳くわしくない怜衣から見ても、高貴なダイヤモンドやサファイアにはない無む垢くな可か憐れんさが、千尋がつくる半貴石のジュエリーにはあるように思えた。

　普段からドレスアップして毎日を過ごしている人ばかりじゃない。彼のジュエリーはハリウッド女優のドレスにも、ニットにデニムの女性にも似合いそうだ。怜衣がそう感じたとおり、ネットの記事に『ラグジュアリーにもカジュアルにも馴な染じみつつ、主張しすぎない上品さがあるところが支持されている』と書かれていた。

「子ども用でも、ショップで出している商品にはちゃんと相応の価値がある石を使ってるけど、お渡わたししたリングはそういうものとは少し違います。僕がルリにあげたもので、ルリには『あげたいお友だちがいたら、プレゼントしていいよ』と言ってあります。だからあなたが解釈された『子ども用』ってことでいいんですよ。『ちょっと豪華なおもちゃ』で合ってます。……あまりたくさん説明されても困るでしょうから、このくらいにしておきます」

　千尋はそう言って優やさしくはにかんでいる。

　リングに使われている石の価値について専門的で詳しよう細さいな説明をされても、きっと怜衣には分からない。千尋が言いたいことは理解できたが……。

「でも、世界にたったひとつ。どれも一点物のハンドメイドっていう点でいうと、これを欲しがる人はいますよね」

　昨晩、インターネット上に散らばる『コーエン・チヒロ』に関する記事やブログを、怜衣は片っ端ぱしから読んだ。

　怜衣の問いに千尋は少し目を大きくして、次に笑えみを浮うかべている。

「そこまで調べてくれたんだ……」

　手づくりだから、世界にたったひとつしかないの──はじめてルリと話したときにそう説明されたけれど、ネットの記事を読んだらその意味に重みが増した。

「そうだね。そこを突つかれると、僕もちょっと返答に困る。本当は半貴石を扱あつかう僕自身、価値が低い石なんてひとつもないと思ってるから。でもそれを認めてしまうと『これはおもちゃです』って説明が通らなくなる……って、すでに言ってしまってるけど──あ、ごめん、僕はお茶も出さずに」

　慌てて「おかまいなく」と怜衣が返すけれど、千尋は「コーヒーか紅茶か緑茶、どれがお好みですか」と問いながらキッチンへ向かってしまった。話の途と中ちゆうで置いていかれそうになって、思わず千尋のあとをついていく。

「このコーヒー豆、おすすめです」

「あ、じゃあ……コーヒーで」

　怜衣が素す直なおにお願いすると千尋は口元をふわりとほころばせ、コーヒーの準備をはじめた。

　ドリップポット、サーバー、ドリッパーと、こだわりを持って揃そろえているように見受けられる。コーヒー豆の袋ふくろを見せてもらうと、道どう玄げん坂ざかの喫きつ茶さ店てん名が入っていた。

「好きなんですね」

「コーヒーを淹いれるの、仕事の気分転てん換かんになるし、好きなんです」

「おれは朝飲むくらいかな」

「挽ひき豆？」

「はい、コーヒーメーカーで。こんなふうには淹れたことないです」

　ペーパードリップでコーヒーを淹れる千尋の動きはとても優ゆう雅がだ。がちゃがちゃと騒さわがしい日常とは違う、穏おだやかな時間が今ここには流れている。

　ドリップポットの湯を注ぎ、豆が蒸むれるのを待ち、ペーパーフィルターでゆっくりと濾こされた雫しずくがサーバーに落ちる間に、千尋が扱う石の話をしてくれた。

「さっきの話の続き。僕は半貴石のクラックもインクルージョンも、石が持ってる表情で、個性だと思ってて、そのいびつさゆえに予想外の光が生まれるから美しいんだって……あ、クラックは罅ひびや割れのことで、インクルージョンは気き泡ほうとか、虫が入ってるのもあるけど。『濁にごってる石は美しくない、無価値だ』とかどこかの偉えらい人に言われると、僕が丹たん念ねんに綺麗に磨いてあげて、その石にいちばん似合うカットを施ほどこして、みんなが振ふり返るくらいに輝かがやかせてやりたいなって、がぜんやる気が出るんだよね」

　石についてというより、なんだかもっと、たとえば心や命があるものについて千尋が語っているように映る。穏やかな口調なのに、発する言葉に強い力を感じて揺ゆさ振られるような。

「あぁ……説明しすぎはいけないと言いつつ、だらだら語ってしまった。もうこれくらいにして、話を戻もどします。ルリがきのうあなたにあげたリングを、さっきの……無理やり僕が押しつけてしまったお裁縫のお礼として受け取っていただけませんか？」

　千尋は柔にゆう和わな空気をまとっていて、押しつける言い方をしていない。きっともう一度怜衣が「大切につくられたものなら、ますます受け取れません」と固辞すれば、彼はそれも了りよう解かいしてくれるだろう。

　何も言い返せずに、怜衣は沈ちん黙もくした。

　サーバーのコーヒーをマグカップに注ぎ、千尋が「どうぞ」と手渡してくれる。怜衣はぺこりと会え釈しやくしてそれを受け取った。

　──金持ちとの価値観の違いかと思ったけど、そうじゃなかったんだな……。

　勝手な思い込みで「返さなきゃ！」と考えてしまったけれど、千尋の話を受けとめてしっくりきたのもあるし、子どもから貰もらったものを返すなんてできない。

「リング、やっぱりいただきます」

　悩なやんで出した答えに、千尋は嬉うれしそうに頷うなずいてくれた。

「よかった。ルリはきのうの数時間でとてもきみのことを気に入ったみたいで。寝ねかしつけのときもきみのことばかり話してました。手の甲こうに描かかれていた、あのマークを笑った話とか」

「うちの社長がいたずらしてくるんです。でもあれのおかげで、ルリちゃんがすぐにうちとけてくれたから」

　怜衣はポケットに隠かくしておいたリングを取り出した。濃こいピンク色の子どもサイズのリングだ。あらためてお礼を伝えようと、怜衣は彼と目を合わせた。

「これ……ありがとうございます」

「きみの姪めいっ子ちゃんが、気に入ってくれるといいな」

　受け取れないと返しにきておいてやっぱり持って帰るなんてかなり格好悪いけれど、もう謝ってはいけないと思うから、怜衣はリングを封ふう筒とうに戻してポケットに入れ「コーヒーも、いただきます」と微笑ほほえんだ。千尋も「コーヒーのおかわりが欲しいときは言って」と返してくれる。

「でも……いいのかな。だいぶアンバランスな交こう換かんだと思うんですけど。高遠さんのリングと、五分ですむお裁さい縫ほうって」

　すると千尋は「はは」と短く笑った。

「きみ、なんか最初の印象と違ちがってほんとにまじめだね」

　最初の印象、と言われるとひたいに汗あせが滲にじむ心地ここちだ。あの突とつ撃げきをこんなふうに千尋に弄いじられるとは思っていなかったけれど、今や彼にとってそんな扱いにできる程度の、過去のできごとになっている証しよう拠こなのかもしれない。怜衣がもう、別れた元カレのことを思い出に昇しよう華かしてしまっているのと同じように。

　怜衣が気まずさいっぱいで目を上げると、千尋は楽しげに笑えみを浮かべた。

「じゃあ、得意だっていうごはんでも作ってください、ってお願いしたらやってくれるの？」

　千尋から提示された予想外の交換条件に、目の前がちかちかする。内容が、というより、不等号の向きがはっきりとした立場を利用する発言はしないだろうと思っていたし、他人を家に入れない、とルリから聞いたからだ。

「えっ、あ、……そんなことでよければ」

　驚おどろきはしたものの、それでいいなら、とも考えた。

　すると千尋は「ごめん」と困った顔で苦く笑しようする。

「今のは冗じよう談だんです。驚かせたよね。リングを条件に、言えばなんでもしてくれそうなんて……そういう危あやうさにつけ込む人間だっているんだから、変な人には用心しなさいね」

　さらりと躱かわされた上に、なんだか心配されてしまった。

　どきっとしたのに冗談だとすぐさま拒きよ否ひされて、こっちはちょっと本気だったからこっぴどくふられた気分だ。

　無言になっていると、どうかしたのかと千尋に目で問われた。

「高遠さんは……さっきみたいな冗談言いそうにないなって印象だし、さっきルリちゃんと裁縫の話をしたときに『お手伝いさんはいない』って聞いたんで、そういうサービスを利用しないポリシーなのかなって……」

『もうおうちには誰だれも入れない』とまで千尋が言っていると知ったことにはふれず、言葉を濁す。

　すると千尋は「あぁ……」とわずかに表情を暗くした。

「じつは、以前来てもらってたお手伝いさんに家の中のものを……。ちゃんとした専門のところから紹しよう介かいしてもらったのに、そういうことで疲ひ弊へいするのはもういやだなって。それ以降、なんだか、人を信用できなくなって」

　千尋は言こと葉ば尻じりを濁したけれど、家の中のものを盗ぬすまれた、というようなことだろう。

　貴重品には家主が鍵かぎでもつけてしっかり管理してろと論点を曲げる人もいるけれど、雇やとい主がそういうリスクを積極的に回かい避ひする必要があるなら、家事代行関連のビジネスは成り立たない。

　サービス提供者との信しん頼らい関係が要かなめであって、雇い主が警けい戒かいし続けなければならないなんてむしろストレスがたまるだけ、サービス事業じゃなくなる──と神薙が話していたし、怜衣もそう思う。

「それは……なんというか、運が悪かったですね……」

「ルリもいるし、何かあってからじゃ遅おそいし怖こわい、と思う」

　たしかにいやな目に遭あうと、いろいろと悪いほうに考えてしまうかもしれない。

「でもさっきも言ったけど、きみはわざわざリングを返しに来たり、ほら、そうやって、ルリがなんの気なしに話してしまったことをきちんと報告してくれたり、噓うそがつけないまじめな人なんだろうなって思ったから」

　怜衣が室内に入ることを許したのは、ただ急場を凌しのぐためだけではなくて、信用してくれたのだというのは伝わった。

　そうこうしているうちに、ルリが歯は磨みがきを終えてリビングに戻ってきた。

「パパ、仕上げ磨き」

「はいはい」

　いつもそうしているのか、千尋がＬ字ソファーのカドの辺りで胡坐あぐらをかき、そこにルリが仰あお向むけで頭をのせる体勢になる。フッ素配合のスプレーを仕上げ磨き用の歯ブラシにかけると、ルリが「あーん」と口を開けた。そこまでの流れに淀よどみはなく。決められたふたりの生活リズムを垣かい間ま見みて、親子の姿が微笑ましいなと思う。

「うちの姪も、そのフッ素配合の、同じの使ってます」

「これ、もうそろそろやめてもいいかなって思ってたら、歯医者さんから小学生になってもできるだけ続けてください、って」

「えっ、そうなんですか？」

「乳歯の虫歯は親の責任、だなんて言われたら、やるしかないよね」

　千尋は楽しげに笑っている。

　それから、ルリが就しゆう寝しんするタイミングで怜衣も帰ることにした。

　玄げん関かんのところまでふたりが見送ってくれて、怜衣は靴くつを履はいてふたりと向き合った。

「怜衣くん、あしたも来るんでしょ？」

　ルリは、きのうも今日も来たからあしたも、と考えてしまったらしい。

　ルリの無む邪じや気きな質問になんと返したらいいか千尋のほうを窺うかがうのに、彼はただ黙だまって怜衣の顔を見つめている。

「えー……と、そういう、契けい約やくじゃない……んだよね」

　頭ごなしに否定するのはかわいそうで、もぞもぞと答えた。

　それに、もうここを訪ねた用件はすんだのだから、今度こそ、この親子に会うのは最後かもしれない。

　するとルリが千尋の手を摑つかんで「だって怜衣くんはおうちに来てもいい人なんでしょ？」と訊きいている。おそらく、千尋が『もうおうちには誰も入れない』と宣言しているのを踏ふまえての質問だ。辻つじ褄つまが合わないところを突つかれて、千尋も答えに困っているように見えた。

　きのう今日のことは急場の対処で、もともと千尋はそういうつもりじゃないのだろうし、怜衣がルリを加勢する発言をすれば、まるで押しかけ営業みたいになってしまう。

「怜衣くんの得意なクリームシチューとオムレツ、食べたいもん」

　ルリが小さな声でそう言うと、千尋は「いつもこんなわがまま言わないのに」と困り顔だ。

　千尋がこちらへ向いたので、怜衣は言葉を待った。

「怜衣くん……またきみに来てほしいときは、よろず屋さんにお願いすればいいのかな」

　目を合わせて千尋にはっきりと名前で呼ばれ、きみに来てほしいと言われて、二重にどきっとする。ふたりで話していたときは「きみ」や「あなた」としか呼ばれていないから、不意打ちの名前呼びに過か剰じようなほど反応してしまう。

　──なんか、妙みように雰ふん囲い気きあるんだよな、この人。

　神薙にがさつな口調で呼ばれるときの「怜衣！」も、からかう気満々な「れーい」もなんとも思わないのに。おかしなことになっている自分の胸を撫なでて落ち着かせる。

「……えと、うちのスタッフそれぞれに得意分野があって、たとえば庭木の剪せん定ていとかだったら別の人間が来ますけど……。ルリちゃんが食べたいメニューを作るってだけなら──あ……」

　怜衣が目を大きくしたので、千尋が「何？」という顔をしている。

「あのっ、やっぱり、さっきの件のお礼をちゃんとさせてください。ルリちゃんが好きなごはん作ります」

　ルリの前なので「さっきの件」とごまかしたけれど、簡単な裁縫くらいでは不ふ釣つり合いなリングのことだと千尋には伝わるはずだ。

「わぁ、怜衣くん来てくれるのっ？」

　しばし考えていたものの、ルリを見下ろす千尋は仕方ないなという表情だ。

　それから千尋が怜衣に向かって一歩踏み出すのを、怜衣は茫ぼう然ぜんと目で追って──千尋の動きで生まれた風がふわりと頰ほおを撫でた、と思ったら、耳元で内ない緒しよ話ばなしを囁ささやかれた。

「……それでもう、怜衣くんがすっきりするなら」

　ルリに聞こえないように、との配はい慮りよだと頭では分かるのに、心臓がきゅっと縮んだ心地になる。

　どこかにふれられたわけではない。千尋のふいの動きで生まれた風を感じただけだ。

　でもその一いつ瞬しゆんで、なんだか皮ひ膚ふが緊きん張ちようしている。目の前がちかちかしてしまう。この人と話すと、ときどきこうなるのを自覚する。

　千尋はもうルリの横に戻もどっていて、「ごはん作ってもらえるなら、ルリも僕も、嬉うれしいです」と屈くつ託たくなく笑った。

　──こ、この人、無邪気にたらして、自覚してないタイプ……？

「じゃあ……あの、よろしくお願いします」

　このときには、因いん縁ねんの再会だったことを綺き麗れいさっぱり忘れていた。
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　クリームシチューとオムレツ。怜衣にとっては、普ふ通つうならしない組み合わせだ。

　高遠家と交かわした約束は週末の土曜日、つまりあしたの夕飯。怜衣は『万よろず屋やかんなぎ』事務所の自分のデスクで、それに必要な買い物メモを作成している。

　リングを千尋に返すことを神薙には相談せず再度会いに行ってしまった上、プライベートとはいえ食事を作る約束をしたので、事後報告しておいた。

　もともと千尋は『万屋かんなぎ』に仕事をお願いしてきた依い頼らい人。よろず屋を通さず個人的に契約を結ぶ目的で後日接せつ触しよくするのは禁じられている。そういった違い反はん行こう為いではないという証明のために、先に神薙に話をしておいたのだ。

「真知はクリームシチューっておかず？　それともスープっていう位置づけ？」

　怜衣の問いかけに、隣となりの席に座る真知の明るめのアッシュブラウンヘアーがごそりと動く。

　真知は長めの前まえ髪がみをぐしゃりとかき上げると、気だるげに怜衣のほうへ目を遣やった。

　ちなみに真知はきのう咽いん頭とう炎えんから『万屋かんなぎ』に復帰したばかり。同じ日に加か湿しつ空気清せい浄じよう機きが事務所に設置された。

「……あれをスープって思ってる人もいるんスか。肉入ってるのに？」

「豚とん汁じるにも入ってんじゃん、肉が。でも豚汁は豪ごう華かなみそ汁ってかんじじゃない？」

　ふたりからちょっと離はなれた位置のソファーに座ってスマホを弄っている神薙が「ぶっ」と笑ったがスルーする。

「あー、豚汁……。でもクリームシチューはどろどろしてて、ごくごく飲めないし」

「真知のはとろとろじゃなくてどろどろなんだ。じゃがいも多すぎか煮に込こみすぎなんじゃね？」

「そこはどうでもいいでしょ。じゃあスープカテゴリーの人は、シチューとは別にどんなおかずを用意すんのかな……」

　真知のつぶやきを受けて、さっそくネットで調べてみる。

　エビフライ、ムニエル、ハンバーグなど、洋食系のものとの組み合わせが多いらしい。

「クリームシチューがスープなら、オムレツをボリューミーにすればいいってことかぁ……」

「……子どもが好きそうなメニューっスね」

「子どものために作るんだ。……あ、おれの、じゃないよ？」

　真知は「そんなの当たり前でしょ」と苦く笑しようする。

　ここではゲイだとカミングアウトしているので、怜衣に対して変な配慮も遠慮もない。だからこんなふうに普通につっこまれるのも楽しいし、居い心地ごこちがいい。

　すると神薙が立ち上がりこちらへやってきて、事の真相についてオーバーな抑よく揚ようをつけて語りだした。

「おととしのクリスマスイブに別れた怜衣の元カレの浮うわ気き相手の女、あれ既き婚こん者だったんだと。その旦だん那ながうちに仕事を依頼してきて、怜衣と彼は運命の再会……！　夫ふう婦ふの間にはなんと子どもがいたらしい。離り婚こんして今は旦那がひとりで四歳の女の子を育ててる──ってことを知ったわけだ。で、その子のために怜衣が手料理をふるまうことになった、と」

　真知は「まじスか」というような目で怜衣を見てきた。当時よろず屋のスタッフではなかった真知も『クリスマスイブの悲劇』について伝聞で知っている。

「……なんだよ」

「運命、ね……」

　真知がそこだけ繰くり返したものだから、怜衣はついむきになって「運命じゃなくて因縁！」と訂てい正せいして続けた。

「子どもがいる人と浮気してた……って知って、クソな思い出をさらにドブにぶち込んだみたいな、最悪な気分になった。もうべつに元カレのことはなんとも思ってないけどさ、当時、相手の素す性じようを知ってたならほんとに最低だなって。もちろんその女のほうも。どんな理由があろうと、子どもがいたなら同情の余地なんて一ミリもない」

「……で、え？　その人らの子どもに、怜衣くんがクリームシチューとオムレツを作ってやるって話になった意味が分からない……」

　どうしてそんな流れになったのか皆かい目もく見当もつかないのは当然だ。

　貰もらったリングは、きのう姪めいのところに持って行った。本物のジュエリーをはじめてプレゼントされた姪は眸ひとみを大きくして喜んで、今朝はそれを保育園につけていくとだいぶわがままを言ったと報告があった。

　ここ二、三日の間に起こったことを怜衣が搔かい摘つまんで説明したけれど、真知はそれでも納なつ得とくいかなげにしている。

　だから怜衣は再び、「なんだよ」と眉み間けんを狭せばめた。真知は意味深な顔つきだ。

「……その人、ちょっとイイ男だったりします？」

　問いに目を瞬またたかせる怜衣を見つめて真知はしばらく無言だったものの、顔を正面に戻して薄うすくにやりとした。

「分かりやすすぎ」

「や、べつにその人がイイ男だからとかじゃなくて」

　イケメンパパの気を惹ひこうとしているとか、子どもに取り入る作戦だとか歪わい曲きよくされてはたまらない。

　再会したときの経けい緯いやその翌日にあったことを神薙にはすべて話したので、神薙は「やたら雰囲気ある、大人の男らしいよ」とにやにやしている。怜衣が年上のノンケに惹かれやすい傾けい向こうだと知っている真知に「あー……」なんて納得したとばかりに相あい槌づちを打たれて、怜衣は「ちょっと！」と非難の声を上げた。

「まぁ、それだけってわけじゃないんでしょうけど……ね」

　真知の声からしても含ふくみのある返しだ。「で、その人、何歳ですか？」などと質問を重ねられ、怜衣は口をむぐむぐさせながら「三十」と答えた。

「何それ……フラグ立ちまくってんじゃないスか」

「立ってないー」

「バツイチの三十歳でジュエリーデザイナー……なんかエロそう」

　一瞬、怜衣の首筋にふれた冷たい指先とか、内ない緒しよ話ばなしのことを頭の隅すみで思い出してしまう。でもそういう細かいエピソードは神薙にも話していない。

「違ちがうし、そんな人じゃないし。真知おまえぜんぜん納得してないだろ。さっき話したとおり、おれはリングのお礼をちゃんと何かすべきだと思って」

　すると横から神薙がちゃちゃを入れてくる。

「胃い袋ぶくろ摑つかむ作戦なんてベタでかわいいことするよな。あっちも本気で避さけたいならそうするだろうに。『お礼だから』って筋は通ってるように見えて、抗あらがえない運命的なものとか、互たがいの引力が働いてる気がする……って、真知は言いたいんだよな？」

　怜衣に比べると口数が少ない真知の気持ちを代弁した神薙に対し、真知からの反論なしでその意見を肯こう定ていされる。

「運命じゃなくて、因縁だってば」

　怜衣がそこを強く否定すると、すっかり環かん境きように毒されている真知は「怜衣くん、いいかげんノンケはやめといたほうがいいんじゃないの」とノンケというよりゲイ友みたいな物言いだ。

「やめとくも何も、始める気だってないし！」

　真知には「そのセリフ覚えときます」と軽くあしらわれた。







　その日の帰り、『万屋かんなぎ』の向かいの百均でクッキー型を選び、レジに向かうときたまたま見つけた旗付きの楊よう枝じも買い物カゴに入れる。星と花のクッキー型は根菜の型抜ぬき用で、旗はオムレツに立てるためだ。

「普通はオムライスに旗立てるもんだよな……まいっか」

　さっき事務所を出るときみんなに見送られ、神薙には「新しい彼女がいないか、先にちゃんと確かく認にんしとけよ」とからかわれた。

　──すぐそっちの方向にねじ曲げて解かい釈しやくするんだから。

　しかし神薙に言われるまで怜衣自身、現在の恋こい人びとの有う無むについて考えもしなかった。

　千尋に「娘むすめとふたりでしあわせだと思ってる」と言われたから無意識にフリー設定にしていたが、再さい婚こんしていない・今のところするつもりがないだけで彼女はいる、という可能性はある。

「もし彼女がいたら『知らない間に他人がキッチンを使った』って察知されて揉もめ事の種になりかねないよな……」

　ベテランスタッフの崑によると、綺き麗れいに並べられた調味料の位置や、食器の重ね方や置き方で、女性は『他人の痕こん跡せき』を鋭するどく見破ることができるらしい。

「人のしあわせは壊こわしちゃいけない」

　戒いましめを呟つぶやいてはっとした。違う、と小さく首を振ふる。

　──狙ねらってるわけじゃなくて、よけいな波風を立てちゃいけないってこと。

　怜衣はレジの手前で「デザートも作ろ」とゼラチンの箱を手に取った。







　翌日の夕方、無加水鍋なべの箱をかかえ、昨晩百均で仕入れたグッズをリュックに背負ってバスに乗った。千尋の家近くのスーパー付近で下車し、そこで食材を調達して向かう。

　自宅を訪ねると保育園から戻もどっていたルリが元気に出で迎むかえてくれた。

「ルリちゃんがくれたリング、姪っ子がすごく喜んで『保育園につけていく！』ってわがまま言うくらい気に入ったみたいだよ」

「ほんとっ？」

　それほど気に入ったと報告されて、ルリもとても嬉うれしそうだ。

　ルリのこんな笑え顔がおを見れば、返さずに受け取ってよかったな、とつくづく思う。

　玄げん関かん口でそんな話をしていたら、千尋がようやく現れた。

「あぁ、いらっしゃい。お出迎えが遅おそくなりました」

　千尋は先日と同じような、いかにも作業してました、という格好だ。再会したときのドレッシーな装よそおいの彼はどこへ行ってしまったのだろう、と首を傾かしげたくなるほど真逆のイメージだけど、怜衣からするとこっちの彼のほうが親近感が湧わく。

　エプロンも手も粉だらけで千尋がルリに「スリッパ出してあげて」と指示を出し、「はい、どうぞ」とルリが上がり框がまちに揃そろえて置いてくれた。

「え？　鍋持参？」

「ルリちゃんに『これで作るとおいしいよ』って話をしたので。無加水鍋」

「フランス製の、よく見るやつと違うね。保育園のママたちが話してる『半年待ち』の鍋かな」

「ああ、それかもです。日本製ので」

「へぇ……そういうの使って作ってあげてるなんてすごいね」

　──これは『彼氏に』という言葉が入っていそうな。

　今しかない、と思って、先にルリがリビングに入っていくのを見ながら、千尋の肘ひじの辺りの服を摑つかんだ。

「あ、あのっ……、高遠さん、その……今、彼女さんとかいるのかなって」

「えっ？」

　千尋が見たことないほどびっくりした顔をしている。

　今の言い方では、自分がその座を狙っている者の発言として受け取られかねない。

「あーっ、ちが、違う、言い方おかしかった。いや、だからその、高遠さんに今つきあってる彼女がいて、おれがキッチンとか勝手に使ったりしたら変に誤解されないかなって。ほんと今いま更さらの確認なんですけど。決して深い意味はなく」

　懸けん命めいに言えば言うほど自分が意識している気がして、耳まで熱くなって、今きっと赤くなっているに違いない。

「……キッチン使ったって分かるの？」

「あぁっ、すみません。やっぱり、そっか、そうだよな。まずいかな」

　言いながらちょっと胸がずきっとする。出会いから今の今だって、千尋に迷めい惑わくをかける行動しかしていない気がする──という意味でも。

「あ、あぁ、彼女はいないけど。食事のあとで片付けるのに、キッチン使ったってどうして分かるの、って意味で」

「えっ、いないんですか？」

「いないよ。こんないつ見てもエプロンにマスクに髪ぼさぼさで、いるように見える？」

　──いない。いないんだ。

　落ちたり上がったりして忙せわしない。

　そりゃあ、今は作業中だっただろうからぼさぼさは否定しないけれど、再会した日などそれこそ映画祭にいる俳優みたいだった。彼女がいるように見えるか見えないかと問われたら、こんなステータスの光るイイ男を放っておく女性はいないだろうな、と思う。千尋のほうがそれを受け入れていないかも、となんとなく感じるのは、まだ幼いルリの存在に加え、「ふたりでしあわせ」とはっきり聞いたからだ。

「高遠さんはすごく、あの……かっこいいし、『コーエン・チヒロ』のデザイナーなんて無敵のプレミアムついちゃって、お誘さそいを躱かわすのもたいへんなんじゃないかなって」

　千尋は「ぷっ」と笑って、「かっこいいなんて、ルリでも言ってくれない」と返された。

「比ひ較かく的てき身近な園のママさんたちとも、仕事の話はしたことないよ。うちは有名なジュエリーブランドさんには遠く及およばなくて、そもそも日本で認知度低いからね」

　ネットでの反応を見た限り、おしゃれな女性たちの間ではすでに有名な様子だったのに、千尋の口ぶりからして謙けん遜そんではなく本当にそう思っているようだ。

「あ……話が逸それちゃいましたけど、食事のあとで片付けるのにキッチン使ったってどうして分かるのか、っていう高遠さんの疑問……」

　キッチンに残る形跡についての受け売りを千尋に説明すると、千尋は「あぁ、なるほど」と軽く納なつ得とくしただけで、怜衣をリビングに誘ゆう導どうしてくれた。

　仕事で粉だらけの服を着き替がえてリビングに戻ってきた千尋が、キッチンを案内してくれる。

「キッチンツールはこの辺とこの辺。調味料も好きなだけ動かしてどうぞ。誰だれにも怒おこられないから」

　さっきは興味なさそうだったのに、彼女がいたらうんぬんの話をこのタイミングで弄いじられて、ぶっと噴ふき出してしまった。千尋も笑っている。

「傍そばにいるから、分からないことあったら訊きいてください」

　備え付けの収納棚だなや抽斗ひきだしを適当に開けて見せてくれたあと、「簡単なお手伝いだったらできると思う」と、傍というより隣となりに立たれてしまった。

「い、いや、今日はお礼をするために来たので、高遠さんはどうぞルリちゃんとゆっくり……」

「ルリも見たい～！」

　そしてなぜかキッチンに全員集合。三人立っても充じゆう分ぶん広いけれど、そういう問題じゃない。

「あ、あのですね、普ふ段だんおれは自分のごはんくらいしか作らないから、料理してる姿とかこんな間近で見られるの慣れてなくて、緊きん張ちようするんで……」

　怜衣がやんわりお断りすると、では、と高遠親子はコの字形のペニンシュラキッチンを出ていき、キッチンの前のダイニングテーブルに着席した。その位置からふたりに見守られる状態になることを怜衣も笑って諦あきらめる。

「え……と、今日はルリちゃんのリクエストにお応こたえして、クリームシチューとオムレツを作ろうと思います。クリームシチューは市し販はんルーを使わないよ」

「市販ルー使わないで、どうやって作るの？」

　訊いてきたのは千尋だ。

「基本は小麦粉とバターです。安くすむ上に簡単でおいしいので、クリームシチューのときは市販ルーを買いません。今日は牛乳だけじゃなく生クリームをたそうかなと。レストランで食べるような、もっとすごいの作ってみせたいところだけど、急に背せ伸のびしても失敗するから比較的手慣れたやつで」

　怜衣の説明にルリが「楽しみ～。怜衣くん、がんばって！」とにこにこ顔で声せい援えんをくれる。

　無加水鍋の練習をかねて、似た食材でできるビーフシチューを自宅で一度作ってみた。ルーが違ちがうだけであとは一いつ緒しよだから失敗しないはず。

　オムレツは挽ひき肉とコーンやじゃがいもなど、子どもが好きそうな具材をたっぷりめに、風味をよくするためにナツメグをプラスするのがポイントだ。

「──あ、高遠さん」

　サラダボウルを出してもらおうと呼んで顔を上げたら、ルリのほうが元気よく「はいっ」と右手を挙げて立っている。

「ルリも高遠さんだよ」

「そうだ。ルリちゃんも高遠さん、だよね」

「急にごめん。『高遠さん』とか『ルリさん』って呼ばれると、おねえさん気分が盛り上がるみたいで。最近のお気に入りなんだ」

　千尋のフォローを聞けば微笑ほほえましく思う。

「パパは『怜衣くん』って呼んでるんだし、怜衣くんはパパのこと『千尋くん』って呼べばルリと間違わないんじゃない？」

　子どもの突とつ拍ぴよう子しもない提案とドヤ顔。怜衣は噴き出すのをこらえるのに必死だ。千尋のことを怜衣が『くん』付けで呼ぶなんて斬ざん新しんすぎる。

「じゃあ、パパは怜衣くんに『千尋さん』って呼んでもらおうかな」

　千尋の助け船にほっとしつつ、彼を名前で呼んでいいのかとどきりとした。

　ふたりがわくわく顔で、怜衣に名前で呼ばれるのを待っている。

　怜衣が「ルリさん」と呼べばルリが再び声高らかに「はいっ！」と手を挙げ、それから少し緊張しながら「千尋さん」と呼べば、千尋が控ひかえめに右手を挙げて「はい」と返事をしてくれた。千尋はルリにつきあってそんな子どもっぽい行動をした自分にじわっと照れたようで、口元を手の甲こうで隠かくしてちょっと笑っている。

「なんっ……もう、ふたりともかわいすぎ……」

　サラダボウルを出してもらう最初の目的を、スコン、と忘れてしまうくらいだった。　>>>♥

　シチューやサラダに入れるにんじんやきゅうりを、持参した型抜ぬきでかわいく装そう飾しよくする。シチューの下準備を先にすませて、ロメインレタス、ミニトマト、きゅうり、セロリ、アボカドを子どもでも食べやすいようにダイス状に切り、チョップドサラダを作って冷蔵庫へ。予定にはなかったゼラチンとレモンヨーグルトと生クリームを使ったデザートも。冷やし固めるのに少し時間が必要だからそれを先に終わらせた。

　小麦粉とバターを使って小こ鍋なべでルーを作り、シチューの具材を無加水鍋で煮に込こむ間にオムレツの下準備を始める。

　ルリがトイレに立ったあと、じゃがいもをカットしながら「仲良し親子ですね」と千尋に声をかけると、ややあってから彼は少し複雑そうに笑った。その表情に、おや？　と不思議に思う。

「怜衣くんがいるときのほうが、うまくいってる気がする」

　千尋の予想外の言葉に、怜衣は「え？」と目を瞬またたかせた。

　千尋が複雑な表情で小さく頷うなずく。

「ふたりきりだと会話が少なくて、僕はうちで仕事をしてるから日中はあまり寄りついてこないしね。日ひ頃ごろほとんど相手できないくせに、顔を合わせると、つい『ナニナニしなさい』とか『しちゃだめ』とか、そんな厳しいことばっかり言いたくなって……。うちにママがいないぶんも、ちゃんとした大人に育てなきゃ、って考えちゃうから、人一倍口うるさいだろうなって自分で思うよ」

　千尋は切なげにそう呟つぶやいて、怜衣と目が合うと苦笑いした。

　ルリが何度か怜衣に見せた浮うかない表情を思い出し、なんとなく合が点てんする。ルリは、パパは忙いそがしいから「あんまり遊べないの。いつも『あとでね』って言われる」とさみしそうだった。

　野菜たっぷりのスープにしなさい、とか、九時になったから早く寝ねなさい、とか、今忙しいからあとで、とか親は大人としての気持ちと都合ばかり押しつけてしまいがちだ。高遠親子と関かかわってまだ数回しか会っていないけれど、そういう場面に何度か遭そう遇ぐうした。

　だからといってそれが特別ひどいわけじゃなくて、よく見る親子関係に映ったし、千尋のそれはどんな親でも抱いだいている悩なやみに感じた。

　千尋はとくに『うちにはママがいないから』と、そこを気にしている節がある。

「おれの姉夫ふう婦ふは二年近く別居してるんですけど、姉も『パパがいないぶん、って気負ってしまう』って言ってます。大切に思えば思うほど、そうなっちゃうって」

　そうするうちに、小さな子どもであろうと親に気を遣つかって、ママが困ることは言わないようになるらしい。

「ルリ、いろいろ我が慢まんしてるんだろうな……。だから怜衣くんにここぞとばかりにわがままを……。なんか、巻き込んじゃってごめん」

「いえ……」

　ほんのいっとき、たとえば今日のことのようにルリが少しだけ本音を言えて、それを千尋が受け入れて、ふたりの関係がなだらかになるならいいなと思う。ルリは今だって嬉うれしそうにしていたから、悪い傾けい向こうじゃないはずだ。

　──こういう機会、この先もあるかな……。

　でも「またきみに来てほしいときは、よろず屋さんにお願いすればいいのかな」と言われただけで、次の約束があるわけじゃない。今日はあくまでも、いただいてしまったリングのお礼だ。

　胸がしゅんとする。そもそも次を約束するような間あいだ柄がらじゃない。ここに来ることがあったとしたら、最初の日みたいに千尋にやむにやまれぬ用件ができて、とかだろう。

「あと三、四十分くらいでできます」

　怜衣が声をかけると、それまでどこを見るともなくぼんやりしていた千尋がはっと顔を上げて、こちらに向かってにこりと頷いた。

　クリームシチューがとろとろになる時間に合わせてオムレツを焼き、ルリに見守られながら皿に盛った。綺き麗れいな半月ができて持参した旗を立てれば、ルリのテンションは最高潮だ。ふたりからものすごい勢いの拍はく手しゆ喝かつ采さいを受け、怜衣は胸を撫なで下ろした。

「すごぉーい、お月様みたーい！」

「トマトソースはルリちゃんがきらいかなって思ったので、ビーフシチューのソース持ってきました。きのう作って冷れい凍とうしておいたやつ」

　ルリが「わーい！」と両手を挙げると、千尋が「え？　トマトソースきらい？」と目を丸くしている。ルリはそれを千尋に言っていなかったようで、しまった、という顔をした。

「あ、どっちかといえば、茶色のソースが好きって言ってたよね」

　ルリは気まずそうにしていて、怜衣のフォローに頷かない。知らなかった千尋は千尋で、複雑そうだ。

「ルリ、トマトきらい？」

　千尋の問いに、ルリは目を逸そらして「きらいじゃない」と答える。それは噓うそじゃない。ルリは煮たトマトが好きじゃないのだ。

　怜衣がへたに横から口を出せば、ふたりのどちらも気まずさが倍増しそうで黙だまるしかない。

　しかしいっきに妙みような空気になってしまい、怜衣のほうが慌あわてる。

　この機会を逃のがしたら、またふたりは言いたいことを言えないまま、すれ違ってしまう気がした。

「ルリちゃん、パパ怒おこんないから、言ってみ？」

　怜衣がそう応援して頷いてみせると、ルリがちらりと千尋を窺うかがって口を開く。

「……トマトの煮たのが、好きじゃないの」

「……煮たの？　トマトソースも？　え、じゃあスープとかも？」

「すっぱい味しかしないもん」

「え、我慢して飲んでた？」

「だって……パパが」

　千尋が今にも「じゃあそう言ってくれたらいいのに」と返しそうだから、怜衣が「ほら、パパ怒んなかっただろ～」と割り込んで、にこにこ～と笑ってみせる。

　千尋も察したのか、口元を若じやつ干かん引き攣つらせながら「そうか」と一緒に笑ってくれたからセーフだ。

「あ、えっと、千尋さん、ちょっと手伝っていただいてもいいですか！　ルリちゃんはスプーンとか出してくれる？」

　千尋を無理やり呼びつけて、ふたりを引き離はなすことに成功した。親子であろうと、しばし冷れい却きやく時間を置く措そ置ちも必要だ。

「気を遣わせて、ごめん」

　キッチンに入ったとたん、千尋に謝られて、「いえっ」と小さく返す。

「ルリちゃん、パパがルリちゃんの健康のことを考えて野菜がたくさん入ったトマト味のを勧すすめるんだっていうのも知ってます。だから言えなかっただけです」

「……そう……」

　千尋はそれで半分くらい気持ちが軽くなったみたいだ。

「……僕も、今度から言い方に気をつけよう……。選せん択たくの余地すらない押しつけは、子どもにかわいそうだよね。分かっててもつい……やっちゃってる」

「大人になってようやく理解できることだってありますし」

　親の愛は得てしてそういうものだ。ルリみたいに今ちゃんと理解してくれるばかりじゃなく、いつか分かってくれると気長に待つしかないことだってある。

「今、きみがいてくれてよかった。ありがとう」

　そっと囁ささやかれた「ありがとう」とはにかみに、胸の芯しんの辺りがきゅうっとした。

　それからできた料理をテーブルに並べて、三人でいろいろ話しながら食べた。

　話題の中心はルリで、保育園の卒園児を送り出す際の歌や演奏する楽器のこと、贈おくる言葉についてとか。千尋は「ルリもあと一年で卒園して、小学生かぁ」と感かん慨がい深そうにしていた。

　リングのお礼という名目の料理は好評で、ふたりともクリームシチューもオムレツもチョップドサラダもおかわりしてくれた。デザートにこっそり準備していたレモンヨーグルトムースも「レアチーズケーキみたい」と喜んでくれてほっとする。

　いったんテーブルの上を片付け、ルリは最近嵌はまっているらしい『水をかけたら固まるビーズ』を使って何かつくりはじめた。

　食洗機では落とせないこびりつきがある食器だけ怜衣が手洗いし、その間に千尋が淹いれてくれたコーヒーを大人ふたり、テーブルに戻もどってからまったりした気分で啜すする。ルリはおもちゃに夢中だ。

　あらためて千尋から「おいしかったです。ありがとう」とお礼の言葉を伝えられた。

「ルリちゃんのリクエストが、クリームシチューとオムレツで助かりました」

　ルリのリクエストがなくても、結果的に今日みたいなメニューになっていたと思う。

　千尋は「ううん、ルーから手作りするなんて僕には考えられない」と微笑ほほえんでいる。

「この時季は作るのが簡単でいっぺんに栄養が取れる鍋になりがちだし、煮に込こみ料理っていうとカレー一択です。バリエーション少なくて、どうしても無理なときはケータリングや外食ですませたり。そういうのばっかりはよくないなって思うんだけど……おなかがすくのには勝てなくて」

　ルリくらいの子どもなら、食育が大事な時期だ。いろんな食材にふれて食べて、知るのは大切で、そこから会話を広げたり、食べ物のありがたみを感じたり、それを用意してくれた親に感謝したりする。

　親子で買い物をするのも大事だ。調理される前の色やかたちがぜんぜん違ちがうことを知り、季節の変化を五感で覚える。

　食事をする、水を飲む、そういう当たり前は決して当たり前じゃなく、愛と命が折り重なった上に日々が成り立つのだと、親が子に教える時間だ。

　でもそういうことは千尋だって分かっているはずで、自分の城を守りながら男手ひとつで子どもを育てるたいへんさを本当には知らない怜衣は、何か言う権利はないな、と思うから沈ちん黙もくする。

　他人の子育てについては何も言えないけれど、ふたりのために、あしたの夕飯は今日の分をリメイクできるように準備してきたのだと伝えることにする。

「シチューが残ってるので、あしたはこの買っておいたマカロニを四分くらい茹ゆでて、グラタン皿に盛って、ミックスチーズと粉チーズをかけてから、オリーブオイルをちょっと垂らして、二百五十度のオーブンで焼けばマカロニグラタンになります」

「グラタン～！」

　ルリはテンションを上げているが、千尋は「オーブン？」と眉み間けんを寄せている。料理に慣れていない男性に『オーブン使用』はハードルが高すぎるようだ。

「じゃあ、トースターはありますか？」

「ぽんって飛び出すタイプなら」

「あー……それだと無理か……。平置きできるやつなら五、六分焼けばＯＫなんだけど」

　ルリが無む邪じや気きに「また怜衣くんが来て作って！」と声を上げると、すかさず千尋が「こら、ルリ」とそれを制している。

「ぐつぐつなるまで電子レンジでチンすれば……。でも、おこげはできないかも」

　最終手段を提案すると、ルリが残念そうな顔をする。

「おこげのとこおいしかった……食べたい……」

　怜衣とはじめて会った日の夕飯に食べたドリアの端はしっこのおこげ部分に、眸ひとみをきらきらさせていたルリを思い出した。

　ついにルリがしゅんとなって、怜衣は「あー分かる分かる、おれもグラタンのそこのとこ超ちよう好きだし！」と雰ふん囲い気きを明るく変えようとがんばったものの、なかなか難しい。

「ルリ、誕生日だから」

「え？」

「来週のその次の、土曜日。五歳になるの。お誕生日会を早くしたら、来てくれる？」

　二週間前まえ倒だおしの提案に、千尋は「ルリ、また勝手なことを……」と困り果てた顔だ。

「ルリちゃん、誕生日なんですか？」

　するとルリが「三月四日！　ひなまつりの次の日！　ルリのお友だちはおうちでパーティーしたんだって」と目を大きくしながら主張してくる。

「ルリ、もうわがまま言わないの。怜衣くん、オーブンの使い方、ちょっと教えてくれる？」

　千尋がどうにかがんばる方向で話を進めるけれど、ルリは不満げだ。

　気のせいか涙なみだ目めで、ルリはソファーまでとぼとぼ歩き、ふてくされたようにごろんと寝ね転ころんでしまった。

　ルリの様子が気になって仕方ない怜衣に、千尋が小さく「今何か話しかけても無む駄だだから」と目配せしてくる。

　しょうがないのでふたりでキッチンへ向かい、電子レンジのオーブン機能の使い方をレクチャーした。

　余熱の設定や焼き方など付ふ箋せんにメモして、それを忘れないために電子レンジのドアのところにぺたりと貼はったところで、千尋が小さくため息をついている。

「……あの、おれ、ルリちゃんの誕生日に何か作って持ってきましょうか……？」

　怜衣の提案に千尋は「えっ」と驚おどろいて、「そういうわけには……。気を遣つかわせっぱなしでごめん」と苦笑いで謝られた。

「でも……あの年とし頃ごろの子どもにとって誕生日は特別なものだし。最近は部屋中を風船でいっぱいにするとか華はなやかな飾かざりつけして、手作りの料理を用意して、お友だちやママ友をたくさん呼んで、なかなか派手なかんじのお誕生日会が多いらしいです。さっきルリちゃんがパーティーって言ってたし。保育園で、お友だちのそういう話を聞いたのかもしれないですね」

　怜衣に指し摘てきされて、千尋もはっとした顔をする。

「どこかに食べに行って、ケーキを買って帰ればいいと思ってた」

　大人になると「おめでとう」の言葉を貰もらうだけで嬉うれしいものだが、生まれて五年ほどの子どもにとっては、とくに家族や友だちみんなに愛されていると全身で感じられる大切な一日だ。

「そうか……ルリの気持ちを考えてなかった……。いつもこんなふうになってしまう」

　千尋がしゅんとしている。落ち込ませるつもりはなかったけれど、申し出をさっくり断られてしまったから、怜衣としてはもうどうすることもできない。

　すると千尋がキッチンの陰かげに隠かくれるように屈かがんで怜衣を手招きした。

　怜衣も倣ならい、千尋の隣となりに身を屈めて「？」と目で問う。

「ルリ……ほんとはいつもこんなわがままじゃないんだよ」

「え……あ、はい」

　千尋がひそひそと話すので、何を言われるのかとどきどきしながら傍そばに寄ってしまう。

　いつもこんなわがまま言わないのに、と千尋はその前にも話していた。

「きみのこと、好きみたいで」

　うっかり近付きすぎて、はっとしたときにはすぐ目の前に千尋の顔が。

　どきんっと胸が軋きしんで、息がとまるかと思った。その胸の辺りのエプロンをきゅっと摑つかむ。

「……好き？」

「ルリに今朝、言われたんだよね。怜衣くんのことが好きだって」

「え、あ、好きって、いっても、いろいろ」

　つい、千尋のくちびるばかり見てしまう。

　頭では最初から、千尋の気持ちを伝えられているわけじゃない、と分かっているのに、どきどきしすぎて息苦しい。

「ちゃんと恋れん愛あい対象として、だよ」

「ルリちゃんと会ってまだ数日なのに？」

　世に溢あふれるフィクションの物語でもなかなか見ないくらいの急展開だ。

　すると千尋がため息みたいな笑いを漏もらした。

　間近で見る男前の笑え顔がおの破は壊かい力は相当なもの。しかも本人は無自覚ときている。

「何日もいらない。恋こいは一いつ瞬しゆんだっていうだろう」

　まじめな顔で説かれ、怜衣は妙みような緊きん張ちようで息を吞のんだ。

　──恋は一瞬……。

　目の前がちかちかとする。何か別のところで説得された気がする。

　当の千尋は怜衣の動どう揺ようなどまったく気付かない様子で、はぁ、と悩なやましげなため息をついた。

「そういうの、女の子は早熟なんだよね。近頃テレビ見ててルリが『かっこいい！』って反応するのもかなり年上の、二十代後半の男だし。言うことは大人顔負け、嫉しつ妬となんかもする」

「……嫉妬？」

「保育士さんから聞いた話。同じ園の男の子がルリを好きらしいんだけど、その男の子が別の女の子とお喋しやべりしてて、『ルリのこと好きって言ったくせに』って怒おこったんだって。他ほかの女の子と喋ってるのを見るのがいやだったから、もう彼のこときらい、って言ったとか」

「わ……わぁ……、なんていうか……」

　このところ恋愛干ばつ状態の自分より、よっぽど園児の恋愛のほうが盛さかんな気がする。

「つまりルリのわがままは、怜衣くんを好きだからで、会いたいから、なんだと思う」

「はぁ……」

　──そう言われて、こっちはどう返せば。この人、おれがゲイだってこと忘れてないかな。

　あんな衝しよう撃げき的な出会い方をして忘れるはずはないけれど、自分の愛まな娘むすめがゲイを好きだというのを、なんとも思わないのだろうか。

「な……んか、すみません。おれみたいなので」

「え？　どうして？」

「どうしてって……だから、その、……おれ、普ふ通つうじゃない……ゲイだし。不ふ名めい誉よな記き憶おくとして残ったらかわいそうなので、墓場までの秘密にしてあげてください」

　俯うつむけていた顔を上げると、千尋は目を瞬またたかせている。

　ややあってから、思い出した、という顔をしたから、怜衣は「ええっ？」と小さく悲鳴を上げた。

　──ちょっと忘れかけてたんだ、この人！

　これまでの千尋の怜衣に対するふるまいを振ふり返り、ぜんぶ何も考えていなかったことがはっきりと証明された。特別な感情など伴ともなわない行動と分かっていたけれど、同時にがっかりもする。

「でも、不名誉ってことはないでしょ。普通じゃない、って何」

　今度は怒られている気分だ。よく見ると実際、千尋はやや不ふ穏おんな空気を孕はらんでいる。

「ルリから見ても、きみは優やさしくてかっこよくて、素す敵てきな人なんだよ。僕は、ルリがきみのことを好きになったの分かる気がするし、普通じゃないなんて言っちゃいけない」

　さっきからずっとどきどきしっぱなし。

　千尋の言葉の気持ちいい部分だけを拾って、自分の都合のいいように解かい釈しやくしてしまいそうだ。

「だからって、ルリが好きになった人はゲイなんだよ、ってそういう伝え方もしないけど。それは人を好きになるのに関係ないからだ。隠すってことでもないしね」

　千尋の考えに納なつ得とくして、怜衣は緊張を抱かかえたままこくりと頷うなずいた。

　そこで安心したようににこりと笑う千尋の表情に、また胸がきゅううと収しゆう斂れんしてしまう。

　──や……っばい。やばいやばいやばい！

　会ってまだ数日なのに、と返した言葉が自分にそっくり返ってくる気がする。

　危機感でいっぱいになり、怜衣はそっと千尋から離はなれようとした。

「あの……おれ、そろそろ帰ります」

「えっ、もう？」

　そうやって無邪気に引きとめないでほしい。ルリのためだけかもしれない言葉に、千尋の気持ちがたぶんに添そえられているんじゃないかと期待してしまう。

「残りのシチューが入ったままだけど、無加水鍋なべは？」

「あ……それはなんか別の鍋にでも移して……」

　千尋の冷静な問いにがっかり感もひとしお、と思ったとき。

「また来てくれたら、いい……と思う」

「えっ？」

「それまでに、鍋を洗っておくから」

　千尋は困ったような表情で、控ひかえめに「今すぐ返さないとだめ？」と訊きいてきた。

　頭の中が一瞬で春のお花畑になってしまう。

『危機感』の文字は吹ふっ飛ばされ、遠く彼方かなたへ。

　話の流れからして次はもうないだろうと考えていたから、怜衣は啞あ然ぜんとしてしまい、何も言葉が出てこない。

「あしたのグラタンは僕ひとりでがんばってみるから……、二週間後のルリの誕生日によろず屋さんにお願いしたら、怜衣くん来てくれる？」

「う……えっ、や、あの、そういうのなくても来ます」

「だめだよ。こういうのはしっかり仕事として受けなきゃ。曖あい昧まいにするのよくない」

　光の速さで拒きよ否ひされた。くらっと目眩めまいを覚える。

　本来はビジネスでしか成り立たない関係なんだ、とびしっと線を引かれた気がした。

「よろず屋の社長さんにもそろそろ怒られるんじゃない？　お願いしてる内容は、お手伝いさんと同じなんだから。こっちはもともと、よろず屋さんのお客なんだし」

「……あ……はぁ……」

　たしかに。今回はお礼をするという名目があるけれど、こう何度も出入りするとなると、『万よろず屋やかんなぎ』的に「ルール違い反はんだ」と注意されるだろう。へたをすると高遠家への出入り禁止になってしまう。

「こういうのは、ちゃんとしようよ」

　お金で結ばれた関係は、それが切れれば縁えんも一いつ緒しよに切れるものだ。つまり、この人はそのほうが気楽なんだろうな、と思った。

　ついさっきまでどきどきしていた胸が、今度はずきずきと痛い。

　千尋は愛情表現がちょっと不器用なだけで、ルリを大切に想おもい、大事なひとり娘むすめとして心から愛している。人間不信で他人が家の中に入ることを遠ざけていた千尋が、今日だって怜衣の存在を受け入れてくれた。それだって娘のためだ。

　千尋の申し出に怜衣は「はい」と頷いた。

　ほんの少し胸がちくんとしたけれど、千尋とルリに会うのは今日で最後じゃないんだと考えると、それは素直に嬉しいと思ったのだった。
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　高遠家から『万屋かんなぎ』に、怜衣をご指名で「娘の誕生日会を盛り上げてほしい」との仕事の依い頼らいが入った。

　神薙は常つね日ひ頃ごろから「よろず屋はリピーター摑つかまえてナンボ」と唱えている。『コーエン・チヒロ』は神薙からすれば相当な上客だ。あそこに頼たのめばなんでも引き受けてくれる、と印象付けリピーターになってもらうために、二度目の依頼は犯罪行こう為いでなければ大たい抵ていのことに応じる。

　神薙も安全策は講じてくれるが、ぎりぎりなかんじの内容がなきにしもあらず。

　一度目は客側も様子見のつもりなのかごくごく普通の依頼がきて、やばいのは二度目にくる。そしてなぜか、怜衣が、そのやばい客を引き当てる確率が高い。

「女装をしたいので買い物につきあってほしい（女装見届けまで込み）」「とにかく隣となりの部屋にいてほしい（自じ慰い行為と察しても覗のぞき追つい及きゆう不可なので動けない）」など。

　中でも男性依頼者による「添い寝ねしてほしい」は最悪だった。危険回かい避ひのために真知が扉とびらのすぐ向こうにいる状態だったとはいえ、鼻息の荒あらいオッサンに添い寝だ。途と中ちゆうでギブアップして逃にげ出してしまった──ということもある。

　そういう訳が分からない依頼もまれにあるが。

　誕生日は特別、と自分が言ったのだから、その日は気合いたっぷりに腕うでによりをかけて、それらしいメニューを作るべきかなと思った。

「すごいなぁ、怜衣くん。それでクッキングレッスンにまで行くとは」

　ぼっちカラオケに四時間つきあう仕事（合いの手入り）を真知とふたりでこなした帰り、高遠家でのその後について話を振られたので、怜衣が近きん況きようを報告したのだ。

「レッスンっていっても一回だよ、たった一回」

　リングのお礼に高遠家で夕飯を作ったのが先週の土曜日。

　パーティー料理をレクチャーしてくれるという料理教室が水曜日に行われると知り、一回で終しゆう了りようの気軽さから受講してみた。必要なのはエプロン、あとは参加費のみ。作ったものをその場で食べるところまでのコースで、男性の参加者も意外と多かった。

「それもう、怜衣くん本気じゃん」

　街灯の明かりに照らされた真知が「手て遅おくれだ」とばかりに怜衣を見てくる。

「うん、本気でパーティー料理作るから」

「そういう話じゃなくて」

　真知の言わんとしていることは分かっている。

　怜衣も自分自身の気持ちに、ちゃんと向き合うべきかとも思った。

　でも因いん縁ねんの再会から数回、自宅を訪ねただけ。今はまだ、とぼけていたい。そういうことで悶もん々もんとするのが煩わずらわしいのだ。ただただ、目の前にある安らかで楽しい時間を、恋れん愛あいとは関係なく過ごしたい。

　高遠千尋への、自分の気持ち──今すぐに見み極きわめなきゃならないものでもないし、なんらかの結論を出せば自分の感情が一直線に加速してしまう気がするから、いつも途中で考えるのをやめてしまう。

「二度目惚ぼれしたんでしょ、その人に」

「何それ、そんなのあんの？」

　はじめて耳にする言葉に喰くいつくと、「いや、適当っス」と返されてしまった。

　真知の言うそれは、二度目会ったときに惚れたから、ということらしい。

「で、またノンケじゃん」

「もうっ、そういうんじゃないって……たぶん……」

　たとえば次の約束がなくて、だからといってこちらからは連れん絡らくする理由もなくて、ある程度時間が経過したら、すうっと、ぜんぶ忘れられそうな気がするのだ。

　それはまだ薄うすく、淡あわく、明確なかたちを成していない。

　恋愛から遠ざかって、もう一年と数カ月。誰だれかの一挙手一投足に心が揺ゆさ振ぶられ、軋きしんで、震ふるえる──そんな恋こいの感覚がひさしぶりで、そういう免めん疫えきもずいぶん低下しているから、きっと過か敏びんになっているだけ。相手の顔が近付いただけでどきりとしたりして、この人のことが好きだと勘かん違ちがいしそうな危あやうさを自分で感じるけど、まだ恋と呼べるものじゃない。

　でも、きっと限りなく近い。

　怜衣は「ああああ」と髪かみをぐしゃぐしゃと搔かいた。

「だってさ、どきどきするような接近の仕方すんだもん！」

「わざとやってんじゃないスか、それ」

「いや、それがね、ほんとに心から意識してないからこその、距きよ離り感かんのなさ、だったみたいなんだよね」

「無自覚って罪深いし、たち悪い」

「だろ？　なんかもう無防備すぎて、あなたの目の前にいるのゲイなんですよっ！　って説教してやりたいくらい」

「したほうがよくないスか。そのとたんに猛もうダッシュで逃げられたら切ないですけど」

　傷つくわー、と怜衣が胸を撫なでると、真知は「怜衣くんが泣いてたら、空気を読まない神薙さんを呼んであげます」と的外れな慰なぐさめを提案してくれるから「かんべんして」と断った。

　しかし、猛ダッシュで逃げられなくても、似た展開になるのが関の山だ。

　おれゲイなんですよ、少しはその辺意識してください──なんて言ったら、千尋はどんな反応をするだろうか。はにかみながら「あぁ、ごめん」と軽く謝られて、一いつ瞬しゆんで終わりそうだ。

　胸がずきっと痛んだ。妄もう想そうだけでそこそこダメージを受けている。

　千尋は「モテない」というようなことを言っていたけれど、もしかするとこれまでも誰かの好意をするりと躱かわしてきたか、あさっての方向を見ていて気付かなかっただけではないだろうか。

「あんなナチュラルにどきどきさせられて、あれで『モテない』とかどういうことだよ」

「えー、どういうふうにどきどきさせられるんスか」

　真知は興きよう味み津しん々しんだ。

「言葉のリズムとか」

「……はい？」

「空気とか。なんか近寄っただけで、ふわっとくんだよ」

　半眼になっている真知は「何それ、ポエム？」と険しく突つっ込んでくる。

「あ～、分かんない？　べつにさわられてもいないし、思わせぶりなことを言われてるわけでもないのに、なんかもうあの人のぜんぶが、言葉とか空気が！　おれの首のこの辺を撫でるような気がしちゃうの！　目の前がぱちぱち、ちかちかすんだよ！　ポエム上等！」

　思い出すだけでそわそわしてきて、ごしごしと首筋を搔く。

「それもう、全力で恋してるんじゃん」

「結論はやっ」

「怜衣くんが遅おそいんだろ。その人がモテそうなら、のろのろしてる場合じゃないスよ。次もう会うことないかもしれないんだし、さくっといってみればいいんじゃない？」

　ひとごとだと思って恐おそろしいアドバイスを気軽に口にする。

「怖こわいもの知らずの若者こえーわ」

「ところで……今だから言いますけど。怒おこんないでくださいよ？」

　真知がじっと怜衣を見てきての溜ためが不気味で「何っ」と急せかす。

「俺、最初かんなぎに入ったとき、怜衣くんと神薙さん、デキてんのかと思ってました」

　ぎょっとして「はぁっ？　ちっがうしっ！」と全否定した。真知はにやりと笑っている。

「神薙さんが怜衣くんを暗示にかけるのとか見て、わー、このふたり、裏でエロいことしてそうって」

「おまえすぐそっち方向に持ってくのやめろ、まじで。おれが神薙さんの暗示にかかりやすいのは認めるけども」

「怜衣くんがそもそも素す直なおすぎるのと、心の底で神薙さんを信しん頼らいしてる証しよう拠こだ、って崑さんが言ってた。目の奥笑ってないしいまいち信用できないから、俺はぜったいあの人の暗示にかからない。で、神薙さんはだめでも、その人にはときめくんでしょ？」

　崑と真知の言うとおり、神薙を信頼していても、恋にはならない。なのに、千尋を前にすると、神薙に対してはぜったい湧わかない感情が芽生えて、心がざわざわしてしまう。

「なんなんだろな、恋って」

「詰つまるところ……性欲にこじつけた綺き麗れいな理由じゃないスか？」

「う……わ、生々しいこと言うなよ」

　その日の夜、千尋に抱だきしめられる自分を、怜衣ははじめて妄想したのだった。







　真知に焚たきつけられてからというもの、電車で移動中や、湯船に浸つかっているときや、ベッドの中でぼんやりしているときなど、つい想像してしまう。

『万よろず屋やかんなぎ』の三階にある物置で、あしたのパーティーに使えそうなグッズを探している今だって。

「抱きしめられたら……」

　両手でふんわりくるんで、優やさしくしてくれそう──そんな妄想だけで、脳内にはセロトニンが溢あふれだし、しあわせな心地ここちになってしまう。

「あぁ、もうセックスしなくてもいいや……なんてやばいなぁ。ぼっち長すぎでさみしすぎて、今や人のぬくもりだけで満足しそう」

「ひとりごとぜんぶ漏もれてるぞ」

　どこからか聞こえた声に、怜衣は「ひっ」と悲鳴を上げた。

　奥のソファーに寝ね転ころんでいたのは神薙だ。物置といってもベッド、キッチン、狭せまいユニットバス、小さなクローゼットまである。神薙の自宅と化しているのだから、いてもおかしくはないが。

「いいいいいるならいるように存在アピールを！」

　神薙は起き上がって首を回し、怜衣と目が合うと呆あきれた顔をする。

「恋愛日照りぼっちの露ろ骨こつな妄想を聞かされるとは思ってなかった。『抱きしめられたらどうしようっ』っておまえは乙女おとめか」

「捏ねつ造ぞうしてるしそんな言い方してないし」

　聞かれてしまったならもう開き直るしかない。

　茶化してくる神薙は放っておいて、風船を膨ふくらますときに必要な空気入れと、折りたたみ式の脚きや立たつ、ヘリウムガスが入った使い捨てのボンベを取り出す。

　他ほかにはオランダ製のかわいいビッグフラワーポムやハニカムボール、花と緑のガーランドも。ひなまつりの翌日だから、桃もも色いろを中心にパステルカラーをチョイスして、春を意識した配色と飾かざりつけにする予定だ。

「あしたは美羽が手伝うんだって？」

「リビングへの入室の許可をいただいたので美羽さんは部屋の飾りつけだけ。その間に高遠さん親子にはフォトスタジオに写真撮さつ影えいに行ってもらおうと思ってます」

　サポートにひとり入ってもらうとはいえ、怜衣は料理もしなきゃいけないから、部屋のデコレーションはある程度用意しておかないといけない。嵩かさ張ばるものもあるので、パーティーに必要な荷物はよろず屋のワンボックスカーを借りて運ぶ予定だ。

「うまくいきそう？」

「あとはおれの料理でやらかさなければ」

「そっちじゃなくて、オトコのほうだよ」

　いつの間にか傍そばに寄っていた神薙がハートのステッカーを手ににやりとして、怜衣の顔を覗のぞき込んでくる。

　怜衣は奥歯を嚙かんで、くちびるを歪ゆがめた。

「どうもしないし、するつもりもありません。できるわけないでしょ」

「目下、うちの大事なお客さんだしなぁ。冷静に考えると客層違ちがいすぎて、うちと長いつきあいをしてくれそうにないけど。でもそこからのクチコミで、別のお客さん連れてきてくれるならありがたい」

　本来なら富ふ裕ゆう層をターゲットとした専門の業者が出入りするような家だ。怜衣自身、高遠家に入るのはこの誕生日会が最後だろうな、と思っている。

「客層うんぬんの前に、あっちノンケだし」

「おお、慎しん重ちようになってんのか。恋こいをするのにゲイもヘテロも関係なかっただろ。もしかすると今までみたいに、ころっといってくれるかもじゃん。また、暗示にかけてやろうか。『踏ふみ出す勇気が出るように』って」

「いらないですー。足を踏み外したみたいにころっと来た人は、ころっといなくなる。いいかげん学習しました」

　話を切り上げるべく、神薙に「はい、これ下に運んでください」とパーティーグッズを詰めた段ボール箱を渡わたした。







　ルリの誕生日会当日。高遠家の脇わきにワンボックスカーをつけて、入れ替かわりで親子をフォトスタジオに送り出し、怜衣は美羽とふたりで部屋の飾りつけに入った。

　壁かべに『ＨＡＰＰＹ　ＢＩＲＴＨＤＡＹ』の文字やフラワーポム、ガーランドなどを飾る。ふわふわと浮うかんで揺ゆれるバルーンと、床ゆかにも赤とピンクのハートのバルーンをたくさん散らした。

「怜衣くん、これどうすればいいの？」

「それはテーブルのデコレーション」

　こんなふうに飾りつけたい、とスマホの画面を見せて美羽に説明する。

「じゃあおれはキッチンに入っていいですか？」

「ＯＫ、こっちは任せて。お料理がんばってね」

　キッチンに入り、怜衣はあらためて「よし！」と気合いを入れ直した。

　まずは洋風ちらし寿ず司し。ホールケーキ型を使い、サーモンやマグロやタイの層が上にくるように敷しき詰め、酢す飯めし、アボカド、酢飯の順でミルフィーユ状にして固める。型から外したら最後に錦きん糸し卵たまご、インゲン豆、いくらをトッピングして出来上がり。

　他には、前菜代わりのピンチョス、子どもでも食べやすいサイズのローストビーフ、クラムチャウダーとシェルパスタのキャセロール、豆とう腐ふ入りのチキンナゲット、パプリカやアスパラガスや根菜をグリルで焼いた温サラダ。ドレッシングやディップをいくつか用意する。

　下ごしらえをある程度すませてきたとはいえドタバタで二時間あまりがすぎ、美羽が帰ってから三十分ほど経たったころ高遠親子が帰宅した。

　ルリはリビングの飾りつけを見るなり「きゃあっ」と声を上げて喜び、テーブルに並べられた料理、テーブルと椅い子すの装そう飾しよくにも「すごーい！　おいしそう！　かわいい～！」と大興奮だ。千尋も「すごいね、すごいね」とルリと一いつ緒しよに部屋の中をうろうろしている。

「ルリちゃん、お誕生日おめでとう。これは、おれから」

　ルリがよくつくっている水で固まるビーズの新商品で、発売されたばかりだからまだ持っていないだろうと踏んでチョイスした。「新しいの！　ありがとう～！」と受け取ったルリはさっそくそれを開かい封ふうしている。

　ルリがおもちゃに気を取られている間に、「仕上げを手伝ってほしい」と千尋を連れてキッチンへ。

「パパもルリちゃんのために作ったんだ、ってかんじにしたいんで」

「あ……なるほど」

　料理のひとつを千尋に手伝ってもらい、パーティーの準備は整った。

「ルリちゃん、見て」

　ルリの前に現れた千尋が両手で抱かかえているのは、ガラス製の深角皿いっぱいのスコップケーキだ。市し販はんのスポンジケーキと生クリーム、ココアとクリームのクッキーを細かく砕くだいた物、そしてフレッシュないちごとブルーベリーをたっぷり何層にも重ねている。

「わあ、かわいいケーキ！　おいしそう！　すごい、作ったの？」

　ケーキ店のものではないと、ルリにもすぐに伝わる。怜衣が「ケーキ作るの、パパががんばったんだよ」と答えると、ルリは目を見開いて「えっ、パパが？」と驚おどろいた。

　ホールケーキを生クリームで美しくデコレーションするにはかなりのテクニックが必要だが、これなら見み栄ばえ良く盛るだけでいいので簡単だ。文字どおりスコップで掘ほるようにサーブ用スプーンで取り分けるから、ナイフで切る必要がない。

「パパ……ありがとう～、すごぉい……ケーキかわいい、いちごいっぱいでおいしそう」

　ガラスの容器を横から上からと覗いて、ルリが感激の表情で千尋を見上げるものだから、千尋も言葉にならないでいる。

　リボンで飾ったサーブ用スプーンをルリに持たせると、それにも「これもかわいい！」と声を上げた。

「どうしよう、ぜんぶかわいい。お部屋も椅子もテーブルもケーキもみんなかわいいっ」

　ルリは感動のあまり両りよう脚あしをじたじたさせている。

　ふたりの様子を見守っていた怜衣も嬉うれしくなる光景だ。　>>>♥

　こういう仕事の場合、本来なら準備だけして帰るのだけど、千尋からは「誕生日会も一緒に」と依い頼らいされていたので怜衣もテーブルについた。

　ルリの頭にお姫ひめ様みたいなティアラをつけてやり、ハッピーバースデーを歌ってクラッカーを鳴らし、五本のろうそくの明かりを吹ふき消したらパーティーのスタート。

　パパからの誕生日プレゼントはおもちゃのプリンセスドレッサーだ。両開きの鏡がついたドレッサーに子どもが座れる椅子、ドライヤーやヘアーメイク道具がいろいろついている。それにもルリは大喜びで、千尋は怜衣に「五歳でも女の子なんだよね」と笑った。

「誕生日の記念写真はどうだったんですか？」

「ルリだけっていうのは三歳のときに撮とったんだけど、ふたりで撮ったのははじめてで、なんか照れたよ」

　フォトスタジオでの撮影のために、千尋は今日、再会した日のようなスリーピースで格好良く決まっている。ルリはスタジオ内でお姫様みたいなパニエたっぷりのドレスを借り、そこでヘアーメイクをしてもらって撮影したらしい。

「ルリちゃんくらいの年とし頃ごろの子は目まぐるしく成長するから、二年も経てば顔が変わるんですよね。日常はデジカメやスマホで撮るので充じゆう分ぶんでも、特別なときにああいうフォトスタジオのプロに撮ってもらうといつもと表情が違うのもいいって」

　千尋が「うん。ルリがちょっとおねえさんぽくて、かわいかった」とデレつつ褒ほめたので、親子記念写真を提案した怜衣もほっとする。

「今日、ルリとふたりだけですごしてたら、ああいう写真は撮らなかっただろうし、僕がケーキの飾りつけをすることもなかったと思う。……ありがとう」

　千尋のストレートな感謝の言葉とはにかみに胸をきゅっとさせながら、怜衣は「よかったです」と返した。

　途と中ちゆうで給きゆう仕じよろしくルリのグラスにジュースを注いであげたり、料理をサーブしてあげたり、終始お姫様扱あつかいされたルリは「嬉しいな～楽しいな～」と何度も繰くり返していた。

　誕生日会が終わり、怜衣が部屋の装飾や食事の後片付けをしている間に、千尋はルリをお風ふ呂ろに入れた。

　空中に浮かぶバルーンや、椅子を飾るのに使ったリボンなどをルリが欲しがったので、持ち帰りの分とは別の紙かみ袋ぶくろに、あげられる物を詰つめる。

　千尋とルリはお風呂から出ると、歯は磨みがきあとにいつもの仕上げ磨きをした。それからおやすみなさいの挨あい拶さつのあと、「ちょっとルリを寝ねかしつけてくるから」と千尋が言い残し、リビングに怜衣が置いてけぼりにされるまではあっという間だった。

　広いリビングにぽつん。

「あ……あれ？　おれいつ帰るの」

　怜衣の姉の場合は寝かしつけに行ってそのまま子どもと一緒に寝入ってしまい、戻もどってこないこともしばしばだ。

「いや、さすがに戻ってくるよな……」

　まだ無加水鍋なべも返してもらっていないし、終わったからといって黙だまって帰るわけにもいかず、千尋を待つしかない。

　サーバーに残っていたコーヒーをマグカップに移して、ドリッパーも洗い、いよいよ本当にする仕事がなくなったので、ダイニングテーブルの端はしのほうに腰こし掛かけた。

「もうすぐ……終わり」

　ルリが喜んでくれて、千尋の笑え顔がおが見られて、通りすがりみたいな関係の怜衣にとっても、なんだかしあわせな時間だった。

「……かっこよかったし……ううっ」

　身み悶もだえてテーブルに突つっ伏ぷした。

　スリーピースを着こなした千尋のジェントルマンっぷりはやばすぎる。その姿で何か考え事をしているらしい横顔もいいけれど、間近で見るはにかみもかなりの破は壊かい力だ。

　お酒は一滴てきも飲んでいないのに、頰ほおが熱い。

　テーブルの上に、今日ルリが指につけていたリングがころんと置いてある。千尋がルリのためにつくったリングだ。フォトスタジオでもこれをつけて撮さつ影えいしたらしく、「まるでモデルさんみたいだった」と千尋が言うと、ルリは照れつつとても嬉しそうだった。

　ルリの将来の夢は「パパのジュエリーモデルになりたい」だ。最初に会った日の夜、高遠家までの道すがら、そんな話をしたことを思い出した。

　子どもサイズの小さなリング。セッティングされた天然石は、いちごやぶどうのクラッシュゼリーを思わせ、透とう明めい感かんのある輝かがやきをたっぷりと含ふくんでいる。

「綺き麗れい……おいしそう……」

　光を吞のみ込んで、乱反射して──そんな不規則な光の屈くつ折せつは、カットだけではなくクラックやインクルージョンによるものなのだろう。

　千尋はそれを、『石が持つ表情、個性』だと表現していた。宝石としての価値があるのはダイヤモンドやルビーというのが当たり前の世界で、価値がないと見向きもされなかった半貴石の、そのいびつさゆえの美しさを彼は愛いとしんでいる。

「高価だとか安価だとか、どこかの誰だれかが決めた価値観には、あの人はちっとも左右されないんだろうな……」

　だから今、一いつ介かいのよろず屋の自分が、ここに座っていられるんじゃないだろうか。

「……本当に優やさしい人……」

　千尋がつくるジュエリーはほんのり甘い香かおりがしそうで、優しくて柔やわらかい色と光で、千尋の心の真ん中にこれと同じものがあるんじゃないかという気がしてくる。

　指先で石にふれた。たったそれだけで、なぜだか胸が高鳴る。

　もっとふれたい。今よりずっと深いところに──……。

「怜衣くん」

　ぱちりと目を開くと、すぐそこに怜衣の顔を覗のぞき込む千尋がいた。怜衣が座るダイニングテーブルの脇わきに屈かがんでいる。

　怜衣は勢いよく身を起こした。

「す、すみません」

　まぶたや目め尻じりをこする。待っているうちにいつの間にかうとうとしてしまったようだ。

　見なくても、千尋が「ふふっ」と笑ったのが分かる。

「待たせてごめんね。ルリも興奮してたみたいでなかなか寝なくて」

「じゃあ、片付けも終わったので、おれは……」

　がたがたと忙せわしなく椅い子すから立つと、千尋が「えっ、帰るの？」なんて、屈んだ位置から怜衣を見上げて、無む邪じや気きな調子で訊きいてくる。

　へなへなと腰こしが砕けそうだ。

「よろず屋さんは、うちのあとに何も予定入れてないから、って」

　なんというよけいなことを。

　千尋は神薙としか話していないはずだ。神薙的には千尋が怜衣を気に入れば今後も依頼が続くかもしれないのでありがたい──つまり、畳たたみかけろ、の指示もたぶんに含んでいる。

　べーっと舌を出して笑う神薙の顔が目に浮うかぶようだ。

　言葉を失っていると、千尋が身を起こして怜衣と並んだ。

「シャンパンを冷やしておいたんだけど。今日の怜衣くんの慰い労ろうの意味を込めて」

　──しかも飲む気っ？

　対価相応の仕事をしたのだから、本来はそれとは別に労ねぎらってもらう必要はない。日本にはチップの習慣はないし、『スタッフへのお心付けはお気持ちだけ』というのがよろず屋の決まりだ。いっそチップなら断りやすいのに。

「あー……えと……」

　仕事のあと、お礼の言葉をくれる依頼主は多い。誰かの役に立って、感謝されるのは素す直なおに嬉しい。今日の誕生日会には同席までさせてもらって、もうすでにたくさんの「ありがとう」を貰もらった。

　仕事は滞とどこおりなく終わった。本来ならこれでもう充分なはずだ。「そのお気持ちだけで」と言いさえすれば。

　──終わったら、もう、『次』はないんだろうな……。

「帰りは車じゃないよね？」

　怜衣は視線を落とし、弱々しく「車じゃない」と首を横に振ふった。帰らなければと冷静な自分と、帰りたくない自分がせめぎ合っている。

　ワンボックスカーは、他ほかの仕事で使うために美羽が乗って帰った。持ち帰りの荷物は嵩かさ張ばらないかたちにして袋に詰めたから、ここへ来たときほどの量はなく、あとはリュックを背負うだけだ。

「帰りはちゃんとタクシー出してあげるから」

「えっ？　いや、そんな」

「シャンパン苦手？　アルコールじゃなくて、コーヒーのほうがいい？」

　あんまり拒きよ否ひすれば「帰りたがってる」と思われてしまう。そんな誤解はされたくない。

　帰りたいのは仕事が終わったからじゃなく、千尋とふたりきりで、これ以上長居すればますます『次』を期待してしまうし、そのあとの切なさを考えたらたまらないからだ。

　そっと顔を上げると、怜衣を窺うかがうように覗く千尋からボディソープかシャンプーの残り香ががふわりと漂ただよった。

　目の前がちかちかする。首筋が粟あわ立だち、ぎゅっと心臓を摑つかまれた気がする。

　理性は迷子になって、捜さがす気もなくて、頭は真っ白だ。

「じゃ、じゃあっ……あの、少しだけ……」

　尻しりすぼみになりつつも怜衣が答えると、千尋はにこりと微笑ほほえんだ。

　──あー、最後のストッパーが折れた気がする。もうだめかも。

　しっかりと立っていられるはずの足が、とたんに心こころ許もとなくなる。とん、と肩かたを押されただけで、うしろ向きに倒たおれてしまいそうな。

　それから千尋が準備してくれたというシャンパンをひと口飲んだら、もじもじしていた気持ちが泡あわと一いつ緒しよに弾はじけて消えた。

　千尋がふるまってくれたシャンパンは、怜衣が普ふ段だん飲むような甘ったるいものでも、舌にやたらと渋しぶみばかり残るのでも、喉のどを強く刺し激げきするのでもなくて飲みやすい。

　ほんの少しの緊きん張ちようとそわそわした気分と喉の渇かわきも相まって、グラス二杯はい分を速いペースで飲んでしまった。シャンパンは十一度で、赤や白の辛から口くちワインのほうがアルコール度数が高いのに、口当たりがよくてペースが上がるからいつもより飲みすぎる。

「怜衣くん、酔よってるね？」

「んー……」

　耳も頰も首筋も熱い。ふにゃりと顔がゆるんで、なんでもないのににまにましてしまう。

　ダイニングテーブルに置いたシャンパングラスに顔を寄せて覗き込んだ。グラスの中で立ちのぼる泡を眺ながめる。その奥に、今日スマホで撮とったルリを嬉うれしそうに眺める千尋がいる。

　引きとめておいてぜんぜんこっちを見ていない人。

「千尋さんの……ジュエリーってこんなかんじ」

「え？」

「シャンパンの色で、しゅわしゅわの泡が見える……」

　スパークリングワインの二酸化炭素じゃなく、酵こう母ぼによる発酵で生まれた泡はきめ細かくて、千尋がつくるジュエリーみたいだと思ったのだ。　>>>♥

「千尋さんのジュエリーは、リップグロスとか雨あま粒つぶに見えることもあるけど、わりと食べ物とか飲み物っぽい。キャンディー、水みず菓が子し、ソーダ水、ブランデー、スコッチ……ルリちゃんのこのリングは、おいしそうなゼリーに見えます」

「もしかして、おなかすいてる？　夜、あんまり食べてなかったよね」

「ううん……」

　千尋がテーブルに肘ひじをついて、怜衣を覗いてくる。

「今の、かなり嬉しい」

「今の？」

「かわいいとか綺麗だけじゃなくて、雨粒とか、甘いお菓子や洋酒に見える、おいしそうって言ってくれたこと。僕にとって、半貴石はそういうものだから」

　千尋の視線は再びスマホの画面に戻もどる。怜衣の言葉が嬉しい、と言った千尋の興味がこちらへ移ったのは一いつ瞬しゆんだった。

　見せて、と怜衣が手を伸のばすと、千尋はにこにこしながらスマホを寄よ越こしてくれた。

　奪うばいたいわけじゃなくて、せめて共有したくて。

　テーブルにスマホを置いて指でスワイプさせると、千尋も画面を覗き込んでくる。

「フォトスタジオで撮った写真は、いつ仕上がるんですか？」

「二週間後くらいって言ってたかな」

　親子写真の他に、ルリだけのショットも撮ったらしい。フォトスタジオで撮影中のルリや、その休きゆう憩けい中の姿。彼女の指にきらりと千尋のジュエリーが煌きらめいている。

「ルリちゃん、千尋さんのジュエリーモデルになるのが夢なんですよね？」

　怜衣の問いに千尋は「えっ？」と目を瞬またたかせている。

「……そうなの？　知らない」

「パパに言ってなかったのか。わっ、内ない緒しよだったのかな」

　慌あわてて身を起こして弁解すると千尋は「僕からあらためて訊いたことなかったかも」と少し複雑そうに笑った。

　──わわっ、しくった……！

　ルリとコミュニケーション不足気味だと千尋が以前も話していたのを思い出しても、今いま更さらだ。

「それで、こういう写真を撮ったのかなって思っちゃって、すみません」

「いや、いいんだ……そっか。だからリングをつけてこんなふうに……」

　千尋をしゅんとさせてしまい、怜衣は頭のうしろをぐしゃぐしゃと搔かいた。

　千尋は無言でテーブルに置いてあったルリの小さなリングを手に取り、沈ちん黙もくしたまま見つめている。

「……知らなかったけど、……でも嬉しい」

　その言葉に怜衣が目を合わせると、千尋ははにかんだ。

「怜衣くんが来てくれるようになってから、嬉しいことが増えた」

「……邪じや魔ま、してないですかね……」

「ルリもきみのこと大好きだし」

　──も、……って、そういう言い方しないでほしい。

　他意も深い意味もないと分かっているけれど、心臓は呆あきれるくらい、「も」のたった一文字に揺ゆさ振ぶられている。

　怜衣と出会ったきっかけなんて忘れたみたいに、千尋が今この時間を受け入れてくれているから成り立っている関係だというのに。

　好意は嬉しい。でもそれ以上にはならない。だから苦しくもある。

　顰ひん蹙しゆくする怜衣の心情などおかまいなしに、好こう奇き心しんもあらわな相そう貌ぼうで千尋がテーブルに腕うでをつけて軽く身をのりだしてくる。

「そういえば、きみはうちのことをいろいろ知ってるけど、僕はきみについてあまり知らないんだよね。怜衣くんのこともおしえてほしい」

「おれのこと？」

「すごく今更なんだけど、僕はまだきみの名字を知らない」

「わっ、そうだ。ルリちゃんに言っただけだ。青柳です。青柳怜衣です」

　今日の依い頼らいのときも『怜衣くん』で通じたために、機会を逃のがしてしまったらしい。

「よろず屋ではどういう仕事をしてる？」

　頰ほおに『わくわく』と書かれたような顔つきで、怜衣はちょっと笑ってしまった。

「えーっと……スタッフそれぞれに得意分野がある、って以前お話ししましたよね。おれの場合、お手伝いさん的な仕事が多くて。あとは電話の相手とか話し相手とか」

「癒いやし系担当だ」

「対人サービスが多いかな。買い物代行、海外オークションや海外ネット通つう販はん代行、意外と多いのはお年寄りが飼ってるペットの散歩。あ、下北のブリーダーさんが犬を百匹ぴき逃にがしちゃって、スタッフ総出で捕つかまえるのに一日かかったこともあります」

　千尋が「犬って？」と困こん惑わくしているので「小型犬ばっかり。ポメラニアン、チワワ、トイプーとか」と説明すると、「リアル一〇一匹みたいだ、街中に犬ってかわいい」と呟つぶやいたから今度は怜衣が笑う番。

「変な仕事もある？」

「あー……痴ち漢かんを見つけて駅員に通報するところまでつきそってほしいとか、墓参りの代行、読書感想文代行、旅行中のペットのえさやり、テレビ番組の録画を頼たのまれたこともあります。恋こい人びとのフリしたこともある。テーマパークでデートするってだけなんですけど」

　千尋は「えっ、そういうこと頼む人もいるの？」と驚おどろいている。よろず屋はつまりなんでも屋なので、友人・知人・家族にお願いするより気き兼がねなく、と考える人が「ちょっとおつかい」の感覚で電話してきたりする。

「ぎりぎりのやばい依頼もありますよ」

　女装を見届ける、隣となりの部屋で自じ慰い行こう為いを聞かされる、男性依頼者に添い寝ねしたときの話をしたら、千尋の顔が険しくなった。

「そんなこともするの？　危ないよ」

「添い寝は最高にやばかったです。だんだんその人の鼻息が荒あらくなってきて、途と中ちゆうでギブしたもん。ケンカに強い男性スタッフを連れていってたからよかった。細身で綺き麗れいな顔してるやつなんですけど──ということは、おれの周りでいちばんやばいのは真知、になるのかなぁ？」

　軽い口調で話したのに、千尋が無言になっている。

「ちょっとおれのクジ運が悪いっていうか。変態遭そう遇ぐう率高めかなって思いますけど……」

「もうちょっと仕事の内容選べないの？」

「仕事受けるのは社長なんで、断る立場にないというのも。依頼内容が最初から『自慰を聞いてて』とかだったら断るんだろうけど。いちおう危険性のあるものは単独行動しないって安全対策とってあるから」

　千尋は眉まゆを顰ひそめてむむむと口を歪ゆがめ、「でも気をつけないと」と言ってくれたので、怜衣は笑え顔がおで頷うなずいた。

「彼は？　仕事のこと心配されるんじゃない？」

　彼、のワードが誰だれをさすのかと思ってしまった。

「えー……これまでもちょいちょい、おれに恋人がいる前提で話をされてますけど、今彼はいないです」

「……あれから？」

「はい、あれから。ぱったりと。千尋さんこそ、再さい婚こんする気は？　ルリちゃんまだちっさいし」

　キャッチボールをすぐに投げ返すと、千尋は苦く笑しようしている。

「いや、するつもりない。ルリのため、みたいなかんじで再婚するのはナシかな。別れることを前提にしてるわけじゃないけど、もしダメになったとき、娘むすめのために決断したせいだと娘に思わせたくないから。離り婚こんもルリのためっていうより、自分たちがそうしたくて決めたしね。人生の重要な決断を誰かのせいにしたくない」

　ほっとしながら、もう「恋れん愛あいも結婚もこりごりだ」というふうにも聞こえるから、冷静に受けとめたらしゅんとした心地ここちになる。

「再婚の前に、恋愛からして、どうなんだろう……。僕は、ちゃんと人を好きになるっていうのがどういうことなのか、よく分かってない気がする」

　怜衣はきょとんとしてしまった。とても結婚していた三十歳の男のセリフとは思えない。

「前の奥さんとは恋愛結婚じゃないんですか？」

「恋愛結婚だよ。恋愛のつもりだった。でも『あなたそれは違ちがうわ』って言われるまで気付かなくて」

「え？　え？　どういうこと？」

　喉のどが渇かわき、シャンパンをぐびっと飲んで、怜衣も前のめりになる。

「僕さ、芸術系の大学行ってたんだけど、当時から考えてるのは半貴石のことばっかりだったんだよ。価値が低い石集めに必死な大学生なんて変人扱あつかいで、まぁそりゃそうだよね。当時は僕が磨みがいてつくったジュエリーをみんな鼻で笑って、誰も認めてくれなかった。でもフランスから留学してきた彼女は僕のリングを見て『こんな素す敵てきなジュエリー見たことない！』って褒ほめてくれて」

　当時を懐なつかしく思い出しながら話す千尋の表情も嬉うれしそうだ。

「……最初に認めてくれた人、ってこと？」

「そう。僕の話を熱心に聞いてくれて、誇ほこってくれて、分かりあえる人に出会ったのははじめてだった。そんな彼女が僕のジュエリーだけじゃなくて、僕のことも好きだと言ってくれる。夢みたいだって思ってた。僕はそれをずっと、恋こいだと勘かん違ちがいしてたんだ」

　千尋の話に言葉を返せない。なんだか彼女に対して、わずかに同情の気持ちすら生まれる。

「引くでしょ。自分が認められて嬉しかった感情を、僕はずっと恋の歓よろこびだと。だから結婚しても、あいかわらず僕は石のことばかりで、彼女が傍そばにいなくても平気だった。結婚したけれど彼女は海外を飛び回ってて、夫ふう婦ふらしい生活をほとんどしていない」

　それなら浮うわ気きも仕方ない……とは思えないが、心が寄り添わないままの結婚生活で、伴はん侶りよに愛されていないと気付いたあとはどんなに苦痛だっただろうか。本当には愛されていないと知ったときの喪そう失しつ感かんや、自分の存在もろともなくなってしまうような孤こ独どく感、怜衣はそれをいやというほど経験しているから、間違ったことをした人を一方的に非難できなくなる。

「浮気されて腹が立ったのは、ルリを裏切った、っていう部分だけだ。でもそれも、僕には怒おこる権利なんかないって思ったよ」

「え、じゃああのとき、怒らなかったんですか……？」

「ケンカにもならないって、終わってるよね。きみに、あのときのことは気にしなくていい、って何度か言ったと思うけど……建前なんかじゃなくて、本当の話」

　はじめて会ったときの千尋を思い出す。

　あのときたしかに、千尋からは嫉しつ妬とや怒いかりの感情は感じ取れなかった。驚きのあまり薄うすい反応になっているのだと思っていたけれど、そういう背景があったからだと知ったらちょっと納なつ得とくできる。

「彼女が海外にいる間もルリの傍にずっといたのは僕だけど、世の中のパパやママは、きっともっと子どもと遊んであげたり、どこかへ連れて行ってあげたりしてる。ルリのことは本当に大切だと思っていても、決まった休みもなく家で仕事をしてるから、僕はルリもないがしろにしてたんだって……だから彼女の裏切りを責めきれなかった」

「共働きの夫婦なら誰だって、どれだけがんばってもまだたりないんじゃないか、って自問してると思います」

「ルリには実際寂さびしい思いをさせてる。よその夫婦は関係なく」

　そう言われたら黙だまるしかなくなった。ルリが寂しがっているのは、怜衣も知っているからだ。

「でも……でも、だいじょうぶです。ルリちゃんはパパのこと大好きだし！」

　こんな言葉じゃ、彼の心の根っこにまで伝わらない。千尋はきっと安心できるほどには、それを感じられずにいるのだ。だけど怜衣としては、励はげましたいとか応おう援えんしたい自分の気持ちを言わずにいられない。

　千尋は笑みを浮うかべて頷いているけれどどこか不安そうで、どうしたらルリの想おもいがまっすぐに、そして千尋の想いがルリに伝わるのだろうか、と怜衣は悔くやしい気持ちになった。

「ごめん、またいつの間にか僕の話になってた」

「いいえ、おれはもっと知りたいし」

　ぺろっと口が滑すべって、真正面にいる千尋と目を合わせられない。

「最初に会ったときの、あのせいで、その、気になってしまう……っていう意味で」

　慌あわててくっつけた言い訳に千尋が肩かたを揺ゆらして笑うから、今度は焦あせってしまう。

　あわあわ、となっていると、千尋が「いや、きみのことじゃなくて」と微笑ほほえんだ。

「最初にあんな、妻に浮気されてるのに気付いてない夫、なんてかっこ悪いところ見られたせいだと思うけど、僕はきみといると妙みようにリラックスできるんだよね。で、ついつい、いろいろさらけ出してしまって。あとはもう素っ裸ぱだか見られるくらいしか残ってない気がする」

　──出た。無む邪じや気きにセクシャル発言！

　ぷちんと頭の大事な線が一本切れた。

「あ……あの、忘れてそうなので、もいっかい言いますけど、そういう『素っ裸がどうのこうの』的な発言したら、おれがそれ全力で妄もう想そうしちゃってる、って思ってくださいね」

「え？」

「え、じゃないよ。千尋さんなんていうか、おれの前でそういうかんじでリラックスするのだめだから！」

　やっと思い出したのか、千尋が「え……あぁ……」と気が抜ぬけたような返事をする。

「そんっ……『そんなこと言われたって……』みたいな、そのちょっと、かわいい顔するのもだめ！　わーっ、もう帰る。帰ります。あつかましくシャンパンをごちそうになってしまってすみません、ありがとうございましたっ」

　あれこれ話をするうちに酔よいは覚めたけれど、今ので完全に覚かく醒せいした。

　急にがたがたと立ち上がるから、千尋は目を瞬しばたたかせている。

「怜衣くん」

「何っ」

「またお願いしてもいいかな」

「えっ?!」

　険しい顔で怜衣が振ふり返ると、千尋がふわりとはにかんだ。

「よろず屋さんに、ちゃんと依い頼らいするので。今日もルリがとても喜んでたし、きみのおかげで娘の笑え顔がおがたくさん見れた。きみがいてくれると、僕は心地いい。だから、ときどきでいいから、またうちに来てほしいんだ」

　もう今日が最後だと思っていた。

「だめかな」

「いや……だめとかじゃなくて……おれでいいのかなって。そういう専門の業者じゃないし、普ふ通つうのごはんしか作れないし、もっと相応の……」

「専門がどうとかじゃなくて、僕がお願いしたいと思った理由、聞いてた？」

「…………はい」

　千尋の言葉を反はん芻すうしたら嬉しくなる。もう誰だれも家の中に入れないと言っていた人が、自分を信しん頼らいしてくれているというだけじゃなくて、実質的なサービスを超こえたところで受け入れてくれたのだ。

「そりゃあ学生時代より、無名の時代よりは使えるお金がちょっとは増えたけど、怜衣くんが思ってるほどセレブじゃないよ」

　居心地が悪くなるほど派手な印象はないし、地に足が着いている感はあるが。

　どのレベルのセレブと比べての発言なのか甚はなはだ疑問だが、千尋のほんわかした口ぶりからして、本気でそう思っているらしい。

「……おれでよかったら……」

「きみじゃなかったら、来てほしいなんて思わない」

　千尋のあいかわらず無自覚なたらしっぷりには危機感を覚えるけれど。

「ご……ご用命、お待ちしております」

　怜衣がぎくしゃくしながら頭を下げると、千尋は鷹おう揚ように「今後ともよろしく」と微笑んだ。








◆　４　◆









　ルリの誕生日会から数日が経たったきのう、怜衣を指名で週二回ペースの家事代行を申し込みたい、と千尋から『万よろず屋やかんなぎ』に連れん絡らくが入った。

「怜衣、まじめに考えろよ。『万屋かんなぎ』のためだろ？」

「といてっ……神薙さんっ……、お願いっ」

　椅い子すから立ち上がれない。動けない。神薙がかけるカタレプシーの暗示は、怜衣が抵てい抗こうすればするほど全身を緊きん縛ばくしてくる。

　怜衣の隣となりに座る真知も斜はす向むかいの美羽も、ふたりの暗示ごっこはいつものお遊び、と慣れっこだ。そもそも彼らに、助けられる術すべもない。

「週二といわず毎日でもいいですよ、って言っておいた──なんて、適当なことっ……」

　神薙は「適当じゃなく真っ当だろ」と向かいのデスクに肘ひじをついて顰しかめっ面つらだ。

「毎日ってことになれば、うちにとってはありがたい話じゃないか」

「専属契けい約やくになったらおれじゃなくて、いずれはがっつりリベート取って別の会社にまるごとその仕事を下ろす話に持ってくつもりのくせに！」

「あったり前だろ。そうやってうちの商売は成り立ってんの。うちは広く浅く末長くがモットーのよろず屋。さすがに専属となると家事代行を専門にやってるところに回すほうが、お客さん的にも質のいいサービスを受けられて安心安全ウィンウィンだろ」

「あの人は違ちがうの！　他人を信用してないんだってば」

「怜衣のことだけ信用してるって？」

　なんだか自うぬ惚ぼれくさいから答えにくいが、つまりそういうことだ。千尋がそう言ってくれた。

　神薙はぐっと眉み間けんを狭せばめて俯ふ瞰かんしてくる。怜衣も緊縛のままきっと睨にらんだ。

「客とねんごろになるなんて覚かく悟ごの上だろうな」

「うわっ、高遠家での仕事のアフターで畳たたみかけさせておいて、自分だけ安全なところに逃にげた！　ていうか、ねんごろなんてなってないし！」

「キャンキャン騒さわぐな。とにかく高遠家での仕事はぜったい失敗するなよ、怜衣。『毎日でも』って言われたら居酒屋ばりに『よろこんでー！』って答えるんだよ。分かった？」

　やだ。ぜったいやだ。毎日千尋に会えばますます気持ちが膨ふくらむし、いつかよその専業に仕事として奪うばわれるのも、他ほかの誰かが高遠家に出入りして千尋と絡からむのも激しくいやなのだ。

「週二でいい～」

「れーいちゃーん、わがままはいいかげんにしなさいね」

　片かた眉まゆを吊つり上げ、本気説教口調の神薙が指先三本で怜衣の頤おとがいをすいっと掬すくったとき、『万屋かんなぎ』の事務所のドアが開いた。

「……あの……」

　そこに立っていたのは高遠千尋だ。神薙に顎あごを持ち上げられたまま、怜衣も驚おどろきながら横目で見た。ここへ来るとは聞いていない。

　千尋はドアを開けたポーズで、神薙と怜衣を真正面に捉とらえて固まっている。

　神薙と千尋はこれが初対面だ。

「か、神薙さん、あちらが、高遠さん」

　聞くが早いか、神薙は怜衣の眉間を指先でちょん、と突つき、かけていたカタレプシーの暗示をといた。緊きん張ちようしていた身体からだがぐたっと脱だつ力りよくする。

　それから神薙はすぐさま千尋のもとへ「はじめてお目にかかります、神薙でございます。いかがされましたか？」と揉もみ手で駆かけ寄った。

「契約に印いん鑑かんが必要とのことだったので……近くまで来たついでに寄ってみようと」

　千尋はチャコールグレーのジャケットとセットアップというよそ行きな格好で、おそらく都心のどこかで仕事だったのだろう。しかし自宅より数駅先の下北沢に、ついでの用事があるのか謎なぞだ。

「あー、そうでしたか。青柳を行かせようとたった今、話していたところでした」

　ちらりと千尋の目線がこちらへ向いたものの、神薙によって応接セットのほうへ案内されていく。

　飲み物を出すために美羽は給湯室へ。デスクには怜衣と真知のふたりだけ。

　怜衣の隣で真知が「ふぅん」と意味深に呟つぶやいてにやりとした。

「一見地味だけど、イケメンだしまじめそう」

「イケメンでまじめだもん」

　真知が「だもん」と怜衣をからかってくるのを聞き流して、「おれも挨あい拶さつしてくる」と立ち上がった。







「千尋さんっ！」

　下北沢の狭せまい通りを歩いている千尋のうしろ姿に声を張る。さっきまで千尋は『万屋かんなぎ』にいた。契約された内容は、『週二回、怜衣が高遠家の家事代行に入る』というものだ。

　千尋が振り向き、すぐに怜衣が追いついた。

　千尋は追いかけてきた怜衣にとくに反応するでもなく、無言で怜衣の顔を見ている。

「ちょっと、時間ありますか」

　軽く息を切らす怜衣から、千尋が一いつ瞬しゆん視線を逸そらして「うん」と頷うなずいた。

　すぐそばにあったカフェにふたりで入る。千尋と自宅以外で会うのははじめてだ。

　二人掛がけの四十センチ巾はばほどしかない小さなカフェテーブルを挟はさんで向かい合う。

「その……いきなり、変なとこ見られたから」

　怜衣が切り出すと、千尋はコーヒーをひと口飲んで、ぎこちなく笑った。

　やっぱりちょっと妙みような誤解をされてしまったらしい。

「……あ、あぁ……見た瞬間はびっくり、した。仲いいんだね、社長さんと。最初の日、手の甲こうにいたずら描がきしたの、あの人だよね」

「ラクガキ……あ、はい。仲いい……っていうか、おもちゃ扱あつかいで、いつもああやって暗示をかけてきたり、からかってくるだけで」

「暗示？」

「テレビでアイドルとか若い俳優さんとかがかけられてるの、よく見ますよね、催さい眠みん術の一種？　詳くわしいことはよく分かんないですけど。立てなくなるとか、単純なやつ……」

　さっき暗示をかけられたのは「週三回以上は千尋の家へ行くのはいや」とおれが駄だ々だをこねたからで──とは言えない。

「『毎日でも』ってうちの社長が言ってたのは冗じよう談だんだから、気にしないでくださいね」

　ぐぐぐ、と眉を寄せる千尋に気付いて、怜衣は目で「？」と問う仕草をした。

「いつも、って……いつも社長さんの暗示にかけられてるの？」

「まさか！　違います。なんかおれ、とくにかかりやすいらしくて。えっと……あ、おれメロンが苦手で、でも神薙さんに暗示かけてもらうとおいしく食べられたり、炭酸がきついジュースの、炭酸をまったく感じなくなったり……」

「……自分の意思で普ふ通つうに動いたりも、できるってこと？」

「かけられた暗示によります。自分の意思とは関係なく動く場合もあるし、あ──さっきのは意識がはっきりしてても、自由に動けなくなるやつで」

　怜衣の弁解に、千尋の表情はますます険しくなる。

「……それ、気付かないうちに、変な……こととかされてないの？」

「へ……？　いや、ま、まさか！　周りに人がいるときだけです。それにおれ自身はちゃんと意識がありますし、『ギャラリーがいるからおもしろい』って神薙さんが。ほんとに、いたずらってかんじ。あと、まぁ、おれが生意気な反抗するからなんだけど」

「……そう……じゃあ、まぁ……うん」

　千尋は完全には納なつ得とくしていない様子で、眉間に深い皺しわを寄せている。

　真知もはじめて見たときあらぬ方向に誤解した、と言っていたから仕方ないのかもしれないが、タイミングが悪すぎる。

「もしかして……あのときも」

　千尋の視線がまっすぐ刺ささり、怜衣は「あのとき？」と首を傾かしげた。

「おととしのクリスマスイブだよ。あのときも、暗示にかかってた……？」

「………………」

「怜衣くん、すごく気き遣づかい屋さんなタイプだから。あんなふうに僕に突とつ撃げきしてきたのとか……その前だって浮うわ気き現場押さえようとして、彼のあとをつけたりした……ってことでしょ。あのとき、『浮気の証しよう拠こになる音声だ』って、イヤホン持ってたよね。なんか、そういううしろ暗い行動しそうにないっていうか……。きみと再会して、きみの人となりにふれてから、違い和わ感かんがあったんだ。それがずっと引っかかってた」

　千尋に言い訳みたいな弁解はしたくないと思っていたから、話さなかったこと。

「……違うよ。確証が欲しいって気持ちは自分の中にもとからあったんだよ。ひとりじゃ行動できなかっただけで」

　浮気されてるかも、噓うそつかれてるかも、とうすうす気付いても、何もできなかった。

　彼に愛されてるはずと、信じたい、自分がいた。

「浮気現場押さえようっていうか、『浮気の証拠は見つからない、っていう証拠』が欲しかったんだ。ばかでしょ。浮気されてる気がしながら、取り越こし苦労で終わるならいいじゃん、って。神薙さんに『真実を曝あばく暗示』をかけてやるって言われて、だからつまり、自分の気持ちそのままに、行動したってだけだ。あれだっておれなんだよ。取り繕つくろう、つもりはないです」

「……そんなに好きだったんだ、彼のこと」

　千尋に問われると、ひどく心が軋きしむ。

　ぐしゃりとひしゃげる。きりきりとよじれる。

「……当時は、好きだった」

　口に出してから、なんだか、ひどく泣きたい気分になった。ずいぶん前に終わった恋こいの、元カレのことを千尋の前で「好き」と言わされるとは思っていなくて。自分でも驚くほど、胸がひどく苦しい。

「──……ごめん、彼のことで泣かせるつもりは」

「泣いてないよ」

「でも……」

「違う。あいつのこと想おもってるわけじゃない」

　ぐいっと手の甲で目め尻じりを拭ぬぐう。でも今、何を言ってもきっと「強がっている」「本当は忘れられずにいる」と歪ゆがんで伝わってしまう。この涙なみだの意味だって、千尋には分かってもらえない。分かってもらうわけにいかない。

「怜衣くん」

　千尋の手のひらが、俯うつむけた怜衣の頭をくしゃりと撫なでる。

　そんなふうに千尋にふれられるのははじめてで、あたたかいぬくもりが伝わって、怜衣は下げていた視線をそっと上げた。

　千尋の柔やわらかな笑えみが怜衣のすぐ傍そばに、そこにある。

「何か甘いもの、食べようか」

「甘いもの……？」

　優やさしくよしよしと撫でられて、千尋の指先が頭皮にふれると、心臓がじいんとする。

　千尋は撫でるのをやめずに、テーブルの上にあるメニューをさした。

「いちごのケーキ、チーズケーキ、ガトーショコラ、フルーツタルト……あ、フルーツタルトにはメロンが入ってるのか……怜衣くん苦手なんだっけ？……どれがいい？」

　子どもに問うみたいな声で。

　千尋の指で、もっとずっと髪かみをゆるやかに梳すいてほしい。

「ガトーショコラにはキャラメルソースがかかってる。チーズケーキはチョコレート付き。どれもおいしそうだよ」

「……千尋さんと、はんぶんこ……いちごのとガトーショコラ」

「うん、いいよ」

　最後にぽんぽん、とされて、千尋の手がオーダーをするために離はなれた。

　もっと迷えばよかった。

　──あぁ……やばい。ほんとに好きになっちゃってるかもしれない。

　変な誤解はされたくないし、千尋以外の男のことを千尋に「好き」と言わされるのだって、泣くほどいやなのだ。







　高遠家で週二回ペースの家事代行が始まって、ひと月経たった。

　基本的に水曜と日曜、朝九時からの終日。早めに来てほしいとお願いされれば七時にだって行くし、大たい抵てい夕飯まで一いつ緒しよに食べて、後片付けのあとに帰る。

　四月になり、ルリは保育園最年長である五歳児クラスへ進級した。水曜日は怜衣が園へお迎むかえに行く。

　仕事の内容は、ルリの遊び相手をしたり、屋内屋外の掃そう除じ、洗せん濯たく、買い物、食事の準備など。

　このところ毎日あたたかくて日中は二十度まで上がり、家事でがんがん動き回ると汗あせばむこともある。

　高遠家に定期的に入るようになって、千尋と会う頻ひん度どが上がると、「この人についてまだ知らないことたくさんあった！」としばらくは驚おどろきの連続だった。

　最初に目もく撃げきしたのは作業場である部屋の前で、棒立ちの千尋の姿。

　どうしたんだろう……と声をかけきれずに見守っていたところ、しばらく経って、手前に引く扉とびらを右足から、不自然に身体からだをよじりつつ入室した。

　怜衣が「なんで？」と顰しかめっ面つらになっていると、うしろから突とつ如じよ「儀ぎ式しきです」と声がして怜衣は驚きのあまり叫さけんでしまったが、そこに立っていたのは初対面の『コーエン・チヒロ』のマネージャー、新しん王のうさやかという女性だった。

　彼女はこの家の合い鍵かぎを持たされているため、自由に出入り可能らしい。黒のパンツスーツをすらりと着こなし、その動作はきびきびしていて、早口早足、用件がすむとさっさといなくなる。

　新王の話によると「千尋さんは、朝は最初に一杯ぱいの硬こう質しつ水、作業部屋に入るときは扉の手前で深呼吸ののち一分間の瞑めい想そう、右足から入室です」とのことだ。そうなった理由は彼女にも分からない。

　次に驚いたのは、今度は作業部屋ではなく、柔らかな日差しのテラスでのこと。

　千尋が何かに向かってぶつぶつと話しかけるうしろ姿を怜衣は目撃した。

「そう？　でも、綺き麗れいな星空だね」とか「あぁ……だからこんなふうに屈くつ折せつしちゃったのか」とかだ。

　ルリは保育園へ行っている時間。高遠家はペットを飼っていないし、迷い犬だか猫ねこだかいるのかと思ったが、それも違ちがった。見ちゃいけないものを見てしまった気がして、もと来たほうへ後あと退ずさったとき、怜衣の背後に立っていたのはこのときもマネージャーの新王だった。

「半貴石と会話してるんです。石が生まれた場所はどこなのか、その色になり、クラックが入ったのはどうしてか、今どう思ってるのか、石の気持ちを訊きいています。大切な儀式なので、話しかけてはだめです」とのことだった。

　もはや凡ぼん人じんには理解不能。『石と僕の世界』に入り込んでいる千尋には、怜衣や他者の声は届かない。だからただひたすら待つしかない。コーヒーを淹いれるのは、こういった儀式がすんでからじゃないと冷めてしまう。これでは、ルリが「相手をしてもらえない」と仕事中の千尋に寄りつかないのも当然だ。

「石と会話をする才能はあるのに、自分の子どもとの会話はイマイチ……、だったのですが」

　新王はちらっと怜衣のほうを見て、「仕事中以外は、最近少し、変わられた気がします」と言われた。

　他ほかにも珍ちん発見はいろいろある。

　仕事の合間のポテチは箸はしで食べる（指に油が染しみると石がいやがるから）とか、糖分補給はコンビニで購こう入にゆう可能なきなこもちチョコレート一択たく（これは単純に好みの話）だとか。

　そのきなこもちチョコレートを求めておつかいに行ったところ品切れで、違うものを購入して帰ったら「きみにあげる」と受け取ってもらえなかった。

　とにかくちょっと変わっている。なんにしても強いこだわりがあって曲げないところは、『アーティストは変わった人が多い』との世の通説に則しているなと感じる。

　あと、やたらルリに「九時になったら寝ねなさい」とものすごく大おお慌あわてな理由が分かった。

　どこの教育評論家や専門家が言っていたのか知らないが、「九時までに寝ないとキレやすい子どもに育つ。今日だけ特別という例外をつくるのはよくない」との見解をまじめに受けとめ、実じつ践せんしていたらしいのだ。

「あのー……間違いじゃないし規則正しいのはいいことだけど、『九時に寝かせる！』って必死になるより、寝かしつけのときに十五分だけでいいから、今日園であったこととか訊いてあげるほうがよっぽどキレない子どもに育ちそうな気が……」と怜衣が控ひかえめに申し出ると、千尋ははっとした顔をしていた。

　ルリはわりと怜衣にいろいろ話したがるので、パパが聞いてくれるならきっとパパにだって同じように話したいはずだ。これができたとか、できなかったとか、褒ほめられたとか、将来の夢のことももちろん。

　ちょっと勘かん違ちがいしているところもあるけれど、千尋はルリを大切に想っている。それは怜衣にも伝わる。だから何か、千尋とルリのために自分ができることがあったらいいなと、怜衣はいつも気にかけていた。







　いくらなんでも、と思うくらい、千尋が作業部屋から出てこない。

　業界によっては早めのゴールデンウイークに入ったところもある、日曜の午後。時刻はもうすぐ十三時。

　その前の水曜日も、朝九時頃ごろに入ったきり四時間は千尋のけはいが消え、ランチタイムにおにぎりだけ食べて、また四時間出てこない、という具合だった。その前の日曜日もこの調子だったから、よほど忙いそがしいにしても、このままじゃ病気にならないかと心配だ。

　今朝、新王から電話があったとき「ちょっと行き詰づまってるみたいですね」と話していた。

　──でも新王さんは様子を訊いてくるだけで、とくに何かしてくれるわけでもなく。口出しできないってかんじだからなぁ……。

　ランチは作った。ルリにだけ食べさせてもいいけれど、平日から土曜日まで通常は保育園で昼食を取るルリが、せっかく家にいるのだ。

「ルリちゃん、お昼はテラスで食べるつもりだったけど、これはお弁当にして、どこか外で食べようか」

「わーい！　お弁当っ！」

　三段の小さめのお重に、おにぎりもおかずもぜんぶ詰める。お茶を水すい筒とうに入れて、取り皿や箸やおしぼりも準備完かん了りよう。レジャーシートを小こ脇わきに抱かかえて、千尋の作業部屋のドアをノックする。

　彼が出てくるまで強きよう行こう突とつ破ぱ的な行動はしたことがないから、どういう反応をされるか、とてつもなく怖こわい。何せ高遠千尋は、仕事となると怜衣にはまるで理解できない生きものになってしまう人だ。

　何度ノックしても返事がない。傍かたわらでルリも心配そうだ。まさか中で倒たおれていないだろうかと不安がよぎる。

「千尋さん！　開けますよ！」

　ドアを開けるのと同時に千尋がぬうっと現れて、怜衣は「ぎゃあっ！」と悲鳴を上げた。

「……泥どろ色……！」

　千尋の顔色が。眉み間けんに深い皺しわを寄せた千尋が「……何」と低い声で唸うなったから、怜衣は彼の腕うでを摑つかんで作業部屋から引っ張り出した。

「顔が、泥色！　男前が風前の灯ともしびだ！」

「え……なんなの……」

　髪かみにも肌はだにも艶つやがなく、ぬぼーっとしていて、今のままスリーピーススーツを着てもぜったいにかっこよくならない。

　ルリもゾンビみたいな千尋を見上げてびっくりしている。

　石に生気を吸い取られているんじゃないかというくらい、表情に力がない。

「だいじょうぶかよ……病院行く？」

「いや、べつに……どこも」

「どこも、って……ちょっと見せて」

　怜衣は千尋の顔を両手で摑んで引き寄せ、下した瞼まぶたを引っ張って貧血じゃないかを確かく認にんした。目は充じゆう血けつしているけれど、酷こく使ししているのだから当然だ。顔や首や肩かた、あちこちごりごりやっていたら、千尋が眩まぶしそうに顔を歪ゆがめる。

「怜衣くん、そこ痛いよ」

「眼がん精せい疲ひ労ろうだ、ばか。首も肩もがちがちじゃん。あと、栄養ぜったいたりてない。おれが来ない日はいったい何食ってんだよ。糖分だけでどうにかしようとするなって言っただろ。水分ちゃんと取ってる？　泌ひ尿によう器き科かの世話になりたいのかよ」

「肩はこってるけど、トイレも普ふ通つうに……だいじょうぶだから」

「それがだいじょうぶって顔？　とにかく、ちょっと外に出られそうなら……出よう？」

　怜衣が本気で心配した声で問うと、千尋はじいっと怜衣を見つめ、ややあってからこくりと頷うなずいた。







　ゾンビ千尋を連れ出して、ルリの子ども用自転車を押しながら向かった先は、ルリの保育園でもよく利用しているとママ友から聞いた駒場公園。徒歩で二十分ほどの距きよ離りにある。

　園内には昭和初期の洋館や、日本近代文学館もあって、のんびりとした雰ふん囲い気きの公園だ。親子連れはもちろんのこと、ご年配の夫ふう婦ふ、カップルも多い。

　陽ひの当たり具合がちょうどよさそうな木こ陰かげの芝しば生ふに、キャンプに使えそうなほど大きなレジャーシートを広げて千尋とルリを座らせた。

　もぐらみたいな生活を続けていた千尋は太陽の下でまばゆそうにしている。

　世のインドアな趣しゆ味みを持つオタクのほうがよっぽど行動範はん囲いが広くてアグレッシブだぞ、とおしえてやりたい。

「千尋さんは、ちょっとは光合成したほうがいいって」

　怜衣がぷりぷり言うと千尋から「人間は光合成しない……」と真っ当な答えが返ってきた。ぼーっとしているけれど、頭は働いているみたいだ。

「太陽光を浴びないと鬱うつになる確率が上がるんだぞ。眠ねむれなくなったりするし、骨も弱る。体内時計も狂くるう。いいことない」

　説教をたれながらお重の蓋ふたを取ると、ルリが「うわぁっ！」と歓かん声せいを上げた。

「おいしそうっ」

「たこさんウインナー以外はぜんぶ手作りです！」

　おにぎりの中身はたらこにこんぶに鮭さけ。ニンニク醬じよう油ゆのからあげ、エビフライ、蓮れん根こんの挟はさみ揚あげ、チーズ入りのミニハンバーグ、ネギ入り玉子焼き、野菜の肉巻きなど、定番のおかずが二段分に詰まっている。

「ちゃんと食べて」

　プラスチックの皿におにぎりとおかずと、ミニトマトときゅうりのサラダもどっさりのせて千尋に手て渡わたした。

　いろいろと話をしながら食べた。ルリが通う保育園に新しいお友だちが入ったことや、四月の初しよ旬じゆんにここに来ていれば桜が綺き麗れいだっただろうねとか、あとでちょっとその辺りを散歩してみようとか。

　ゆっくりと食べているうちに千尋も穏おだやかな笑えみをこぼしてくれて、怜衣はそれを見て少しほっとした。もっと早く強ごう引いんに連れ出していればよかったな、とも考えた。

「外でこんなふうに食べたの、いつぶりだろう。おいしかった。ごちそうさまでした」

　千尋にあらためてお礼を伝えられて、怜衣はこくりと頷いた。

　さっきまでお絵え描かきをしていたルリはそれに飽あきたらしく、傍そばで縄なわ跳とびの練習をしている。

「千尋さん、忙しいのも分かるけど、適度に休みも入れないとだめだよ」

「……うん。分かってるのに、うまくいかないときはとくに、コントロールできなくなる。最近なんだか、石の言葉があんまり聞こえなかったり、デザインが思い浮うかばなかったりして、焦あせってしまって」

　千尋の目線が下がっていく。怜衣はそこに割り込むようにして千尋の顔を覗のぞいた。

「千尋さん、三人で散歩しよ？」

「……荷物は？」

「お財さい布ふとスマホだけ持ってればいいよ。ピクニックの食べかすの荷物なんて誰だれも盗とらない」

　千尋の手を取り、立ち上がって引っ張った。

　ルリと千尋の手を繫つながせて、怜衣はそのうしろを歩く。けやきやくす、かしの木がつくる木陰の歩道をゆったりとした歩ほ幅はばで。

　途と中ちゆう、重要文化財に指定されている旧前まえ田だ家本ほん邸ていの和館を見学した。あいにく洋館のほうは保存整備工事で休館中。それがよけいに千尋の興味をそそったらしく、きらきらした目で「都内に見学できる洋館があれば行きたい」と言い出した。

　スマホで検けん索さくし「上うえ野のの旧岩いわ崎さき邸ていや駒こま込ごめの旧古ふる河かわ庭園が有名みたい」と伝えると、うずうずした顔をする。さっき見た昭和初期のレトロな雰囲気が、千尋の琴きん線せんにふれたのかもしれない。

「うーん、連れてってあげたいけど、今日は休日で旧岩崎邸は入館だけでも四十分待ちとかだから。でも、あしたなら……」

「あしたって、怜衣くんは仕事休みの日だろ」

　日曜日に働いているから、月曜を休みにしてもらっているのだ。

「休みの日だろ……なんて気を遣つかうようなセリフ言いながら、期待に満ちた目してるじゃん」

「……ひとりよりふたりがいい」

　あいかわらず千尋は無む邪じや気きなたらし野や郎ろうで、怜衣はそれにまんまと引っかかってしまう。

　そのあとは三人でフライングディスクをして、へとへとになった千尋はレジャーシートに大の字になって寝ね転ころんだ。

　怜衣はそれを見て「おっさんだ」と笑って、まだまだ元気なルリの、自転車の練習につきあう。子ども用の補助輪なしの自転車だ。何度か高遠家の周辺で練習したけれど、まだルリひとりで乗れたことはない。

「ルリちゃん、もし今日乗れたら、パパが見てくれるかも」

　怜衣の言葉にルリが目を大きくして「見せたい！　がんばってみる！」と頼たのもしい答えが返ってきた。

　その励はげましが効果的だったようで、あとちょっとで乗れそう、という瞬しゆん間かんに、怜衣は千尋を呼んだ。

「ルリちゃんが自転車乗れそう！」

　千尋が「え？」と起き上がり、いくらもしないうちにルリがついにひとりで自転車を漕こいで前へ進んで行く。

「ぎゃー！　ルリちゃん乗れたぁっ！」

　怜衣が思わずばんざいで大声を上げて喜ぶと、千尋も驚おどろいた表情からとびきりの笑顔になった。

　ルリは最初こそふらふらっとしたものの、すぐに慣れて、すいすいと楽しそうに自転車を走らせている。

「家の周りでコソレンしてたんだけど、なかなか乗れなかったんだ。でも今日パパに見せたい、って」

　怜衣が明かすと千尋は「そう……だったのか」と小さく呟つぶやいた。

　自転車を漕ぐルリの姿を眺ながめて笑みを浮かべていた千尋が、怜衣に向かって眩しそうな表情を向ける。

「きみがいなかったら、ルリの成長の大事な場面を見み逃のがすところだった」

「……ん、よかった。おれも嬉うれしい」

　それから千尋は靴くつも履はかずに芝生の上を駆かけて行って、自転車を降りたルリを抱だき上げた。

「パパに見せれた～！」

　かわいい笑い声を上げるルリと、しゃがんでルリを抱きしめたまま動かない千尋を、怜衣は離はなれたところから見守った。

　ルリが千尋の頭をぽんぽん、よしよしと撫なでて、小さな両手でぎゅっと抱ほう擁ようしている。ルリが千尋の顔を覗き込もうとすると、千尋のほうはますますルリの肩かた口ぐちに隠かくれてしまう。

　ふたりの会話は聞き取れないし千尋の表情はこちらから見えないけれど、なんだか分かる気がして、怜衣もじんとしてしまった。







　駒場公園で夕方まで遊んだ日の夜、ルリが「やだ！　帰らないで」とはじめて怜衣を強く引きとめた。怜衣の首筋にぎゅうぎゅう抱きついてきて離れない。

「怜衣くんとパパと一いつ緒しよに寝るもん」

「ルリ、わがまま言ったらだめだって」

　千尋がいくら宥なだめてもルリは「いや！」と駄だ々だをこねる。

　今日のピクニックがあんまり楽しかったものだから、離れがたくなってしまったらしい。

「どうして帰っちゃうの？　どうしてお泊とまりできないの？　どうしてだめなの？」

「えーっと……どうしよう……」

　どうしてと言われても、とくに何か帰る理由があるわけではないし、誰かが待っているわけでもない。自分の寝ね床どこがあるから帰るというだけだ。

　困り果てて千尋を縋すがる目で見上げても、千尋も怜衣と同様にルリの説得に窮きゆうしている。「今日すごく楽しかった」と喜んでいた子どもに、仕事が終わったからだよ、と答えるのはかわいそうだ。

「分かった。ルリちゃん、一緒に寝よっか」

「えっ、ほんと？　怜衣くん、お泊まりする？」

「うん」

　怜衣の返事にルリが満足そうにして、怜衣の手と、千尋の手を引っ張る。

「寝つくまで」と千尋にこっそり告げると、千尋は「ごめん」というように顔を顰しかめた。

　子ども用のルリのベッドに三人並ぶのはさすがに狭せまいので、床ゆかにふとんを並べることにした。

　ルリを真ん中にして怜衣がその右側、千尋が左側。川の字になって寝転んだら、おれ何やってんだろ、となんだかおかしくなってくる。家族じゃない赤の他人なのに、仲良し親子みたいなことをして、それが楽しくて嬉しいなんて。

「怜衣くん大好き。パパも大好き」

　右の腕うでにぎゅっ、左の腕にもぎゅっ。ルリは満足そうにほくほくしている。

「あれっ、今のなんかパパのことついでじゃなかった？」

　千尋が不服そうに言うと「ふたりとも同じくらい大好きよ」と両腕にぎゅっとされて、よくばりなお姫ひめ様のかわいい仕草に、怜衣も千尋も笑みがこぼれた。

　たくさん遊んで笑って汗あせをかいて。まぶたを閉じれば今日の場面が次々と浮かんでは消える。

　ふと気付くと、ルリは両腕にふたりの腕を絡からめたまま、こてんと眠ねむっていた。

　薄うす暗ぐらい中、ルリを挟はさんで千尋と目が合う。

　ルリの寝顔を覗き込んで怜衣が「寝てる」と囁ささやくと、千尋から嬉しそうに見つめられた。

「怜衣くんも疲つかれたよね」

「楽しかったですよ」

「……僕も、楽しかった」

　優やさしいまなざしが怜衣を放さないから、怜衣も放せなくて、照れ笑いしてしまって、どきどきして困る。

「でもきっと……今までもたくさん、僕はルリのはじめてを見逃してるんだろうな」

　千尋の眸ひとみが少し翳かげっただけで、怜衣の胸は切なく軋きしんだ。

　はじめての補助輪なしの自転車。いつだってルリは元気だけど、今日はパパが見ていたから、いつも以上のはしゃぎっぷりで本当にしあわせそうだった。

「ルリちゃんのはじめては、これからまだいっぱいあります」

「……いっぱい……？」

「うん。たとえば鉄棒。前回りはできるけど、まだうしろ回りはできないんだって。縄跳びも前跳びはできるけど、うしろ跳びは練習中だから」

　具体的な例を挙げられて、千尋は「そうなんだ……」とまだ自分の目で見るチャンスがあるのだと知り、嬉しそうにしている。

「……怜衣くん、ありがとう」

「ルリちゃんの成長をこれから先も見たいんだったら、千尋さんはまず自分を大事にしなきゃだめだよ」

「……うん……」

　千尋とルリが今日しあわせでよかった、とルリの寝顔を眺めて怜衣もほっこりした心地ここちになったとき、ルリのおなかの辺りにのせていた手に、千尋の手がそっと重なった。

　死ぬほどどきっとして目を上げる。

　視線が絡んで、なのに千尋は何も言わない。千尋はゆっくりとまばたきしても、逸そらそうとはしない。

　軽く重なっていただけの手が、優しい力で包みこまれる。

　千尋の指が手のひらの肉を搔かくだけで、うなじがざっと粟あわ立だった。

　握にぎり返していいのか少し迷ったけれど、怜衣も千尋の指に応こたえる意味で指を添そわせた。それにまた応えるように千尋の力が強まる。　>>>♥

「……このまま、泊まってけばいいよ」

　今までになく甘い声にどきどきと胸が高鳴って、声が出ない。

「あした、デートしてくれるんだよね。朝ごはんを一緒に食べて、ルリを保育園に送って」

　千尋が何か言葉を発するごとに、頭が真っ白になっていく。

　もうとても見つめ合ってなどいられなくて、目を閉じて頷うなずくことしかできない。

　遠くで「……おやすみ」と聞こえる。

　意識が落ちていく途と中ちゆう、千尋の指が髪かみにふれた気がした。

　閉じたまぶたが重くて開けられない──……。

「────……」

　はっと目が覚めた。

　いつの間にか眠っていたらしい。

　部屋は暗い。ルリを挟んで寝ていたはずの千尋の姿がそこになくて、怜衣は辺りを見回して身を起こした。

　どこからか機械音が響ひびいてくる。千尋が半貴石を加工しているときの音だ。

　時計を見れば午前二時すぎ。身体からだを大事にしてほしいとお願いして、彼も頷いたのに、こんな時間に仕事をしているのだろうか。

　怜衣は暗い部屋を出て、音源を探さぐりながら進み、千尋の作業部屋の前に立った。やはり機械音はここからだ。

　千尋の身体は心配でも、仕事の邪じや魔まはしたくない。恋こいより愛より石に心を奪うばわれているアーティストの考えていることなんて理解できない。

　扉とびらの前まで来てためらったものの、怜衣はノックした。

「千尋さん、開けるよ」

　作業部屋のドアを開けるのと同時に機械音がやんで、千尋が振ふり向いた。目を守るゴーグルを外して、「ごめん、起こしちゃったかな」と苦笑いしている。

「こんな時間に、仕事？」

「仕事っていうか、どうしてもつくりたくなって」

　身体を大事にしてほしいと伝えたのにやっぱり効果ゼロなのかと、ため息が出てしまう。

「今日、怜衣くんが作ってくれたお弁当を食べて、ルリと遊んで、公園の中を散歩して、緑を見て、空を見上げて、……頭の中にいっぱいイマジネーションが溢あふれてきちゃったから。眠れないならつくろうかなって」

　石の言葉があんまり聞こえない、デザインが思い浮うかばない、と話していたけれど、暗いトンネルを抜ぬけたということだろうか。

「……外に出たのが刺し激げきになった？」

「うん、そうみたい。どん詰づまりってかんじだったんだけど、今とてもわくわくしてる」

「……無理してない？」

「今日だけ、今だけ」

　こんなふうに夢中になっている千尋に、いくら言っても無む駄だだなと思う。でも今日ここから千尋を引き摺ずり出したときと違ちがい、今は表情がいきいきとしていて、怜衣が憂ゆう慮りよするような要素は見当たらない。

「傍そばで見ててもいい？　邪魔しないから」

　それなら、一いつ緒しよにいたい。千尋が寝ねるのも忘れるくらいに大切にしているものを、間近で見てみたい。

　千尋は「ここで？」と驚おどろいていたものの、すぐに「いいよ」と答えてくれた。

　色やかたちが様々な原石が、千尋の手によって宝石に生まれ変わる。

　まるで息を吹ふき返した小さな生命だ。

　ラウンド形の石に施ほどこされるブリリアントカット。楕だ円えんのオーバルシェイプ。五十八面にも及およぶブリリアントカットなど、プログラムされた機械みたいに、細かい平面フアセツトをどうやって正確にカットしているのか不思議でならない。

　千尋の手元にあるデザイン画は手て描がきで、それだってぜんぜん緻ち密みつに描かれていないのに。

「おれがやったらだんだん平面がズレて、シンメトリーにならないだろうな。しるしもつけずにどうやってカットしてるのか、見てても分からない。手品みたい」

「どういうふうにカットを入れるかは、頭の中で思い浮かべてる」

　そう説明されても、だからつまりどうやって頭の中のものを正確に手元の石に写しているのか──才能がある人の言うことはまったく理解できない。

　にぶい色をしていた原石が、千尋の手にかかるととろみを帯びた艶つややかな色に変化する。カットを施された半貴石は、はちみつみたいで、ジュレみたいで、甘い香かおりが漂ただよってくる気がする。おいしそうなものもあるけれど、深しん紅くの石や琥こ珀はく色いろの石は、官能的にも見えた。

「角の落とし方やその角度でも表情が違ってくる。この子がいちばん綺き麗れいに見えるように、僕がカットしてあげたい」

　千尋は自分のカッティングできらきらと輝かがやきはじめる石を、光に翳かざしてうっとりと見つめ、満足げに微笑ほほえんだ。

「……かっこいい」

　思わず素す直なおに呟つぶやいてしまい、千尋が「え？」と我に返った顔をしている。

「あ、ごめんなさい。……いや、まぁ、おれがやってる仕事とはぜんぜん違うよね。千尋さんからは職人らしい、揺ゆるぎない信念みたいなものを感じるよ」

　柔やわらかな人だけど、曖あい昧まいさや適当さがまったくない。むしろ強いこだわりがあって、人に理解されないことを寂さびしがったり恐おそれたりしない。反対に受け入れられたら、照れながら嬉うれしそうにするから、そこはかわいい。

「おれはあんまり自信とかなくて、暗示にかけられないと行動を起こせない臆おく病びよう者だし。おれにはそういう、人に誇ほこれるようなものあるかなって考えたらとくになくて。千尋さんの隣となりに座ってて、恥はずかしくなってくるな……」

「僕は怜衣くんにいっぱいしあわせになれるもの、貰もらってるけどなぁ」

　俯うつむけた怜衣の頭を、いつかと同じに千尋がくしゃくしゃと撫なでた。

「石には力があるの、知ってる？」

「パワーストーン的な？」

「そう。勇気をくれたり、穏おだやかな気持ちになったり……でもそれって暗示みたいなものでさ、けっきょくはその人の気持ちひとつなんだよ。でも石をお守りとして、踏ふみ出す力を与あたえてくれるならいいよね──だから、石には力がある、ってことでいいと思うんだ」

　今カットしたばかりの石を、千尋が怜衣の鎖さ骨こつの辺りにそっと当てる。

「うーん……違う」と呟いて、また別の石を同じように当てて、やはりこれにも首を傾かしげている。何が『違う』のかは意味が分からない。

「千尋さんは……誰だれかのために石をカットして、たとえば、恋人とか、あの……別れた奥さんとか、千尋さんのジュエリーをプレゼントしたの？」

「いや。そういえば、ルリにしかつくったことないな」

「えっ、ないの？」

「できあがってたものを、あげたことはあるけど。恋人は、別れた奥さんだけだったし」

「えええっ！」

　衝しよう撃げきの事実だ。はじめての恋人と結けつ婚こんして、じつはそこに愛はなかったという結末。

「石の魔ま力りよくに心を奪われて、石のことしか頭にない人──って、そのとおりだと思ったから、何も言い返せなかった」

　話しながら、千尋はずっとごそごそやっている。石を手に取り、それを怜衣に向けて翳して、また戻もどして。

「あなたが求めてるのは女としてのわたしじゃないって、妻にきつく指し摘てきされて、もう石に捧ささげる人生でかまわないと思った。ルリが傍にいてくれるんだし、それでしあわせだと。でも子どもは無条件で、そんなだめな親にだってついてくるものなんだよ。きみと出会ってから、僕はこのままだとルリのこともいつか失いかねなかったんだ、って気付かされた」

「だめじゃないよ。千尋さんはルリちゃんを大切に想おもってて、愛があるって、他人のおれにだって伝わってる。ルリちゃんも分かってるから、パパを応おう援えんしてんだよ。パパのジュエリーモデルになりたいって言うんだよ。千尋さんはちょっといろいろ、方法とか間違ってただけで」

「それをだめな親だっていうんだよ。頭で分かってるのに、すぐ石に夢中になるし。今日みたいにきみに怖こわい顔して怒おこられるくらいじゃないと、自分や周りを顧かえりみないところとか」

　千尋は苦笑いしている。

「怒られるより、褒ほめられたいよね大人も。好きだって言ってほしいし、愛されたい。でもその前に愛さなきゃ、大事にしなきゃ──そんなの当たり前なのにね。僕にもまだそのチャンスがあるんだって、きみに気付かされたんだよ」

　今日の公園でのルリとの話なんだろうと思って、怜衣ははにかみつつ頷いた。

「ところで何やってんですか、さっきから」

「怜衣くんに似合うものをつくってあげたい」

「え？」

「石との相あい性しようでチョイスするのがいいのかな。きみが怖がらずに前に進めるように、勇気をくれる石がいいかなぁ……。僕はいつもならまず石の声を聞いて、その子がどうなりたがってるかを見み極きわめるんだけど……」

　ぶつぶつとそんなことを呟きながら、千尋は怜衣の肌はだにまた違う石を当てる。

「お、おれに？」

「肌が白いから、どれもいいようでなんだか違うんだ。なぜだろう？」

　──何を言ってるんだろこの人。恋人、つまり奥さんにもつくってあげたことないって話してたのに。

「……お礼、とかだったらべつに……」

　対価もいただいてるんだしと考えて恐きよう縮しゆくしたら、千尋が「え……」と悲しそうな顔をする。

　千尋の厚こう意いをだいなしにするセリフだと気付いて、怜衣は慌あわてて首を振った。

「あ、あの、びっくりしただけで……ほんとは嬉しいです……」

　すると千尋はにこりと笑って「ちょっと時間かけて、怜衣くんにぴったりの石を探すから」と頷うなずいた。







　翌日は約束をした洋館を千尋と一緒に見学し、そこでまた千尋の中に様々なイメージが降ってきたようだった。千尋が「帰る」と言い出して、そもそも洋館へ行く約束しかしていなかったから、そこで「じゃあまた水曜日に」とさよならした。

　──ランチして、映画とか、きまぐれに散策でもいいなと思ってたのに。

　冗じよう談だんにしても、デートだと言ったのは千尋だ。でも彼のそんな勝手さは職人魂だましいのせいだから仕方ないし、千尋がたくさん新しいジュエリーをつくって、それが世界のどこかで、誰かを、しあわせにしているならいい。

　北沢川沿いの緑が春風に揺れている。桜の季節には両側から桜の花びらが川かわ面もに舞まい落ちて風ふ情ぜいがある緑道だ。空の星や木々の緑をジュエリーにしてしまう千尋の目には、この景色も、怜衣が見るのとは少し違ちがって映るのかなと思った。一生分からないけれど、そのはじっこには、ちょっとふれたい。とろりと、とろけるような世界を見せてほしい。

「怜衣くん、そんなににこにこして、いいことあった？」

　緑道散歩の道すがらそう訊きいてきたのは、怜衣が家事手伝いをしている依い頼らい人のおばあちゃん、籐とう子こさんだ。下北沢に昔から住んでいて、十年ほど前まで喫きつ茶さ店てんを経営していたそうで、今は有名になった俳優やミュージシャンの下積み時代の話をしてくれる。

「報告するほどのことはとくにないんだけど……毎日楽しいよ」

「特別なすごいことがなくても、日々しあわせなんて素敵ねぇ」

　途と中ちゆうの小さな公園で休きゆう憩けいしてお茶を飲み、そこで遊んでいる親子の姿を眺ながめながらほっこりする。「うちの息子むすこもあれくらい小さな頃ころに……」と籐子さんの思い出話を聞いて、息子の話になると毎回バッグから出して見せる子どもの頃の写真を怜衣も眺め「へぇ、そうなんだ」とはじめて聞いたみたいに驚いて一緒に笑った。

　親は自分が年を取っても、自分の子どもが家庭を持って人の親になっても、我が子は一生我が子なんだなぁとしみじみ感じながら、彼女の息子や孫や誰かの代わりに籐子さんの声に耳を傾かたむける。

　千尋も一生ルリの父親で、今はフランスにいるという母親は遠く離はなれているが、これからもルリの母親だ。怜衣はその外側にいる通りすがりのひとりでしかない。こんなふうにいっとき寄り添そうことはできるけれど、きっと彼らが本当に最後に傍そばにいてほしいのは、自分の家族で充じゆう分ぶんなんだろうなと思えば、それはちょっと切ない。

「あらもうこんな時間。そろそろ帰らなきゃね。うちはすぐそこだから、怜衣くんはここでいいわよ」

　籐子さんに「じゃあ、またね」と手を振ふって、怜衣は『万よろず屋やかんなぎ』の方向へ。籐子さんは緑道から住宅街のほうへ。

　そのとき、怜衣の脇わきをけっこうなスピードで原付バイクが走り抜ぬけた。こんな細い道を危ないな、と顔を顰しかめると、バイクがなぜか緑道を直進せずに、急に右折して籐子さんのほうへ突つっ込んで行く。

「籐子さん！」

　バイクは籐子さんの目の前で急停止し、フルフェイスヘルメットの運転手が籐子さんが持っているバッグを奪うばおうとしている。

「ひったくり!!」

　怜衣が大声で叫さけんだけれど、平日夕方の緑道周辺にいるのは親子連れと高こう齢れい者しやばかりだ。

　籐子さんがバッグを放すまいとして、バイクに跨またがった犯人と揉もめている。

「籐子さんバッグ放して！」

　叫びながら走った。バッグには大切な写真が入っているから、きっと放せないでいるのだ。もし今バイクが発進でもすれば、バッグを摑つかんだまま籐子さんは引き倒たおされてしまう。

　バイクの犯人が怜衣に気付いて、思いきりバッグを奪だつ取しゆしようとした。

「籐子さん!!」

　そのときは無我夢中で、籐子さんを助けることしか頭になかった。







　高遠家での家事代行の仕事はしばらく休むべきか──怜衣は『前ぜん腕わんに全治十日の打だ撲ぼく』と診しん断だんされた。不自由なのはその右みぎ腕うでだけ。他ほかは擦すり傷程度でたいしたことはない。

　犯人を取り逃にがし、けっきょくバッグは奪われてしまった。ひったくりのバイクは当然のように盗とう難なん車両で、犯人は捕つかまりそうにもない。籐子さんにケガひとつなかったのだけが幸いだった。

『全治十日』は十日で治りますという意味じゃない。痛みどめでぶっとい注射を打たれたのにまだずきずきするし、しっかりと完治しなかったら、寒い時季に痛みが再発する場合もあるらしい。ひと月くらいは様子を見てしっかり治すように、と医者から言われた。

　高遠家での家事代行を一日休む程度なら、千尋には細かいことまで言う必要はないかと思ったけれど、この調子だと次の日曜だって重い荷物を持ったりするのは無理だ。誰か別の人を代理で入れるとしても、それを千尋が受け入れないかもしれない。

　理由を言わないとよけいな心配や誤解をさせてしまいそうだし、ケガしてお役に立てません、と話してしまったほうがいいと考えた。「じゃあお休みしていいよ」と言われたらさみしいが、それはもう仕方ない。

　包帯をぐるぐるに巻かれた怜衣の右腕を見て、千尋とルリが「どうしたのそれ」と驚おどろいた。

　午前八時。ルリは保育園への登園の準備が整った状態だ。今日は怜衣が保育園へ連れて行くことになっている。

「ちょっと転んで……」

「転んでっ？　どこでどう転んだらそうなるの」

　きのうは暑かったのもあって半はん袖そでのＴシャツを着ていたから、剝むきだしだった腕に大げさな擦り傷まである。包帯が太くて長袖の上着は着られず、今も半袖だ。

　ルリが「痛そう。怜衣くん、だいじょうぶ？」と心配している。

　千尋は険しい顔つきで、「僕も一いつ緒しよに行く」とルリの手を引いて出てきてしまった。

「仕事でなんかあったんじゃないよね？　仕事中のこと？　危ないことさせられてない？」

「いやっ、危ないことはさせられてない、です」

　千尋の追つい及きゆうが厳しくて、思わずそう答えてしまい、「やっぱり仕事中のことなんだな」とますます顔を顰めている。なんだか千尋がよろず屋の仕事や待たい遇ぐうについて怒り出しそうで、ちゃんと話したほうがいいように思えた。厳密に言えばケガをしたのは依頼の仕事が終わったあとだ。悪いのは仕事内容ではなく、ひったくり犯のほうなのだし。

　仕事のせいではないと分かってもらうために、ケガの経けい緯いを説明してしまった。全治十日の打撲だということも。

　ぜんぶ説明したのに千尋の顔つきは険しいままだ。

「けっきょく仕事の中で起こったことじゃないか」

「でも仕事とは関係ないし……。心配かけてすみません。こんなかんじであんまり使い物にならないので、おれはしばらくうちの事務所で事務作業でも……」

　すると千尋が「えっ、休むつもり？」と問うので、怜衣も「えっ、働かせるつもり？」と訊いてしまった。

　千尋と怜衣の会話を、ルリがきょろきょろしながら聞いている。

「……しばらくって、いつまで？」

「分かんないですけど……半月くらいはかかるかも……」

　一週間やそこらでは治らないだろうし、無理をすれば長引く、との説明もつけ加えた。

　ふたりの間を歩くルリが「ええー……」と悲しそうな顔をする。

「べつにいつもどおりに働かなくていいから、うちに来てればいいじゃない」

　千尋の提案には、驚きのあまりぽかんとしてしまった。

「いやいやいや、あり得ないでしょ」

「右手がだめでも、左手と両りよう脚あしがあるんだし」

「鬼おにか！」

「違う、それで働けと言ってるわけじゃなくて、きみができないことは僕がやればいいんだし」

　そうまでして来いと？　ますますぽかんとしてしまう展開だ。

　一緒に仲良く雑ぞう巾きん絞しぼりでもするつもりだろうか。

「じゃあ、きみが来ない間、うちのことはどうするの」

「それを相談しようと思って……。うちの別のスタッフがお伺うかがいするとか、専門のたとえば家事代行の業者を紹しよう介かいするとか……。でも千尋さん、前のことがあって、知らない人を家に入れるのいやがるかなって」

「いやだ」

　即そく答とうされた。

「だったら、自分でぜんぶやったほうがよくないですか。おれが行くほうがよけいな手をかけることになるし」

　千尋がむむむ、とくちびるを歪ゆがめている。だけど、満足に働けないのに、代金をいただくわけにはいかないのも分かってほしい。

　すると、ルリが怜衣の手を引っ張ったので、怜衣は「何？」と目を合わせた。

「怜衣くんは、犬のお散歩をしたり、おばあちゃんと買い物したりお散歩したり、おうちにお手伝いにきたり、どうしてそんなにたくさんの種類のお仕事をしているの？」

　子どもからしたら、ケーキ屋さんはおもちゃ屋さんになったりバスの運転手さんになったりしない。ケーキ屋さんは朝から晩までケーキ屋さんであるのが普ふ通つうだ。

　よろず屋という仕事を説明するのに「頼たのまれたことはなんでもやるからだよ」と答えるのもおかしなふうに誤解されそうだし、と考えて「お金がないから毎日たくさんいろんなお仕事してるんだよ」と答えた。

「お金を稼かせいで生活するために、いろいろなことして働いてんの。じゃないと、ごはん食べられないでしょ。でもルリちゃんのパパはそれだけじゃなくて、パパがつくるジュエリーをほしいって人が世界中にいるからがんばってんだよ」

　ルリは目をぱちぱちとさせて、「……うん」と頷うなずいている。

「もう、ずっとうちにいればいいじゃない」

「え？」

　千尋が何を言ったのか、言葉が頭の中を素す通どおりする。

「そもそもどこのどんな人と関かかわるのか行ってみないと分からないような、危なそうな仕事じゃないか。変態遭そう遇ぐう率が高いとか、きみも言ってたよね。ひったくりなんて変態通り越こして犯罪じゃないか。そんなケガまでして。だから、水曜と日曜だけじゃなくて、もうこの先ずっと、うちの専属の人になればいいじゃない」

　プロポーズみたいだ、なんて思ってしまうおめでたい頭を「いやいや」と振ふって、怜衣はひとつ深呼吸した。

「うちの仕事の都合上っていうか性質上、そういう専属契けい約やくってのはしてなくて、ほら、おれを指名して待ってるおばあさんとか犬とかいるしね。専属ってなると神薙さんが専門業者を紹介するって流れになっちゃうから」

「僕は本気で訊きいてるんだ。きみは社長さんに確かく認にんもしてくれないの？」

　だからそれってけっきょく仕事でしょ?!──立場も弁わきまえずに千尋を責めてしまいそうだ。

　よろず屋の仕事としての自分しか求められていない。

　他の人はそう簡単に信用できないから、とりあえずは信用できるきみを、と千尋は言っているだけなのだ。

　怜衣が沈ちん黙もくを続けたことでなんとなく険悪な空気になり、以降はほとんど会話もなく保育園に着いてしまった。

　ルリも「いってきます」とふたりを振り返り、不安そうにしている。

「ルリちゃん、いってらっしゃい」

　怜衣が笑え顔がおで左手を振ると、保育士に手を引かれて進むルリは何度も振り返りながら建屋に入っていった。

　ルリを見送り、元来た道を千尋と戻もどる。

「すみません。今日は、おれが登園につきそう予定だったのに、ついてきてもらってしまって。お仕事、忙いそがしいんですよね」

「今から仕事の打ち合わせがあって」

　気まずい雰ふん囲い気きの中、今日はこれからどうしよう、と惑まどう。

「一年ぶりに、別れた妻と会うから」

「──……はい？」

　ワカレタツマ？

　たった今、仕事の打ち合わせ、とか言わなかっただろうか。

　怜衣が瞠どう目もくして立ちどまっていると、動かない怜衣に千尋が気付いて歩みをとめ、振り返る。

「……別れた妻？　あ……あぁ、そっか、ルリちゃんの母親だし、そりゃあ、会ったりも、しますよね」

　激しく動どう揺ようしてしまう。

　離り婚こん前から年中海外を飛び回り、今もフランスを拠きよ点てんにしている千尋の元妻。だからってどうして自分は、千尋がもう別れた妻と会っていない、と思い込んでいたのだろうか。

「あ……あ、一年ぶり？　ってことは、もしかして、離婚して、はじめて？　会うの？」

　息が切れて、言葉もぶつ切りになる。

　千尋は「ああ」と怜衣の問いに頷いた。

「そういえば、これも話してなかったかな……」

「えっ？」

　──まだなんかあるの？

「半貴石のバイヤーなんだ。僕が扱あつかう半貴石はすべて、彼女が世界中でバイイングしたものだ。今でも、『コーエン・チヒロ』の原石のバイヤーで、フランス・パリのメゾンは彼女が中心になって回している」

　怜衣の予想を遥はるかに超こえるほど強い繫つながりが、今も。

　あのクリスマスイブの日、イヤホンで事前に盗ぬすみ聞きした内容から、千尋と彼女が『仕事の話をするつもりで会う』ことまでは分かっていたが、ふたりの会話の内容を聞いていたわけじゃない。

　まさか二に人にん三さん脚きやくで今も続いていたなんて。

　長年連れ添そいながら、そのじつ希き薄はくな関係の人たちもいるけれど、千尋と彼女はもっと深いところでこれからも続いていく気がする。戸こ籍せき上は別離しても、恋こいだの愛だのの薄うすっぺらさを超えた強い絆きずながあるのでは、と思えてくる。しかもふたりの間には子どもがいるのだ。

　その人が今日、高遠家に来るのだろうか。

　もし今の話を千尋から聞いていなければ、もしこんなケガなどなくいつもどおりに高遠家に入っていたら。怜衣は何も知らずにいつものように、家事代行業務を行う予定だった。

「今日……自宅に、いらっしゃるんですか？」

「いや……いつも会うのはホテルの部屋で」

　無言で千尋の顔を凝ぎよう視ししてしまう。

　怜衣と彼女を引き合わせるつもりはなかったのが分かっても、驚おどろく言葉を次々と、千尋はなんでもないことのように浴びせてくる。

「……彼女が買い付けてきた石を受け取って、仕事の話をして。それだけだよ」

「え？　あ……べつに、そういうことは……」

　訊きたかったことを先に弁解されて、頰ほおがかっと熱くなった。あからさまに、そんなことを訊きたそうな顔をしていたのだろうか。

「あ、あの、さっきの話、いちおう社長に話してみるので……今日はもう、帰ってもいいですか。ケガしたのきのうの夕方で、今まだ、けっこう右みぎ腕うでが痛くて。午後から警察の事情聴ちよう取しゆにも呼ばれてて。ごめんなさい」

　千尋が頷くのと同時に、怜衣は踵きびすを返した。
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　高遠家での家事代行をもう二週間、五回もお休みしている。

　ひったくりの犯人が捕つかまるけはいはないけれど、右腕はもう痛まない。週一回の通院で電気を当てたり塗ぬり薬をつけてリハビリしたり、というのはしばらく続けるつもりだが。

「れーい」

　神薙が怜衣の隣となり、真知の椅い子すを引っ張ってきて、すぐ傍そばに腰こし掛かけた。

「なんでしょうかー。今海外オークションの入札で競せってるところなんで。あー、もう、これ自動延長かまされるな……」

　もちろん自分の個人的なものじゃない、仕事だ。

　時計を見れば十六時三分、ロスの現地時間は二十四時。長丁場になりそうで、ため息をついた。

「なんつーか、それくらい自分でやりゃーいいのにな、っていう仕事、多いよな」

「それ神薙さんが言います？」

「車の新車中古車を購こう入にゆうしたときの登録とかさ。あんなのぴゅぴゅっと簡単だぜ？　世の中面めん倒どうくさがりな人が多すぎ」

「それは、神薙さんが手慣れてるから、そう思うんでしょ。あれだって書類に不備が多かったり、そこそこ手間だったりするから、他ほかのことで忙しい人たちは『ちょっとお金払はらってラクなほうが』って考えて、よろず屋に依い頼らいしてくれる。……っていうかどうしたんですか？」

　いつも不平を言うのは怜衣で、それを説教してくるのが神薙だ。

「そういう立派な心構えでよろず屋やってるなら、なんで高遠家の家事代行を二週間もサボタージュしてるんでしょうか、青柳怜衣くん。このままじゃリベート取って業者に下ろす俺のもくろみが儚はかなく消えるだろうが」

「…………」

「なんかあった？」

　優やさしく問いかけられて、むすっと口を歪ゆがめる。

「専属で、この先ずっと来てほしいって言われて」

「うん。それで？」

「やだって」

　ぱこーんと頭を叩たたかれて「いってーよ」と痛くもないのに文句を垂れる。

「だって、神薙さんはおれじゃない人を行かせるようにしちゃうでしょ！」

「やなのかよ」

「やだよ。千尋さんだって、他の人ならいやだって言ってたし」

　神薙が「うへぇ」と砂をはく仕草をする。

「じゃあ、おまえが高遠家の専属になるか？　おまえを慕したってくれるじいちゃんばあちゃんの仕事断って」

「ほら、そういう言い方するし」

　文句を返しながら、手元では入札ボタンを押す。神薙がまた「れーい」と呼んだ。

「おまえ、俺への恩とか、そういう人情的なものにあんまり縛しばられなくてもいいんだぞ？」

　指がぴくりと跳はねる。怜衣はそろりと神薙のほうへ身体からだを向けた。

　神薙は腕を組んでにやりと笑う。

「たしかに、男に騙だまされて変な店に連れてかれそうになってたおまえを拾って、俺がここに連れてきたけどさ。俺だっておまえを飼い殺しにするつもりはないんだから。俺に借金があるわけでもなし」

「五千円、返してない」

「いつの？　なんの？」

「最初に会った夜に、焼肉奢おごってくれたやつ。出世払いって言うから」

　神薙はぶっと噴ふき出した。

「それに、アパートの保証人になってくれた」

「そんなのこの辺の不動産屋とは仲良しなんだし、気にすることじゃねーわ」

「なんでろくに金もないのに拾ってくれたの」

「うーん、顔がかわいかったから。あと、まじめに働きそうだったから」

「何それ、ぜんぶ見た目じゃん」

「見た目以外に何で判断するんだよ。履り歴れき書しよか？　んなもんいくらでも噓うそ書けるしな。だらしないやつは顔に出る。爪つめに出る。歯に出る。靴くつに出るよ」

「そんだけチェックしてるのが逆にこえーわ」

　怜衣が震ふるえてみせると、神薙は楽しそうに笑う。

「怜衣」

　そのとき、視線が深く絡からんだ。

　神薙の眸ひとみの奥には、怜衣の知らない闇やみがある。そこに一いつ瞬しゆんで落っこちる。

　それでも神薙が本当には怖こわい人だと思えないのは、心の底で、恋れん愛あいとか友情とかいつ壊こわれるとも分からないようなあやふやなものじゃなくて、この男は自分を守ってくれると信じているからだ。

「絆で結ゆえ」

　ぐるぐるときつく糸で結ぶのが絆。かたちがないものだから、切ろうと思っても切れない、強いもの。それによって、怜衣の身体はいとも簡単に緊きん縛ばくされてしまう。

　気付いたときには、椅子に座ったまま、怜衣の身体は動かなくなっていた。いつも怜衣がかかってしまう、カタレプシーの暗示だ。

「俺が金もなんもないおまえを拾ったのは、おまえとはぜんぜん関係ないやつを、俺が勝手に重ねて見て、そいつの代わりにおまえを助けることで俺自身が救われた心地ここちになるからだよ。おまえをはじめて見た瞬間は、なんか似てたんだわ。拾って、よーく見たら、違ちがってたけどな」

　神薙はあまり自分のことを話そうとしない。今の告白はおそらく明かせるぎりぎりのラインで、これ以上は怜衣にだって踏ふみ込ませないはずだ。

「そんなおれが知らない昔話はいいからさ、暗示といてくんないかな。これ、神薙さんは分かんないだろうけど、ほんとにもう、たまらなくいやっ！」

　うまく表現できないが、全身がむずむずするような、気色悪いかんじがするのだ。

「怜衣が素す直なおに、自分の気持ちを話したらな」

「なんだよ、それ」

　眉み間けんを神薙にちょいと突つかれて、身体中の緊きん張ちようがふわっととける。

「もう、まじ最悪！　遊んでる場合じゃないのに、オークションで高値更こう新しんされてんじゃん！」

「怜衣、知ってるか。暗示にかかるのがいやだったら、夢中になれる別のこと……たとえば、好きな人のことを思い浮うかべて、その人の名前を、心の中でずーっと呼び続けんだよ」

　椅子ごとうしろへ回されて、神薙の眸に捕まる。

「だからやめてって」

　また暗示をかけられそうになって、咄とつ嗟さに千尋の顔を思い浮かべた。

　想おもい人の名を呼ぶ。

　何度も何度も。それしか知らないみたいに。

「絆きずながおまえの身体を縛る」

「…………いや、縛られてない」

　不思議なことに、身体は自由に動く。神薙の暗示にかかっていない。

「おや。ほんとにかかってないな。で、おまえ今、誰だれのこと考えてた？」

　神薙に向ける恩や絆より強いもの。そんなの、神薙に向かって言うわけがない。

　怜衣がむすりと口を閉とざすと、神薙は苦笑いする。

「おまえ、そんなんじゃほんとに欲しいもんは手に入んないぞ」

　次の瞬間、神薙の大きな両手で顔を摑つかまれて、眸の奥を覗のぞかれた。

　ひゅうっと、神薙の眸の空くう洞どうに吞のみ込まれる。

「おまえはもう、さっき何度も呼んだ好きなやつの名前を思い出せない」

　思い浮かべる間もなく、神薙の次の暗示にかかってしまった。

「え……？」

「どうだ？　好きなやつの顔は思い出せるのに、名前が分からないだろ」

「……あ……」

　急激に不安になる。名前が分からない。

「ほら、どんどん忘れてく。あの人に関するいろいろな記き憶おくが、流れて落ちてく」

　それどころか顔以外のことが思い出せない。『記憶』に穴がぽこぽこと空いて、それがざらざらとまるで流砂に吞まれるみたいに消えていく。顔だけ覚えていたって、もう捜さがせないかもしれない。

「いや……いやだ、やめて……やめてよ」

　名前も何も分からないなら、もう会えないかもしれない。

　そう思ったら、ぼろぼろと涙なみだが溢あふれて、とまらなくなって、しゃくり上げた。

「泣くほど好きだって言えばいいんだよ。俺との絆なんかより、おまえは好きなやつんとこで、うんとしあわせにしてもらいな」

「え……」

　そのとき事務所の扉とびらが開いて、焦あせった様子の男がひとり飛び込んできた。

「あぁ、お待ちしてましたよ、高遠千尋さん」

　神薙が男に向かってそう挨あい拶さつしながら、怜衣の眉間をとんと突く。

　──待ってた？

　じゃあ、神薙が彼を呼んだのだろうか。

　すると目の前にぱちぱちとハレーションが起こって、怜衣はまぶしさに驚おどろき、両手で顔を覆おおった。その手のひらが涙で濡ぬれる。

　──千尋さん。

　名前を思い出して、千尋の姿を見つけてほっとしたら、千尋は見たこともないほど苛いら立だちをあらわにした顔でつかつかとこちらへ向かってきた。

　ぶち当たりそうな勢いで、神薙の前に立ちはだかる。

「何やってるんですか！」

「あ、あぁ、わたしはべつに何も」

「泣いてる！」

「すみません、泣かせてしまいましたが。悪いことは何もしてませんよ？」

「どうして泣いてるか説明しろ」

　目の前で千尋が神薙にすごい剣けん幕まくで詰つめ寄っている──それを怜衣は茫ぼう然ぜんと見つめた。

　このままでは千尋が神薙を殴なぐってしまわないかと危き惧ぐする様相だ。

「ち、千尋さん、違うから……これは……」

　──あなたを想って流れた涙だ。

　ふらりと立ち上がったら、千尋が苛立ちをあらわにしたまま「何が違うの」とやっと怜衣のほうへ意識を向けた。

「神薙さんは、おれのこと……助けてくれて、守ってくれた人です」

「おまえねぇ、今それこの人の前で言う？　おまえを迎むかえに来たんだぞ。泣いてた意味を説明すればいいだろうが」

　神薙の言葉にぽかんとして、「迎え？」と千尋に問いかける。

　怜衣は千尋に腕うでを摑まれて引き寄せられ、神薙から離はなされた。

「怜衣くんを、毎日うちだけに来られるようにしてほしいと、お願いしにきたんだ」

　千尋は険しい顔つきでそう言って、しかしなかなか表情をゆるめてくれない。

「さっきそういう電話を貰もらったんだけど、さっそく怜衣を連れて帰っていただいたほうが、話が早いかと思って」

　神薙も何を言っているのだろうか。

「高遠さん、あなたこそ怜衣をどうしたいんですか？」

「それは怜衣くんに言います──でも僕は、彼を泣かせたりしない、これからずっと」

　千尋がきっぱりと神薙に言い放つと、神薙はにっと笑った。

　──ずっと……？

　聞き間違いなのか解かい釈しやく違ちがいなのかと思ってしまう。

　ちゃんと説明してほしくて千尋の腕に縋すがるようにして見上げると、千尋にその手を摑まれた。

　千尋によってここから連れ出される寸前、背中に「怜衣」と神薙の声が届いて振ふり向く。

「あした以降、なるべく早めに最後の挨拶には来いよ」

「……え？　ここを辞やめろって言ってんの？」

　問いかけに神薙は「はいはい、帰れ帰れ」と、斜ななめ掛がけのボディバッグを怜衣に押しつけ、ふたりの背中を押しまくる。

「ほら、真知とか崑ちゃんが戻もどってきちゃう前に。説明すんのまた面めん倒どうくさいだろ」

「オークションはっ？」

「この期ごに及およんでまだ仕事の話か。俺がやっとく。ほらね、こういうやつなんですよ。まじめな子なの。大事にしてくださいね、高遠さん」

　最後にどんと事務所の外へ強く押し出された。

「あーっ、ちょ……」

　神薙が笑え顔がおで手を振って『万よろず屋やかんなぎ』の扉が閉まる。

　啞あ然ぜんとしていたら、千尋に摑まれていた手を引っ張られた。そのまま誘いざなわれるように一階へ続く階段を下りる。

「千尋さん、待って、なんで」

　あと数段で外、という手前で、千尋が足をとめ、怜衣のほうを振り返った。狭せまい階段だから縦に続いて下りていたのを、怜衣が立つ段へ千尋が再び戻って並んだ。

　大人の男がふたり、通路いっぱいに塞ふさがる格好になる。不安定な場所で、とくに高身長の千尋は壁かべドンするつもりはなくても、そうしないと立っていられない。

　狭い場所で詰め寄られて、怜衣は思わず千尋の胸の辺りの上着をきゅっと摑んだ。

「怜衣くんを毎日うちだけに来られるようにしてほしい、とお願いしたら『身み請うけでもする気ですか』と言われた、あの男に」

　おそるおそる見上げれば、こんな表情もするんだ、と驚くくらい千尋は不ふ機き嫌げんそうな顔だ。

「身請けって……もぉ……どうしてそういう、誤解を招く言い方するかな。神薙さんと芸げい娼しよう妓ぎ契けい約やくなんて結んでないからね？」

「だから、『それでいいならそうする』と返したんだ」

　目眩めまいがする。稼か業ぎようを辞めさせて身請けしたあとは自分の伴はん侶りよや愛人にすることをそう言うんだぞ、と言い聞かせたいが、そんなことが分からないはずがない。

「ほんとにおれんことどうする気だよ。いきなり仕事なくなるとか、意味分かんない。千尋さんがどうにかしてくれんの？」

「もう、僕だけのものにする」

　揺ゆらぎのいっさい見えない力強い宣言に、一いつ瞬しゆん呼吸を忘れた。

　怜衣の意見を訊きく気は毛頭ない、とでもいうような強ごう引いんさにときめいてしまう。

「……だからっ……そういう言い方されると」

「きみこそ、どうして僕を避さける？　きみと手を繫つないで寝ねた日、デートしてくれと僕は言ったし、デートだってしたのに」

　今度こそ本気で「何言ってんのこの人」という顔になってしまう。

「デ、デート？　デートってまさかあの洋館にふたりで行ったこと？　千尋さんが途と中ちゆうで帰ったやつ？　ええっ、あれデートなの？　もう一回言うけど、途中で帰ったよね？」

　デートなんて『ふたりでおでかけ』のことをちょっとふざけて言ったのかと思っていた。

　何度だって言うが、千尋はそのデートの途中で帰ったのだ。洋館は回りきったのだし、彼にとっては途中ではなく、ちゃんと終わっていたのかもしれないが。

「ランチもしないで別れたのは……悪かったと帰ってから反省した。でも、きみといると楽しくて、どきどきして、どうしてもジュエリーをつくりたくなってしまって」

　楽しくてどきどきするなら普ふ通つうは帰りませんけど、と申し上げたい。

　才能あるアーティストの思考回路は、凡ぼん人じんには予想不可能で理解もできない。

「僕はきみにジュエリーをプレゼントする約束だってした。その……僕は、自分の気持ちをそれなりにアピールしていたつもりで」

「ええええっ？」

　半貴石のジュエリーはルリ以外の、たとえば恋こい人びとにすらつくったことがないと話していたけれど、そこに込められているのは千尋から怜衣に対するお礼の気持ちだけで、だから勘かん違ちがいなどしてはいけないと思っていたのだ。

　それに、手を繫いで寝た翌日の洋館見学のあとなど、千尋は石のことしか頭にない様子だった。アピールだとか言われても、どこからがそれなのか本気で分からないし、怜衣はこれまで何度も「この人はなんて無む邪じや気きに、思わせぶりな言動をするんだろう」と首を傾かしげてばかりだった。

「ほんとに、千尋さんのことまじで分かんない……。宇宙人だよ、おばけだよ。ちゃんとおれが分かるように言ってよ」

　すると千尋はまじめな顔つきになって、怜衣の眸ひとみをまっすぐに見つめてくる。

「きみ以外の人なんてうちに来てほしくないし、毎日、ずっと傍そばにいてほしい。僕の知らないところで、きみがいつも笑っているならいいけど、苦しんだりケガをしたり、そういうのを黙だまっていられない。きみを泣かせるやつは僕が許さない。社長だか恩人だか知らないが、他ほかの男がきみにふれるのもいやだ。本当にいやだ。もうずっと、傍にいて、安心させてくれ」

「──な、長すぎて吞のみ込めない」

　するともう我が慢まんできないと振り切れるみたいに、千尋に両手で抱だきしめられた。身体からだが押しつぶされそうで、熱い抱ほう擁ようにくらりとするほどの強さで。

「好きだ」

　耳元で囁ささやかれた声に、言葉に、頭の芯しんが痺しびれる。

　千尋は堰せきを切ったように「好き」と繰くり返して、大きな手で怜衣の頭を支え、側頭部や蟀谷こめかみにキスしてきた。

「ち、ちひ、……」

　蟀谷から耳の上の辺りまでくちびるが滑すべったかと思うと、そこをざりっと食はまれる。耳の裏の辺りの柔やわらかな皮ひ膚ふを舌で舐なめられ、吸われる。

　性的な刺し激げきに腰こしが震ふるえて仕方なく、怜衣は千尋の背中にしがみついて鼻を鳴らした。　>>>♥

「……分かった？」

　耳に吹ふき込まれる問いにぞくぞくしながら、千尋の腕の中で夢中で頷うなずく。

　恋の熱に浮うかされ、眸は潤うるみ、背筋の震えがとまらない。

　そこを広げた手のひらでよしよしと撫なでられたって、治まるどころか逆効果で。

　怜衣は自分の頰ほおを千尋の頰に擦こすりつけた。その頰にもキスされて、もう自力で立っていられなくなる。

「……千尋さん……おれも、あなたのことが……」

　突とつ如じよ、スマホの着信音が鳴り出した。

　場違いな調子のキッズアニメのメロディーに思いきり水をさされて、ふたりとも動きがとまる。

「…………ごめん、たぶん、ルリの保育園からの……」

　着信音で分かるように設定してあるらしく、千尋はぴったりくっついていた胸を怜衣から離した。ふたりとも、まだ興奮の残る目つきで、息いき遣づかいだ。

　電話に出るためか千尋は鼻で数回深く呼吸すると、怜衣とは反対の壁にもたれかかって応答している。

　怜衣はたまらず、へなへなと階段に座り込んだ。

　くちびるを手の甲こうで押さえ、乱れた呼吸を落ち着かせようと努力する。

　千尋が、好きと、言ってくれた。何度も。頰をすり寄せたら、そこにキスをくれて。

　今されたことを反はん芻すうするだけで、また背筋がぞくぞくしてくる。

　──だめ。だめだめ。

　階段の数段下はもう外だ。人が行き交かう靴くつ音おと、客寄せの声や店のＢＧＭが響ひびいている。

　神薙ビルの前に古いラブホテルがあるけれど、そこには一度も入ったことはない。今なら血迷って飛び込んでしまいそうだ。

「……ええっ？──は……はい……」

　千尋の声こわ色いろが発するごとに緊きん張ちようを帯びていき、顔色が青ざめていく。瞬しゆん間かん的に、ルリに何かあったのだと察して、寸前まで浮かれていた怜衣もいっぺんに冷や水を浴びせられた心地ここちになった。

　通話を終えて、千尋が怜衣を縋すがるように見る。スマホを持つ千尋の手が震えていて、怜衣は息を吞んで言葉を待った。

「ルリが、保育園から、いなくなったって……」

「ええっ?!」

　そこにちょうど、ひと仕事を終えた崑と真知が現れた。階段を塞いでいる怜衣と千尋をふたりが見上げ、真知が「そんなとこでどうしたんスか」と問いかけてくる。

「ルリちゃんが……高遠さんの娘むすめさんが、行方ゆくえ不明だって今、保育園から連れん絡らくが」

「行方不明？　いくつの子だよ」

　訊いてきたのは崑だ。

「五歳児。保育園の最年長クラス。駒場東大前駅が最も寄より駅だけど、そこからはちょっと距きよ離りがある」

「とりあえずうちの車出してやる。真知、上行って神薙さんに許可貰もらってこい」

　それから崑に社用車を運転してもらい、ルリが通う『駒場あいいく保育園』へ急行した。

　途中で園から何度か電話が入り、「駒場の駐ちゆう在ざい所しよには連絡して、園の職員も周辺住民も総出で辺りを捜そう索さくしてもらってます」とのことだ。

「……裏門が開いていたらしいです」

　通話を終えた千尋の報告で、車内はしんとなった。

「保育園ってそんな簡単に子どもが出入りできるもんなの？」

　真知の質問に怜衣が眉まゆを寄せて答える。

「今日は周辺にお住まいのご老人や就園前の幼児を招いての交流会が催もよおされてたそうで、人の出入りが特別多かったのかも。日中表門は閉めきってるけど、裏門は内側から開けたら出られる。子どもでも外せるような落とし棒と錠じよう金具です」

　だからといって園児が行方不明になっても仕方ないという理由にはならないが、ちょっと目を離はなした隙すきの事故など起こってしまうのが実情だ。

　保育園は周辺を散歩コースにしているし、ルリは歩き慣れている。子どもの足とはいえ、もう来年は小学生で活発だ。

　ルリはとくにバスに乗り慣れていない。井の頭線最寄り駅までは大人の足で徒歩五分。保育園周辺は細い路地が続く住宅地だが、車の往来もあり、それほど入り組んでいない。

「不ふ審しん者しや情報は署の管かん轄かつ内でも毎日かなりの件数が入るらしいです……」

　さっきの電話で、千尋が自らその件を確かく認にんしていた。

　声こえ掛かけ事案は見過ごされることも多いし、よほどしつこく声をかけられたりしないかぎり、不審者情報としては保護者に逐ちく一いち報告されない。ただし園にはすべて情報が届き、それは驚おどろくほど多い数なのだと通園途中のママから怜衣も聞いたことがある。

　自身も小学生の娘がいる崑は、深いため息をついて唸うなった。

　保育園に到とう着ちやくした頃ころ、捜索範はん囲いを広げる、との声が届いた。

　どの辺りまで捜さがしたのか確認すると、高遠家から通園で通る道はすでに捜索したが見つかっていないとのことだ。

「園では普ふ段だん、駒場東大前駅から向こう、井の頭線が通る方面へは行かないことにしてるんです。線路と踏ふみ切きりがありますし。線路を越こえた辺りはまだ捜してません。そちらの駅員にも情報提供をお願いしました」

「線路は怖こわがるので、踏切は渡わたらないと思います。電車やバスもひとりでは乗せません」

　青ざめた顔の園職員から説明を受け、千尋が険しい相そう貌ぼうでそう返しているのを聞きながら、捜索のための地図を怜衣も見せてもらった。

　子どもは大人の想像を超こえた行動を取ることがある。ローラー作戦で捜索してもこの周辺にいないなら、ひとりで電車に乗ったか、誰だれかの車に乗った可能性も高い。

「ひとりでも行くようなところに心当たりは？」

「……いえ、ひとりでなんてそんな」

　周辺住民の問いかけに千尋はそう答えて、苦しそうに顔を歪ゆがめている。

　渋谷方面、首都高三号線のほうまで行ってみようという声が上がる中、警察官の声が轟とどろいた。

「渋谷区道玄坂一丁目の質しち店より通報。該がい当とうの女児を保護した可能性──」

　それを聞いて今にも駆かけ出しそうな千尋を「車、乗って！」と怜衣が引きとめた。







　ルリは高遠家から徒歩十分ほどの距離にある質店で、数人の警察官に囲まれていた。

「……なんで」

　昭和レトロな佇たたずまいの質店など、園児が来るところじゃない。

　ルリは丸まる椅い子すに座りしくしくと泣いていて、警察官らはみんな宥なだめるのに必死だったようだ。

　千尋が「ルリ」と呼んでも、怒おこられると思っているのか、泣くばかりで動かない。

　白しら髪が交じりの質店の主人の話では、ルリが宝ほう飾しよく品ひんを手に入店し「お金に換かえてほしいの！」と買い取りを希望した、とのことだ。

「買い取り？」

　そこで質店の主人が千尋に見せたのは『コーエン・チヒロ』のジュエリー数点。リングやネックレスなどすべて子どもサイズのものだった。

「こんなちっちゃい子が宝飾品持ってきて。これはぜんぶ『コーエン・チヒロ』のよ──って言われてもねぇ。刻印も鑑かん定てい書しよもなんにもないものを持ってこられてもさぁ……」

　ほとほと困った、という様子の主人の言葉に、ルリがまた「うわああああん」と泣き出してしまった。「ルリちゃん、おいで」と怜衣が屈かがんで呼ぶと、ますます顔をぐしゃぐしゃにして、大泣きしながら飛び込んでくる。

「ルリちゃん、だいじょうぶだよ。誰も怒ってないから。みんなびっくりしただけ。パパもすごく心配だったんだよ。ちゃんとパパを安心させてあげな」

　ぽんぽんと背中をさすって、怜衣の脇わきに屈む千尋のほうへ顔を向けさせると、怜衣の首筋にぎゅっとしがみついたルリが小さな声で「パパァ、ごめんなさい」としゃくり上げながら謝っている。

「心配した」

　短くそう言って千尋が両手を広げると、ようやくルリが怜衣のもとを離れて千尋に抱だきついた。







　警察官と質店の店主に迷めい惑わくをかけたことをお詫わびし、園に戻もどった。捜索に関かかわってくれた周辺住民にも協力のお礼など挨あい拶さつをして、ほっとできたのは十九時近くだ。

「おふたりにもご迷惑をおかけして……いろいろありがとうございました」

『万よろず屋やかんなぎ』の崑と真知は、高遠家まで車で三人を送り届けてくれたのだ。

　べったりとくっついて離れないルリを抱っこしたまま千尋が頭を下げると、崑と真知は「俺らは車走らせただけだよ」と笑って帰っていった。

　車を見送りながら、崑と真知に『万屋かんなぎ』を辞やめることになったと言いそびれたな、と思ったけれど、あらためて挨拶に行くときに会えたらいい。

　怜衣が高遠家を訪おとずれたのは二週間ぶりだ。

「ルリちゃんをお風ふ呂ろに入れてあげてください。おれ、ごはん作りますから」

　怜衣の申し出に千尋が「うん、ありがとう」とルリと一いつ緒しよにバスルームへ向かう。

　その途と中ちゆうでルリに「怜衣くん」と呼ばれた。

「帰らないでね」

　お願いされて、怜衣は笑え顔がおで「帰らないよ」と頷うなずいた。

　二週間もここへ来なかった自分を、ルリも待っていてくれたのだろうか。

　冷蔵庫の中はさぞかし何もない状態なのだろうと思いつつ開けると、意外とちゃんと食材が入っていた。肉類も野菜類も新しん鮮せんだ。

　怜衣が来ない間、千尋ががんばったのかもしれないし、誰か来ていたのかも。別れた妻、なんて強きよう烈れつなワードも頭に浮うかぶが、仕事の話ですらここへ寄らないというくらいだ。新王は家に出入りはするけれど、台所にはまったく入らない。

「……信じよう」

　きっと千尋ががんばったのだ。食材はわざわざスーパーへ行かなくても宅配でだって届くし、食育だなんだといっぺんに完かん璧ぺきを求めたらいけない。できる範囲でも親が懸けん命めいにやっていることを、子どもはちゃんと見ていて知っている。

　冷蔵庫の中の食材をざっと見て献こん立だてを考える。大人ふたりと、五歳児ひとり分。

　最初にサラダを作って冷やしたら、おかずの食材の準備だ。

「サラダに玉子ものっけようかな」

　卵を茹ゆでながら、ルリは今日どうして、自分の大切にしているジュエリーを質店へ持ち込んだのだろうか……と考えた。

　お金に換えてほしい、とお願いしたのだから、そういうことなのだろうけど。

　あの質店は、千尋が気に入っているコーヒー豆を売っている道玄坂の喫きつ茶さ店てんまでの、その道の途中にある。ルリとふたりでお散歩がてらコーヒー豆を買いに行ったときも通った。

　ルリはその道すがら「ここ、なんのお店？」と怜衣に質問し、「アロマオイルの店だよ」とか「扇せん子す屋さんだよ」と答えながら進み、質店についてもどういう商売なのか説明した記き憶おくがある。

「あぁ……おれか。おれが子どもによけいな知ち恵えを」

　千尋にあとでちゃんと謝ろうと自省し、夕飯を作った。







　夕飯も終わり、ルリを寝ねかしつけたあと、お風呂で今日のことをルリと話したという千尋が、怜衣にもその内容を報告してくれた。

　ルリの大だい冒ぼう険けんの概がい要ようはこうだ。

　園の催もよおしに乗じて裏門から保育園を抜ぬけ出すことに成功。そのあと、まるで保護者同どう伴はんであると見えるように、そのときたまたま通りかかったお喋しやべりに夢中のおばさまふたり組のうしろをついて進み、自宅がある神泉町まで戻ってきたらしい。

「すごいよね。子どもはひとりで歩いちゃだめだからって」

「かしこい……」

　褒ほめられたことではないけれど、でもそのおかげで、変な人から声をかけられなかったのかもしれない。

　自宅に無事辿たどりついたルリは玄げん関かんの鍵かぎを開け、子ども用のジュエリーを通園バッグに入れて、あの質店へ。そこであえなくご用となった。

　どうして大切なジュエリーを買い取ってもらおうとしたのか──それは怜衣のためだった。

「えっ、おれっ？　ええっ！」

　そこまでおとなしく報告を聞いていた怜衣は、ソファーから飛び上がる勢いで悲鳴を上げた。

「怜衣くんが、いろんなお仕事しなくてもいいようにって。うちの専属の人になってもらうために……って。子どもの浅知恵で、僕もちょっと笑ってしまった」

「そ、それって、おれが『お金がないから毎日たくさんいろんなお仕事してるんだよ』って適当なこと言ったからっ?!　わーっ、ごめんなさいっ！」

「つまりルリも、ずっとうちに来てほしい、って思ってるってことだよ」

　千尋は笑って話しているが、それは無事にルリが戻ってきたからだ。行方ゆくえ不明の報しらせが入ってから、ルリの身に何かあったらと、千尋は身がちぎれるような思いをしていたに違ちがいない。怜衣だって、生きた心地ここちがしなかった。

「でね、『ニセモノの半貴石はいくらにもならないよ』ってあの質店の店主に言われたらしくて、ルリがものすごく怒っててさ。『世界にたったひとつのジュエリーなのに価値が分からないなんて、おじさん、へっぽこぴーよ』って言ってやったんだって。へっぽこぴー。なんかじわじわきて」

「へっぽこぴー」

「気ぃ強いの。で、警察に通報されたらしい」

　今だから笑い話になるけれど、子どもの純じゆん粋すいな想おもいを知ったら泣けてきた。

「ごめん、もう……」

「怜衣くんのせいじゃない」

「なんかさ、適当なこと言っちゃだめだね。あと、ルリちゃんがおれを待っててくれたなんて思ってなくて、二週間も顔も出さずに。反省しました。ごめんなさい」

　ぐいと涙なみだを拭ぬぐうと、千尋に顔を覗のぞかれる。

「僕も待ってたんだよ。なんで避さけた？」

「だって、わ、別れた奥さんとまだぜんぜん繫つながってんじゃん、とか、そんなの知らなかったから、めっちゃびっくりしたし、よろず屋としての自分しか求められていないんだって思って……」

　涙で濡ぬれた怜衣の手を覆おおうように、千尋が手を重ねた。

「離り婚こんする前もあとも、別れた妻とは仕事上のパートナーで、きっとこれからもそれは変わらない。原石バイヤーとして、彼女ほど優ゆう秀しゆうな人物を僕は知らないから。いつもはマネージャーの新王さんが僕らの橋はし渡わたし役をしていて、あの日みたいに直接会うのは年に一回あるかないかです。あの日ももちろん、会うときは新王さんも一緒で、ふたりきりってことはないよ」

　ちゃんと説明されたら、安心した。でもあのときは「どういうことだよ」なんて訊きける立場にもなかったし、驚おどろいて逃にげてしまったことについては、分かってほしいし許してほしい。

「怜衣くんにきちんと話しておけばよかったんだけど、こういうのって、何からどう伝えればいいのか分からなくて。恋こい人びとではないのに急に説明するのも変だし、ずっとうちに来てほしいってお願いしたら断られるしで……」

　千尋も戸と惑まどっていたのだろう。

　見つめ合って、怜衣はそっとはにかんだ。

「きみのほうこそ、前の彼のこと……」

　怜衣は千尋の指に指を絡からめて繫いだ。

　千尋はきっと、怜衣が前の彼を忘れられないでいる、強がっているだけ、と勘かん違ちがいをしている。

「下北のカフェで、元カレの話をしたとき『当時は好きだった』──って泣いたの、あれ、千尋さんに向かって彼への気持ちを言わされたのがいやで、泣いたんだからね」

「……僕の、せい？」

「そうだよ。最悪だよ。千尋さんへの気持ちを口に出せないでいるのに、元カレのこと『好きだった』なんて言わされて、それをなんで千尋さんに『彼に対して今も未練がある』って誤解されなきゃならないんだろって思ったら、切なくて」

「……あれ、僕のせいで泣かせたのか……」

「そうだよ。元カレのために泣いたわけじゃないよ。千尋さんが泣かせたんだ」

　千尋は気まずそうに顔を顰しかめて、「ごめん……」と謝ってくる。

「……でも、なんでおれなの？　千尋さん、ノンケなのに」

「ノンケなのにと言われたら、そこはよく分からないけど……でも、僕はきみといるとなぜだか、心躍おどるんだ。怜衣くんがはじめて僕のジュエリーを身につけてくれたとき、目の前がぴかぴかした気がした」

「ここで、再会した日？」

　驚いて怜衣が問うと、千尋はうんと頷いた。

　あの日、グリーンアメジストの、雫しずくのかたちをしたネックレスを千尋が怜衣の首元につけてくれて、身の置き所がないほど千尋に見つめられたのを覚えている。

「最初は、どうしてこんなに、自分の心がざわつくのか分からなかった。怜衣くんとの出会いがアレだったから、変なふうに意識しちゃってるんだろうなとも思ったし」

　それはとても分かる気がする。

　怜衣もどこまで距きよ離りを縮めていいのか分からずに、ずいぶん戸惑っていた。

「でも会うたびに、またすぐに会いたいなと思った。怜衣くんが帰ったあとも、まぶたの裏とか、頭の中にきみの姿や笑顔がちらついた」

　これまで無む邪じや気きな思わせぶりだと思って困こん惑わくしていたけれど、千尋のそれはじつはささやかなアピールで、本当の気持ちが見え隠かくれしていたということなのだろうか。

「それにルリとのことで、きみに気付かされたことがたくさんあって、それも嬉うれしかった。ルリは僕の人生の一部だ。恋れん愛あいの上でも、僕はルリの存在を切り離はなしては考えられない」

「うん……分かるよ。ルリちゃんを大切に想ってる千尋さんのこと、見てたから」

　千尋は人を相手にすると不器用で、仕事になると自分勝手なところもある。でもそれを開き直ったりはしなかった。半貴石オタクで、そっちに心を持っていかれがちではあるものの、ちゃんと歩み寄ろうとしているのは伝わる。

　デートは途と中ちゆうでぶっちぎられたけれど、あれも本人的には悪気はなかったのだろうし、反省もしていたから。その辺りもひっくるめて高遠千尋なんだと分かっているので、いやな気持ちにはならなかった。

「それに僕は、誰だれかひとりのためにジュエリーをつくりたいと思ったのははじめてだった。あ……ルリ以外でね。今までは、石の声を聞いて、その石にとっていちばん綺き麗れいに輝かがやけるかたちにしてあげようって、そういう思いでジュエリーをつくってた」

　そう言って千尋は立ち上がり「ちょっと待ってて」とリビングを出て行く。

　僕はきみにジュエリーをプレゼントする約束だってした──と今日話していたから、もしかして、と期待の気持ちが勝手に大きくなる。

　どきどきそわそわしながら待つと、戻もどってきた千尋が手に持っていたもの。

　親指の爪つめほどの大きさの半貴石をペンダントトップにしたネックレスだった。

　まるで手のひらの窪くぼみにできた、小さな水たまり。とろりと濡れた表面にはまろやかな艶つやがあり、肌はだに吸いつくように添そう半貴石だ。

「わぁ……」

　真夜中の空を思わせる深くて濃こいブルーから南の島の海みたいなブルーへのグラデーション、その中に天の川のように流れるカナリアイエローと、アースブラウンが滲にじんでいる。指先で摘つまんで翳かざすと、黒みを帯びるほど濃いブルーが光を蓄たくわえたパウダーブルーに、クラックによってグレーの色味も加わり、不思議に色が変化する。

「何これ……宇宙みたい」

「ラブラドライトっていう天然石。虹にじ色いろに変化するっていわれてる。自分の気持ちを素す直なおに表現できるように、自信を持って進めるように──この石が持つ力だと信じれば、怜衣くんのお守りになるかなって。きみの白い肌に、きっと似合う」

　ミル打ちのゴールドチェーンも繊せん細さいで、ラブラドライトを際きわ立だたせて美しい。

　千尋が前から腕うでを回し、それを怜衣の首につけてくれた。胸むな元もとに半貴石が添うとひやりとして、少し震ふるえる。夢のような色の石は、怜衣の肌にあたためられてしっとりとなじんだ。　>>>♥

「こういうの、なんだかきみを束そく縛ばくする行こう為いに思えて、僕はちょっと照れくさい」

「……嬉しいよ。こんな綺麗な石で、想いで束縛されるのなんか、嬉しいに決まってる……」

「似合ってる。綺麗だ」

「相当恥はずかしいんだけど」

「僕はその百倍くらい恥ずかしい。自作の曲をプレゼントするミュージシャンも、こんな気持ちなのかな」

　彼の少し照れた顔が好きだ。愛いとおしくて、ときめいて、たまらない気持ちにさせられる。

「……千尋さん、おれまだ、ちゃんと言えてないから言わせて」

　千尋の手を取って、そうしたらなんだかキスしたくなったから、その指にくちびるを寄せた。

　心を震わせる、夢のようなジュエリーを生み出す指に、敬愛と深愛の意味を込めて。

「千尋さんが好きです」

　はじめて声に出して、自分の気持ちを伝えられるしあわせを嚙かみしめる。

　伝えられずに終わる恋もあったし、受けとめてもらえなかった恋もあった。だからこそ、気持ちを声にのせ、交かわせることは奇き跡せきみたいで、こんなにも感動する。

「あなたの過去も、あなたの大切なルリちゃんも、今の千尋さんをつくってるぜんぶを受けとめたい。おれに受けとめさせてほしいです」

　今の自分をつくっている過去ごとぜんぶ受けとめてくれる人──自分にとっても、それが千尋だったらいいなと思う。

　千尋が怜衣の手を取って、同じように指にキスをくれた。

「ありがとう。僕も、きみのぜんぶ、まるごと好きになったんだ」

　目の前がぱちぱちとする。血が滾たぎる。肌が熱くなる。

　そのまま手を引かれ、千尋にしっかりと抱だきとめられた。

　心ごとぜんぶを抱ほう擁ようされ、言葉と身体からだで愛されていることを実感できる。

　怜衣も千尋の背に両腕を回し、目を閉じて深いため息をついた。

「おれも、千尋さんと話すと目の前がちかちかしたり、ぴかぴかしたり。緊きん張ちようして、肌がざわざわってして、コントロールできなくなる」

「怜衣……」

　しがみつく怜衣の頭に千尋がキスをくれて、怜衣は千尋の首筋に頰ほおをすりつけた。お返しみたいに、今度は千尋が怜衣の首筋にくちびるを押し当てる。そこを軽く吸われただけで、怜衣の肌は薄うすく色づいた。

　千尋が怜衣のひたいと合わせ、鼻の先を軽くふれ合わせて、眸ひとみを覗いてくる。

「もう、僕だけのものにする」　>>>♥

　頭を両手でしっかりと支えられて、はじめてのキスをした。

　軽く重なって離れると、千尋が眩まぶしそうにする。

　顔を倒たおしてくちびるを合わせ、また角度を変えて押しつけられて。

　怜衣も千尋の頭を両手で摑つかみ、「もっと……」と押し当てた。口こう唇しんが捲めくれ、千尋の舌がとろりと合わせ目に挿さし込まれるのと同時に怜衣も舌を絡める。

　舌ぜつ下かをくすぐられて、舌の表面も側面もねっとりとこすれあうと、目め尻じりに涙なみだが滲むくらいに気持ちいい。くちびるを優やさしく食はまれて、舌を絡めて吸われる間も、千尋の手が背中や腰こしを這はって、そこからぐにゃりと力が抜ぬけていく。

　たまらず甘えるように鼻を鳴らし、鼻び腔こうから漏もれる息いき遣づかいが興奮を伝えて、そうしたら千尋のキスがもっと深くなった。

「……あ、……ぁはっ……」

　口こう蓋がいも頰の内側も、ぜんぶを舐なめ尽つくされるようなキスだ。

　呼吸が弾はずみ、ますますボルテージが上がっていく。

　ひとしきりくちづけあいリップ音を立てて離れると、怜衣は潤うるんだ眸で千尋をうっとりと見つめた。

「怜衣くん……怜衣……」

　名前を呼ぶ千尋の声はどこかうわずっていて、覗のぞき込んだその目には欲情が滲んでいる。今までに見たどんな千尋より男っぽくて、背筋がぞくぞくする。

「千尋さん……おれ、したい。すごく」

　言葉にするだけで腰の辺りがじんと熱くなる。

　今じゃなきゃいや、待てない、と伝えたくて千尋の腕をぎゅっと摑んだ。

「……僕もしたい。今すぐ」

　怜衣が望んでいることを、千尋も求めてくれる。

　男の自分に、男と恋愛した経験がない彼がそうなっているのだと思うと、たまらなく嬉しい。

　怜衣は「それで……引かないでほしいんだけど」と迷いつつ、言おうと決意した。

「おれ、千尋さんと抱き合って、舐めあったり、こすりあったりしたい。千尋さんが挿いれたいならそうしていいし……」

「ぜんぶしたい。挿れたい」

　食い気味に簡潔な答えをくれたから、怜衣はちょっと笑った。

「怜衣くんを、ちゃんと抱きたい。どうしたらいい？」

「え……えと……」

　ソファー脇わきの床ゆかに置きっぱなしのボディバッグの中から「これしかない」とゴムを千尋に手て渡わたした。







　二階にある千尋の寝しん室しつに、手を引かれて入った。

　互たがいの表情が確かく認にんできるぎりぎりの明るさに調光し、ベッドに腰こし掛かける。

　怜衣もシャワーを浴びたので、今はふかふかな肌はだ触ざわりが心地ここちいいクリーム色のバスローブ一枚だ。

　千尋に「おいで」と呼ばれて、ベッドの上を四つん這いで進み、向き合った。

　胸のラブラドライトに、千尋が指先でそっとふれる。そのままバスローブの襟えりの重なりまで下りて、指先が内側に潜もぐり込んだ。ちょうど心臓の辺りで千尋の手がとまって、彼が色っぽく笑う。

「鼓こ動どうが……速いね」

「……好きな人にさわられて、だから……っ……」

　千尋の指先がさらに深くバスローブの中へ入ってくる。たったそれだけでひどく興奮して、胸が大きく上下してしまう。

　中を探さぐられ、指先で見つけた小さな乳ち首くびをつままれた。反射的に膝ひざに置いた手をぎゅっと握にぎりしめる。

「すごく、ちっさい」

「……だって男だから」

「え？　あぁ……べつに比べたわけじゃないよ」

　女の人と。分かっているけれど、心が乱れる。千尋の前の相手を見たことがあるからよけいに。

「あっ……」

　バスローブの中で、乳にゆう暈うんごと指先で摑むように弄いじられ、爪つめの先で弾はじかれたり捏こねられたら背筋が震えるくらい感じてしまい、怜衣はもじっと膝をすりあわせた。

　目を瞑つぶって歯を食いしばるくちびるにふいにキスされて、潤んだ眸を覗かれる。

「……こうされるの好き？　もっとしていい？」

　肩かたを抱かれながら頷うなずいて、ベッドに横たえられた。

　千尋の愛あい撫ぶはとても丁てい寧ねいで、怜衣は浅い呼吸をするのに必死だ。ほとんど目を開けていられない。

「なん、で……んんっ……千尋さっ……男とすんの、ほんとに……はじめて？」

「はじめてだよ。でも……関係ないよね」

　ペニスをぐしゅぐしゅと手しゆ淫いんされながら、乳首を吸われる。それだけで腰を揺ゆらしたくなるけれど、怜衣は千尋にぎゅっとしがみついて形勢逆転で上になった。

「おれも、千尋さんにさわりたい。舐めたい。さっきから千尋さんのが脚あしに当たってて、たまんないんだって」

　千尋は軽く驚おどろいた顔をして、「僕だって、きみをイかせたい」と楽しげに笑ったかと思うと、下から先っぽを捏ねられて腰こし砕くだけ。性交のためのローションがなくて、ワセリンが主成分のクリームと、今は怜衣の先走りが混ざっていいぬめり具合になっているのが追い打ちをかける。

「ふぅっ……ンッ……！　やぁっ……」

　逆手で根元から先せん端たんまでこすり上げられて、もうこのままイかせてほしい──と思ってしまう。

「あ、やだ……やだ、やっぱり、はじめてだから一いつ緒しよに」

　怜衣も千尋のペニスを摑んだ。熱くて硬かたい。ノンケの彼が自分との行こう為いで萎なえずに、こんなふうになってるんだと思ったらますます高まる。

「千尋さんのこれ、口でしたい。舐めたい。舐めていい？」

「じゃあ、僕も怜衣くんのを舐める。レクチャーしてもらってるんだし、おんなじことしたいじゃない」

「レクチャーって、さっきからおれほとんどされっぱだ……」

　千尋のものを咥くわえようと怜衣が脚の間に陣じん取どったら、さしたる抵てい抗こうも見せずに千尋が動いてシックスナインのかたちに持ち込まれた。

「千尋さん、はじめてなのに無茶するー……」

「無茶じゃないよ。怜衣くんは口では『いや』とか『だめ』とか言うけど身体からだは素す直なおで、楽しいな」

　そんなことを実際に楽しげな調子で言われて、先にぱくんと千尋に含ふくまれてしまった。

「あぅっ……もっ、もぉー……っ……」

　自分の下半身を覗くと、千尋が裏筋をべろりと舐めあげるのが見える。

「粘ねん膜まくが剝むきだしで、身体の他ほかのどことも違ちがう舌触りなんだな……」

　感心したような口調で人体の不思議について語りながら、いやらしいことをしているなんて。

　千尋のあたたかい口内にぜんぶ吞のまれて、角度を変え、ゆったりと頭を振ふられる。頰ほおの内側の粘膜や口蓋に雁かり首くびをこすりつけられるのがたまらない。

「うううんっ」

　千尋がしてくれてる──と思うと、腰がじいんとした。先走りが溢あふれるのが分かる。

　それから互いのものを口で刺し激げきしあった。怜衣が舌先で先端をくすぐって啜すすり、口を窄すぼめてピストンすると、千尋も同じようにしてくれる。

「ぁ……んっ、きもちぃっ……」

　自分が男同士のセックスをおしえる立場だというのも忘れて、息を詰つめて奥歯を嚙かみ、千尋が施ほどこしてくれる口淫につい夢中になってしまった。

　お留守になっていた怜衣の口に、千尋が自身のペニスに手を添そえて、僕のもちゃんと舐めて、とばかりに押し当ててくる。

　躊ちゆう躇ちよなく求められたら、頭の回線が焼き切れそうなほど興奮した。だから夢中で、千尋のものを喉のどの奥まで吞み、舐めて吸う。

　互いに一度達し、しあわせな気分でしばらく抱だき合った。

　べたべたとくっついたまま、ここが好きとか、どうされるのが好きとか、互いにおしえあった。指でふれて、くすぐりあって、目が合ったらキスを交かわす。

「……する？」

　怜衣が千尋の兆きざし始めたペニスを撫なでながら問うと、千尋が嬉うれしそうに「する」と答えて、ふたりはまた長い長いキスをした。

　怜衣がシャワーを浴びたときに、うしろで受け入れるために整えたので、そこは少し柔やわらかくなっている。自分でしたのは、そこで受け入れる行為があまりにもひさしぶりすぎて、それをするのがはじめての相手で、準備の段階で挫くじけるようなことになりたくなかったからだ。

　今いま更さら初心うぶなふりをするつもりはないけれど、男との行為に慣れているゆえに、と千尋に誤解されたくないから、ふたりのためなのだともぞもぞ伝えた。

　そんな怜衣の気持ちを千尋は理解してくれて、そっと抱きしめてくれる。

「次するときは、こういうこともぜんぶ僕にやらせてね」

　千尋の指を受け入れ、怜衣は頰をシーツに埋うずめて、こくんと頷いた。

　好きな人に身体の内側をさわられてる、と思うだけで、あちこちが粟あわ立だつ。

「男のこういうとこに指とかペニス挿いれるの、すごいいやらしい。本当は挿れるところじゃないし、子どもをつくるためでもなくて、ただ身体を繫つなげたいからするなんて、愛しかないよね」

　ふたりの間には愛しかない、と言われたら、嬉しくてたまらない。

　夢見心地になっていたら、脚を折り曲げて秘部があらわになるポーズを取らされた。

　敏びん感かんな箇か所しよが空気にさらされてきゅっと窄んだところに、柔らかに濡ぬれたものを押し当てられて下か肢しがびくっと跳はねる。じっくり見られるのまでは想像できたけれど、想定外のことに怜衣は小さく呻うめいた。

「そこ、舐なめっ……るの」

「……気持ちよさそうだから」

　後こう孔こうに千尋の濡れた舌を突つっ込まれて、下腹がきゅんとなる。

　舌と指の両方をいっぺんに縁ふちに感じたかと思うと、そこを舌であやすようにくすぐられながら指が深く挿そう入にゆうされる。そういうふうにされると腰こしの辺りに力が入らない。

　やがて千尋が怜衣の身体の上を這はい上がってきて、快感にだらしなくとろけた顔を覗のぞかれ、怜衣は彼の腕うでの陰かげにごそごそと隠かくれた。

「なんで隠すの？」

「変な顔してる、……んっ」

「どこが？　見たい。見せてよ」

　れい、と甘い声で呼ばれ、キスでおびき寄せようとするのがおかしくて、ちょっと笑ってしまう。くすくす笑い合っていたら指が奥深く沈しずみ、音が響ひびくほどに抉えぐられて、怜衣は息を詰めた。

　ぬく、ぬく、と出たり入ったりする束ねられた指が、知ってか知らずか中の胡桃くるみを掠かすっている。

「千尋さんっ……それ、そこっ……」

　千尋の手を摑つかんで自ら腰をすりつけて、ここがイイのだとおしえる。

　くちづけあい、千尋が充じゆう分ぶんすぎるほどうしろを愛撫してくれた。ふたりが深く繫がるために、そこで受け入れさせるために、千尋の指で道筋をつけられている。

　抱きしめられ、千尋のくちびるや鼻び梁りようや頰を「愛いとしい」というように首筋にすりつけられながら、奥まで拡ひろげさせられている。

「……挿れて、いいよ」

　千尋がゴムをつけるのを背後から抱きついたままどきどきと待ち、怜衣が「きて」と手を引いた。

　自分を抱いてくれる人の顔や姿を見ていたくて、前から繫がる。

　千尋のペニスの先端が潜もぐり込んだ瞬しゆん間かんは、興奮のあまり繫がったところがじんと痺しびれて、それを痛みと勘かん違ちがいしてしまった。

「……いたぁっ、……」

「痛い？」

　焦あせった声で訊きかれて、「抜ぬかないで」と千尋の腕に縋すがった。

「違うから……。ごめん、痛いんじゃなくて、すごく、こうされたくて待ってたから」

「中が、痙けい攣れんしてる」

「うん……だからもうちょっとだけ待って……。いっぱい、キスして」

　まだ半分ほどのところでおあずけを食った状態なのに、千尋は頰や耳みみ朶たぶやくちびるに優やさしいキスをくれる。あやすように、宥なだめるように。

　ただ繫がったまま交わすキスがしあわせで、頭の芯しんまでとろけてしまう。

「ゆっくり、奥に……」

　誘さそうと、千尋は浅い呼吸で整えながら、怜衣を気き遣づかいつつ、いちばん深くまできてくれた。

　ただひとつになれただけじゃなくて、これ以上ないほどの最さい奥おうに千尋が到とう達たつしたことに、怜衣の内ない壁へきは歓よろこびで収しゆう斂れんする。

「あ……あぁっ……」

　頭の中で小さな爆ばく発はつが起きたような、脳が痺れるくらいの快感だ。

　内うち襞ひだが絡からみついて、千尋のかたちや熱さや硬さを感じて味わっている。

　怜衣は上げそうになった悲鳴をどうにか吞み込み、千尋の背中に両腕を回してしがみついた。

　がくがくと腰が揺れる。どうにもたまらず、千尋の胴どう部ぶに脚あしを絡めて全身で彼を頼たより、ひとつになっている感激にとっぷりと浸ひたった。

「怜衣……だいじょうぶ？」

「すごいっ……気持ちいい……あぁ……」

　千尋の硬かたいペニスが胡桃を押し上げているから、動かさなくても気持ちいい。背筋が震ふるえて、内襞が勝手にいやらしく蠢うごめいてしまう。

「ち、ひろさっ……そのまま、こすって……」

　熱いかたまりを放すまいとしてきつく締しめ付けようとする隘あい路ろを、力強い腰遣いで搔かき回される。

「あ、あっ、あぁっ、ああっ……！」

　両脚を抱かかえ上げ、押し広げられて、繫がりをあらわにされた。

　後孔に打ち込まれるたびにゴムがぐしゅぐしゅと音を立てて、泡あわ立だっていく。

「あぁ、あ、も、もっと」

　手を繫ぎあって、千尋が腰を振るスピードを上げてくる。

　角度を保ってまっすぐにスライドされるのがよくて、怜衣は嬌きよう声せいを上げた。　>>>♥

「それっ、ああ、好きっ……！」

「速いの？　動かし方？」

「ぜんぶっ……好き、あっ、ああっ」

　接合部から、ばちゅばちゅと派手な音が響き、激しい交接で頭に酸素が回らなくなってくる。

「い、いい、いく……」

　揺すり上げられながら、鈴すず口ぐちからドライオーガズムのための淫蜜がだらだらと溢あふれ出した。

「怜衣、これイってるの？」

　何度も襲おそう絶頂感に声も出せずひくひくと喘あえいで、緊きん張ちようしていた身体が次し第だいに弛し緩かんする。

　なかなか呼吸が整わず、あまりの快感に茫ぼう然ぜんとしていたら、千尋が「だいじょうぶ？」と覗いてくる。

「……射精と、違ちがうやつ……。……今の、ドライだった」

　ぎゅっと千尋に抱だきついて昂たかぶった声のまま耳元で「気持ちよかったよぅ」と甘えると、千尋は「よかった」と嬉しそうにした。

「……千尋さんも、おれの身体でイって。おれもうぜんぶ、あなたのものだよ。千尋さんの好きにして」

　怜衣がそう言って誘うと、千尋が欲情をあらわにした顔つきになる。

　繫いだ手を思いきり引いて抱き起こされ、座った千尋の上になった。

　腰を回して、揺らして、千尋を刺し激げきすると、両腕をしっかり身体に巻き付けて拘こう束そくされた状態で、下から好きなだけ突き上げられる。

　頭の芯がとろけて、天てつ辺ぺんまで痺れるような快感が突き抜ける。

　怜衣がイかせるつもりだったのに、今度は白はく濁だくをしぶかせて絶頂してしまった。

「またイったの？　怜衣……とろとろだ」

　いったんベッドに戻もどされて窄すぼまりを親指で搔き回されたら、そんなのじゃたりないとばかりに、そこが見なくても分かるくらいにきゅうんとしてしまう。

「お願い、焦じらさないで」

「焦らさないと、イきそうなんだよ」

「やだ」

「やだ？」

「焦らすのも、イくのも、やだ。ずっと、中にいて」

　睦むつ言ごとだと分かっていても、千尋は「うん、ずっといる」と優しく頷うなずいてくれるから、そういうところもますます好きになる。

　今度は横おう臥がのまま挿れられ、ゆるやかに根元まで何度も吞のみ込まされた。深すぎる抽ちゆう挿そうで、目を開けていられないほどの快楽に酔よわされ、眸ひとみが涙なみだでとろりと潤うるんでしまう。

　背後の千尋とくちびるを合わせて「気持ちよすぎる」と伝えると、うわずった息遣いで「僕も、とけそう」と応こたえてくれた。

　いいところばかりゆるゆると突かれ、またイきそうになると、その寸前で後背位に。

　最後はうしろから動物の交こう尾びみたいに腰を打ちつけられ、頭が快感に痺れて混濁する。

　最高の快楽を求めること以外考えられない。もう夢中で、怜衣は自分のペニスを扱しごいた。

「ちひ、っ……あっ、また、イく……！」

　射精と同時に後孔がきつく締まって、背後で千尋が「んぅっ」と呻うめく。

「んんっ……僕もっ……」

　快感で脳が飽ほう和わするほどの最後の激しい律動のあと、ついに千尋も絶頂した。

　怜衣と深く繫つながったところで、千尋のペニスがびくびくと跳はねている。欲望をはき出されている感覚に陶とう然ぜんとして、彼が自分の身体からだで極きわまった事実に怜衣は泣きたくなるほど歓かん喜きした。

　千尋の動きが完全にとまって、背後から繫がったままベッドにぐしゃりと崩くずれる。

　冷えていく身体を千尋に抱きしめられて、怜衣はその腕に手を添そえた。

　背後の千尋に頭をすりつけて、うっとりと息をはく。

「うまくできたかな。気持ちよかった？」

　後頭部や首筋にくちづけられ、そのくすぐったさと千尋の言い方がかわいくて、笑って、怜衣は千尋のほうを振ふり返った。

「気持ちよすぎて、飛んでた」

　千尋は褒ほめられた子どもみたいな照れ笑いを浮うかべ、怜衣の首筋をあむあむと食はんでくる。くすぐったくて笑うと、ますます抱きしめられて、今度は頰ほおを食べられた。

　抱き合ったあと、こんなふうにいちゃいちゃするのは、楽しい、嬉うれしい、しあわせだ。

「怜衣。かわいい。好き」

　頰に、くちびるに優しく甘いキスをされ、うっとりと見つめ合う。

　互たがいにだけ届く声で「好き」と伝えて、もう充じゆう分ぶんなはずなのに離はなれられない。あしたもあさってもずっとこのまま傍そばにいられるんだと、今はそれを嚙かみしめていたいから。








◇　エピローグ　◇









　翌朝、目覚めたルリは、朝になっても怜衣が家の中にいたので眸を輝かがやかせて「怜衣くん、毎日来てくれることになったの?!」と喜んだ。

　そんなルリの前に千尋が「ちょっと違うんだなぁ」と屈かがんで、ルリは目を瞬またたかせている。

「怜衣くんはもう、よろず屋さんじゃなくなったから、家事代行のお仕事はお願いできないんだよ」

「えええっ？」

　自分が大切にしていたジュエリーを質しち入いれしてまで、怜衣が毎日来てくれることを望んでいたルリは半泣きになっている。

　ルリに話すのは千尋の役目だと思うから、怜衣は朝食の準備の続きに戻った。

「ルリ、聞いて。お金で契けい約やくしたり繫ぎとめたりする関係は、お金を払はらわなくなったら消えちゃうんだよ。パパは怜衣くんとこれからもずっと一いつ緒しよにいたいので、それとは違う方法で、怜衣くんにここにいてもらいたいなって思います」

「お金を払わない方法？」

「パパは怜衣くんに、パパの気持ちのこもったラブラドライトっていう半貴石のジュエリーをプレゼントして、受け取ってもらったんだ」

「えっ、えっ、ほんと？」

　ルリがこちらを驚おどろいた目で凝ぎよう視しするので、怜衣はルリの前に跪ひざまずいて、胸むな元もとのネックレスを取りだした。ルリの眸が大きくなり、怜衣の顔とジュエリーを見て、満面の笑えみを浮かべて頷いている。

「綺き麗れいね。怜衣くんすごく似合ってるよ」

「ほんと？　嬉しいな」

「ここに、パパの気持ちがいっぱい入ってるんだね。わぁ～、さわっていい？」

　ルリが小さな手で、宇宙の色をした石にふれる。

「あったかいねぇ」

「あったかいよ、パパの気持ち……」

「パパが怜衣くんを好きで、怜衣くんがパパを好きで嬉しい。ルリもね、あつしくんに今度ジュエリーをプレゼントするつもりなの」

　──ん？

「あつしくん？　誰だれだそれは」

　千尋が目を剝むいて、怜衣も「えっ？」と驚きの声を上げた。ルリは照れた顔つきだ。

　たしかルリは怜衣のことを好きだったはずで。

「あつしくん。四月から保育園に新しく入ったお友だち。サッカーをやってて、かっこいいの！　試合に出るって言ってたから、勝てるようにお守りをプレゼントするの！」

　千尋と怜衣は顔を見合わせて啞あ然ぜんとしたものの、ふたり同時に噴ふき出した。

「おれ、いつの間にかふられてたわ～」

「この年とし頃ごろの『好き』は、そんなものだろう」

　ずっとルリに好かれていると思っていたから、ちょっとだけ残念な、複雑な気持ちにさせられる。

「え……でもさ、ルリちゃんはおれのために、質屋さんに行ってくれたんだよな？　おれ、嬉しかったんだけどな」

　するとルリが「そんなのパパのためよ」とけろりとした顔で返したから、また怜衣と千尋は驚いた。きのうは「怜衣くんにずっと来てもらうために」と話していたから、怜衣のためだと千尋も解かい釈しやくしていたのだ。

「……え……パパのため？」

「だってパパ、怜衣くんのこと大好きなんだもん。そうでしょ？」

　怜衣は千尋と微笑ほほえみあった。

　パパのために。パパの大好きな人が、ずっとパパの傍にいてくれるように。

　ルリの本当の想おもいを知って、千尋がルリと怜衣を両手で抱き寄せ、「ばれてたか」とはにかんだ。








あとがき









　こんにちは、川かわ琴ことゆい華かです。ルビー文庫さんで五作目となりました『パパが好きな彼のこと』。前作にひきつづき子育てものでしたが、お楽しみいただけたでしょうか。

　以下、ネタバレありますので、未読の方はご注意ください。

　このお話は「あんたの彼女、おれの彼氏と浮うわ気きしてるよ」というセリフで始まります。二年ほど前からこのセリフが頭の中にずっとあって、いつかちゃんとかたちにできたらなぁと思っていたのですが、それがようやくかないました。

　今作は、パパと子どもにちゃんと血けつ縁えん関係があり、そこにはいっさいの不安なく揺ゆるぎない愛情がある、と確信を持って読み進められる子育てものを書きたかったので、当然のことながら（最後まで登場しませんが）女性の影かげがちらりとします。受けにも攻せめにもそれぞれ過去があり、ぜんぶひっくるめて受けとめたい相手になる、という愛のかたちです。

　攻めの千ち尋ひろは原石オタクな職人で、婚こん姻いん歴があるにもかかわらず恋れん愛あいはてんでダメ。なのに天然タラシ気質かたぎというちょっと厄やつ介かいな人です。千尋はかなり早い段階でわたしの手を離はなれ、じつに自由にふんわりとタラシ行動してくれまして、受けの怜れ衣いとともに何度も「はい？」と驚おどろかされました。千尋のそんな行動力に引っ張られたのか分かりませんが、比ひ較かく的てきするすると書けまして、初しよ稿こうでほぼＯＫをいただくという奇き跡せきも起きました。

　受けの怜衣はビッチじゃないけど恋愛体質。過去にいくつか恋愛経験があり、千尋とふたりきりだといい雰ふん囲い気きになることもあるのに、彼の無意識タラシ行動に一いつ喜き一いち憂ゆうさせられ……、という流れを書くのが楽しかったです。

『万よろず屋やかんなぎ』の人たちも個性的でした。神かん薙なぎは何やら複雑な過去がありそうですが、わたしにも詳くわしく覗のぞかせてくれませんでした。なのでわたしも無理にこじ開けたりせず笑え顔がおで「あ、じゃあ（神薙さんはそこまで出番ないので）けっこうです～」ってかんじで。それが小説にまんま出てると思います。ちなみに神薙はじつは真ま知ちのことが好きなのです。ものすごく年の差があるし、あまりそう見えないようにしてますが。でも続編の予定はないんだ、ごめんね神薙さん。

　お話を書くとき、わたしはいつも外野にいて、彼らの世界を堂々と覗き見している感覚で、今回とくにそのかんじが強かったです。俯ふ瞰かんで「へ～」と見守ったり、「おお～」と驚いたりしながら楽しく書けたので、読者様にも楽しんでいただけたら幸いです。

　イラストをつけてくださった高たか崎さきぼすこ先生。いつかご一いつ緒しよすることがあったらいいなと思っていたので、念願がかなって嬉うれしいです。高崎先生が描かかれる女の子、ルリがめっちゃかわいい！　千尋は落ち着いた大人の優やさ男おとこで、怜衣はキュートさ＋男っぽさもあって魅み力りよく的。カバーイラストはルリが千尋と怜衣の腕うでを両手でぎゅっとしたシーンを彷ほう彿ふつとさせ、とても素す敵てきでした。モノクロイラストの仕上がりも楽しみです。ありがとうございました。

　担当様。いつも「ああしたい、こうしたい」のわがままを受けとめてくださり、ありがとうございます。はっと気付いたのですが、あっちにこっちにと浮うき草のような当方の作家活動において、ルビー文庫さんとは最長最多のおつきあいとなっております。今後ともどうぞよろしくお願いします。

　最後に読者様。ここまで読んでくださってありがとうございます。

　今作を含ふくめてこれまでに二十一冊の文庫を出していただいていますが、毎回はじめてのような緊きん張ちよう感かんを味わっております。このどきどきにまったく慣れません。楽しんでいただけたかな、というのは読者様からの反応でしか知ることができないので、ツイッターやお手紙などでご感想を受け取れたらとても嬉しいです。どうぞよろしくお願いします。

　では、皆みな様さまにまたこうしてお目にかかれますように。


二〇一七年　四月　　川琴ゆい華
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